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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　坂さか井い家。つまるところ俺おれ──坂さか井い修おさむがこの歳としまで過ごしてきた我わが家やは日本国内においてわりかし平均的な家庭だ。一いつ軒けん家やであることは今の時代だと恵めぐまれているとは思うが、古めの中古物件を買ったらしいし、大きく中央値から外れた環かん境きようではないはず。

　だから、居間に屈くつ強きような黒服が五人と、その親玉感アリアリの老人が押おしかけるという状じよう況きようは常じよう軌きを逸いつしているどころの騒さわぎではなかっただろう。

「強化選手……ですか？　ウチの修おさむが？　本当に、何かの間ま違ちがいではなく？」

　ソファを来客に差し出したため、床ゆかに膝ひざを突ついたかっこうでオロオロと問い返す母親。まさしく蛇へびに睨にらまれた蛙かえる、という表現がよく似合うような気がした。

「…………」

　老人──笹ささ島じま康こう助すけ氏の対面に腰こしを降ろし、押おし黙だまって成り行きを見守っていた俺おれの中で強きよう烈れつに罪悪感がぶり返してきた。家族にどれほどの迷めい惑わくを重ねてしまったのか。指を折って数えることすら不ふ謹きん慎しんに思えてくる。

　何しろ勝手に、億を遙はるかに超こえる借金を外でこしらえてきてしまったのだから。

　どこにでもいる高校一年生だったはずの俺おれが、日常の遙はるか遠くに潜ひそむ『闇やみ』に触ふれることとなった。それはあまりにも運に見放された事故だったのかもしれない。

　しかしもはや、不幸を嘆なげく資格すら失った。抑おさえきれない衝しよう動どうに身を任せ、俺おれは自らこの状じよう況きようを選んでしまったのだから。

「間ま違ちがいではありません。修おさむ君の洞どう察さつ力。感服致いたしました。今はまだ荒あら削けずりでも、かなりの伸のびしろを感じます。ぜひ我わが協会にて、その素質をいかんなく伸のばして頂きたいと考えております。斎さい木き羽麗うらら嬢じようと共に」

　淀よどみなく、身み振ぶり手て振ぶりを交えて説明を重ねる笹ささ島じま氏。詐さ欺ぎ師ってすごいなと、素す直なおに感服するばかりだった。

　しかし怒いかりのような感情は浮うかんでこない。むしろ感謝しなければならなかった。俺おれが穏おん便びんに『堕おちる』ための段取りを、こうして整えてくれたのだから。

「もちろん強化選手としてこちらで預からせて頂く間、お金の心配はなさらないで下さい。いっさいの費用を引き受けましょう」

「…………」

　よく言ったものだ。預かり期間とやらが終わって俺おれが成果を出せなければ、借金はそのまま、いや、もしかするとさらに膨ふくらんでいるかもしれないのに。

　もはや共犯者なのだな、と改めて思わされた。既すでに地じ雷らいに足を乗せてしまった。生存できる可能性があるとしたら、踏ふみ抜ぬいて起き爆ばく装置を破は壊かいするより他に手段はない。

「修おさむ。お前はどう考えてるんだ？」

　隣となりで押おし黙だまって話を聞いていた父親が初めて俺おれに意見を求めた。笹ささ島じま氏のような立て板に水の反応などできるはずもない。意図せずびくりと背筋が伸のびた。

「……行きたい。行かせて欲ほしいと思ってる」

　それでも、覚かく悟ごならできていた。俺おれは両親の顔を交こう互ごに見つめ、カラカラの咽のどから本心を吐はき出だし、頭を下げた。





＊






「本当にありがとうございました。お陰かげ様さまで……楽に家を出られそうです」

　長かったような、短かったような『家庭訪問』の後、俺おれは笹ささ島じま氏と同じ高級外車に便乗し、見慣れた街を無意味にぐるぐると巡じゆん回かいする。今日からいきなり送そう還かんされる予定ではなかったが、一度親の目のないところで話をしたいというお互たがいの利害が一いつ致ちした結果だった。

「礼には及およばん。法を盾たてに子を守られた方が面めん倒どう、それだけのこと。もっとも、そうなったとしても君たちを奈な落らくに落とす結果は変わらんがな。手段が変わるだけで」

　ステッキに身体からだを預けた前ぜん傾けい姿勢で、隣となりに腰こし掛かけた笹ささ島じま氏は俺おれに目を合わせず告げた。それは事実なのだろう。債さい務む者である俺おれに笹ささ島じま氏が慈じ悲ひをかける理由がないという部分も、どうあれ既すでに俺おれの奈な落らく行きは『決定事じ項こう』であろうという部分も。

　幼なじみの斎さい木き羽麗うららが、そしてその背中を追った俺おれがあの狂きよう気きのステージで全てを失ってから、まだ一月と経たっていない。

　莫ばく大だいな財産を溜ため込こみ、この世全ての娯ご楽らくに飽あきた老人たちが裏社会で開かい催さいする『ゴスロリ卓たつ球きゆう』。そこで、俺おれと羽麗うららは一時三億円を超こえる資産を手にし、瞬またたく間まにその倍以上の借金を背負うことになった。それも、意図的に。

　敗北し、老人たちの債さい務む者となった者が放ほうり込こまれるという救済ステージ──『奈な落らく』に、消息を絶った羽麗うららの親おや父じさんの手がかりがある。そう信じたためだった。

　確証はない。しかし、状じよう況きよう証しよう拠こ的に可能性は高いはず。借金返済に足るだけの大金を手にしてしばらく待っても羽麗うららの親おや父じさんが帰ってくる気配はなかったし、何よりどうも主しゆ催さい者側たちに、裏の意図があったように思えて仕方ないのだ。羽麗うららを奈な落らくに引きずりこみ、そこで親おや父じさんと対面させたいというシナリオが透すけて見えていた。

　その筋書きがどんな結果だったのかは想像に頼たよるしかない。ただわかっているのは、俺おれというイレギュラーな存在が、偶ぐう然ぜんの産物による策で羽麗うららを救ってしまったであろうことだ。ゴスロリ卓たつ球きゆうを娯ご楽らくとして最後の生いき甲が斐いにしていると思おぼしき笹ささ島じま氏が、仮に羽麗うららの敗北を願っていたなら興ざめも甚はなはだしかっただろう。そして、あの死し闘とうの後に氏が見せた顔は、勝利者に向ける賛美とはほど遠い冷たさだった。

　とはいえ今こうして、羽麗うららと俺おれは共に大きな借金を背負う身分となったのだから、もはや老人の真なる思おも惑わくを確かめる方法もないが。

「後こう悔かいはないのか？」

　老人が呟つぶやいた。

「後こう悔かいも何も、負けてしまいましたから」

　そう返事すると老人は幽かすかに鼻を鳴らした。何を白々しい、と思われたのだろうか。

　確かに、俺おれたちはわざと負けて奈な落らく行きを選せん択たくしたのだが。親おや父じさんが戻もどらないのなら、迎むかえに行くしかない。そう二人で決めて、勝利を放ほう棄きした上で闇やみ卓たつ球きゆうのステージに挑いどんだ。

　バレバレだったとしても、スポンサーにそんなふざけた計画をバカ正直に伝える気はないけれども。余計な情報で状じよう況きようが覆くつがえる……いや、覆くつがえることはないだろうが、輪をかけて悪くなるようなことがあると笑えない。例えば奈な落らくでの処しよ遇ぐうが通常より悪くなるとか。

　そもそもどんなところに連れて行かれることになるのかまったく情報がないから、良よし悪あしも判断しようがないという問題は別にして。

「後で泣きを見るとしても、その時もはや儂わしは蚊か帳やの外。だから今脅おどしても無意味だが、少しでも甘あまく見みているようだと本当に帰って来られないぞ。それだけはゆめゆめ忘れるな」

「……はい。多大な損失を負わせてしまいましたので、必ず戻もどってきて借金をお返しします」

　茶番だ。老人も、俺おれも。お互たがいが本心をおくびにも出さず、お互たがいが本心をおくびにも出していないことを知っている。

　ふと思う。自分は前からこんなにも臆おく面めんのない立ち居振ふる舞まいができる人間だっただろうか、と。そんなことはないだろう。強大な力、理解できない世界に対して人並に震ふるえ上あがる、どこにでもいるようなガキんちょでしかなかったはずだ。

　俺おれを変えたのは、やはりあの狂きよう気きに満ちた闇やみ卓たつ球きゆうの舞ぶ台たい。精神の変動幅ボラテイリテイが大きすぎて、ちょっとやそっとのことでは動じなくなってしまった。

　いや、もしかしたらただ単に頭のネジが何本か飛んでしまっただけか。ピンポン球ひとつのやりとりで億という金が動く。そんな射幸心にあてられた、急性ギャンブル中毒者。それが今の俺おれを正しく言い表した有あり様さまなのかもしれない。

　だって、恥はじを忍しのんで告白するならば。

　今かなり、ワクワクしている。斎さい木き羽麗うららという才能がどこまで通用するか。その才能に、俺おれという器うつわはどこまで寄より添そっていけるか。確かめたい欲に心が溺おぼれそうなのだ。

「明日、改めて迎むかえに来る。自由に過ごせるのは今日が最後じゃ。済ませておきたい別れは済ませておきなさい。ただしくれぐれも、これからのことは口外無用でな」

　笹ささ島じま氏からの命を待たず、車が路ろ肩かたに停とまった。もとより俺おれに与あたえられていた時間は決まっていたのだろう。

「いろいろご配はい慮りよ、本当にありがとうございます」

　頭を下げ、自ら後部座席のドアを開いて外に出る。話すべきことは話したから、特に未練が浮うかぶこともない。

　名残なごり惜おしさを感じるとすれば、それは全く別の相手だろう。
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「修おさむ、どうだった？」

　待ち合わせていた公園の中に入ると、ブランコを漕こいでいた羽麗うららが長い髪かみをふわりと翻ひるがえらせ、ジャンプ一番で着地。その勢いのまま俺おれの方へ笑え顔がおで駆かけ寄よって来た。

「大だい丈じよう夫ぶ。うまく信じてもらえた。予想通りめちゃくちゃ驚おどろかれたけどな」

　ブランコかよ、というツッコミをあえて吞のみ込こみ、俺おれはひとまず問いかけに答える。ホットパンツにＴシャツというラフな服に身を包んだ羽麗うららは、頷うなずいた俺おれを見てぱっと面おも持もちを華はなやがせた。額に一筋の汗あせ。蒸むし暑あつい風が、春の終わりを予感させた。

「よかった、じゃあいっしょに行けるんだね」

「いや、遊園地みたいに言うなよ」

　思わず苦く笑しよう。奈な落らく行きが決まってから今日まで、もはや何度思ったか忘れるほどだが、つくづく羽麗うららには緊きん張ちよう感のかけらもない。これからどれほど過か酷こくな運命が待ち受けているのか、少しの不安も抱いだいていないようだ。

　……まあ、はたからすれば俺おれも同じような脳天気に映るのかもしれないけど。

「だって修おさむとずっといっしょにいられる。だから、嬉うれしい」

　微ほほ笑えんで、さらに一歩俺おれに近付く羽麗うらら。近い……。胸と胸が触ふれてしまいそうな距きよ離りに背筋が反る。なんだか前にも増して、羽麗うららは俺おれとの物理的距きよ離り感に対し無防備になっているような気がする。

　心当たりは……ないと言ったらどこからともなく現れた野生の馬に百ひやく烈れつキックを食らいかねないか。

「どんな仕打ちされるかわかったもんじゃないんだぞ……。と、とにかく行くか。あんまり時間もないし」

　小さくため息を漏もらしてから、俺おれはくるりと方向転てん換かんする。今日こうして羽麗うららと待ち合わせたのは、最後に訪おとずれておきたい場所があるからだった。この先の保証は何もないのだから、せめて世話になった友人たちにはしっかり挨あい拶さつをしておかないと。

「うん、行こう」

　ごくごく自然に、俺おれの左手をぎゅっと握にぎりしめる羽麗うらら。予想してなくてどきりとする。

　咄とつ嗟さに振ふりほど……けるはずもなく、そのままぎこちなく歩き続ける。

　嫌いやなはずはないのだ、そもそも、俺おれ自じ身しん。

　ただなんというか、こんな浮うわついていて良いのかという焦しよう燥そうが脳内をぐるぐる回り続けているというだけであって。

　──♪

　鼻歌交じりの羽麗うらら。普ふ通つうの高校生としての日常であったならば、全国トップクラスの幸福度を誇ほこれるシチュエーションかもしれない。

　平和だった。怖こわいくらいに。





＊






　休日の秋葉原ほど、『人種の坩る堝つぼ』という言葉がしっくり当てはまる場所はそうそうないのではないだろうか。

　なんて、ほとんど他県にすら出たことがない俺おれが偉えらそうに語れるものではないが、その多様性には何度訪おとずれても圧あつ倒とうされ眼めをみはるばかりだった。

　大きな家電量りよう販はん店の袋ふくろを抱かかえた外国人。アニメのコスチュームに身を包んだ客引き。そのアニメの缶かんバッジをこれでもかと鞄かばんにつけたファン。いかにもなビジネスマン。公道でインバウンドするどこかで見たようなカート。

　互たがいに億の借金を背負い、手を繫つないだ高校生の男女。

　最後が、すなわち自分たちが裏を返せばとびきり異質なのかもしれない。その可能性は高い。でも恐おそらく、そんな俺おれたちに奇き異いの眼めを向けてくる人はいないだろう。リア充じゆうと勘かん違ちがいされ敵意を抱だかれる可能性こそあれ。

　目に見える世界なんて、実際のところ本質とはまったく違ちがう姿形をしているのかもしれない。二次元と三次元の境界が曖あい昧まいな街で、ふと俺おれはこの世の正しい捉とらえ方に迷った。

「修おさむ、どうかした？」

「……いや、なんでもない」

　眉み間けんに皺しわを寄せていたせいだろうか。羽麗うららが不思議そうに俺おれの瞳ひとみを覗のぞき込こんだ。屈くつ託たくがなさすぎて眩まぶしい。つい、視線を逸そらしてしまった。大きな量りよう販はん店の間の路地に入り、雑ざつ踏とうを縫ぬって進む。目的地まであと少しだ。無心で行こう。

　もう一度角を曲がって、隣となりのビルの前へ。

　オレンジ色のメイド服を着たショートカットの少女と、ばっちり目が合う。

「…………おいこら。キミたちアキバなめてんの？　燃やして浄じよう化かしてやろうか？」

「げ」

　なんてこった。店先で呼よび込こみをしていた同級生の沢さわ田だ夕ゆうとばったり鉢はち合あわせになってしまった。

　ほどくタイミングを完全に逃のがし、まだ手は羽麗うららと繫つないだままである。

　どうしよう。どうゴマかそう。

　……いや、ゴマしようもない。こうなったら下へ手たに動じず勢いで押おし切きってやる。

「うっす夕ゆう。今、店の席空いてるか？」

「ガラスキだけどリア充じゆうは出禁だよ。帰れ」

　にっこりと首をかしげる夕ゆう。押おし切きれなかった。

　リア充じゆうなものか。俺おれも羽麗うららも借金が億だぞ……と、言いたいが言えない。今日はあくまで、スポーツ強化選手に選ばれたという体ていでいっときの別れを告げるのが目的。大事な恩人であり友人である夕ゆうに余計な心配を背負わせる必要はない。ちゃんとここに、全てを清算して戻もどってくるつもりなのだから。

「休日のアキバでガラスキのメイド喫きつ茶さヤバいだろ。客として貢こう献けんさせてくれ」

「うるさいリア充じゆうの施ほどこしなどいらぬわ。このまま破産した方がマシだね」

　舌を出す夕ゆうに『お金は大事だぞ』と声を大にして伝えそうになるが、それも堪こらえる。いろんな意味で説得力を込こめられそうもない状じよう況きようだった。

「夕ゆう、わたしクリームソーダ飲みたい」

「………………相変わらずマイペースだねぇ羽麗うららは。そんな涼すずしい顔で言われると自分がワルモノになった気分だよ」

　このままでは別れを告げるのもままならないのではと焦あせりを覚えたが、無む邪じや気きに尋たずねる羽麗うららを見て夕ゆうは毒気を抜ぬかれた様子だった。手に持ったチラシで自分の顔を扇あおぎ、どこか観念したかのような苦く笑しようを浮うかべる。

「しゃーない。寄っていきな。もちろん今日は客として扱あつかうから代金もらうよ！」

「それはもちろん。サンキュー」

　そしてようやく俺おれたちは入店許可をもらえた。

　ところで俺おれも羽麗うららも莫ばく大だいな負ふ債さい持ちだが、現金のストックは僅わずかながら残っている。本来ならムダ使いすべき状じよう況きようではないのだろうが、この後のことを考えると持ち金は使えるうちに使ってしまえ、という気持ちにもなる。

　背負ってみてしみじみわかった。身みの丈たけを大きく超こえたデータ上の借金というのはほとんど実感を得ることができない。カード破産とか消費者金きん融ゆうで多重債さい務むとかが巷ちまたで溢あふれているのも、さもありなん。

　だからこそ余計に恐おそろしく感じてしまうのも確かだが。

　もしかしたらこの世の危険のおおよそが、気付いたときにはもう遅おそい仕組みになっているのかもしれない。





＊






「納なつ得とくがいかない」

　切り出すタイミングを逃のがすよりはと、店内に入り席に案内してもらったついでに、俺おれたちの『これからのこと』をさり気なく説明すると、夕ゆうは不満をハッキリと面おもてに浮うかべ、隣となりのテーブルから椅い子すを持ってきて背もたれを抱だきかかえるように行ぎよう儀ぎ悪く腰こしを降ろした。メイド服のスカートがめくれていて目のやり場に困る。

「……えーと」

　この反応は予想していなかった。驚おどろかれるとは思っていたし、寂さびしがってくれるかなという淡あわい期待のようなものは多少抱いだいていた。でも、こんな風に怒いかりと直面するパターンは完全に想定外だ。

「しばらく部活に出られそうもなくなるのは本当に申し訳ないと思ってるけど……なんていうか、俺おれもせっかくのチャンスだし」

「そういう問題じゃない！」

　考えられるのはチームメイトとしての異議かと思ったが、曰いわくそういう問題じゃないらしい。では、なぜ夕ゆうはこんなに頰ほおを膨ふくらませているのだ。

「なんで坂さか井いまで!?　羽麗うららはわかるよ、そういう話が来るのも。でも坂さか井いなんて卓たつ球きゆう力カメムシクラスじゃん！　なのに強化選手!?」

「おい」

　誰だれがカメムシだ。

　……とはいえ、暴言っぷりを置いておけば夕ゆうの疑問には納なつ得とくせざるを得なかった。確かに俺おれが選ばれる理由なんて誰だれにも想像がつくはずもない。これが本当に強化選手の育成プランだったとしたら。むしろ両親はよく首を縦に振ふったものだ。黒服と笹ささ島じま氏の圧に屈くつした形だろうけど。

「そこはアレだ。マネジメント能力を買われて……」

「強化されるマネージャーなんか聞いたことない！」

　ごもっとも。分が悪いぞ、この論争。

「やだやだ！　私が行く！　坂さか井いを強化するくらいなら私がされたい！　二人だけズルい……ううん、羽麗うららはいいけど坂さか井いは絶対認められない！」

　なるほど、それが本音か。夕ゆうとて今も未来に夢を抱だく卓たつ球きゆう選手なのだ。ステップアップできる機会があるなら与あたえられたいという気持ちは多分に理解できる。

　本当に強化合宿ならば譲ゆずってやりたい気持ちもあるくらいだが。

「そんなこと言われても、なぜか俺おれということになってしまった」

「責任者呼んでよ！　絶対私連れてった方が役に立つって説得してみせるから」

　無茶を言うな。呼んでどうかなる『責任者』ではないのだ。笹ささ島じま氏と黒服に対し夕ゆうがどんな態度で接するかは多少興味あるが。あくまで興味だけだが。

「夕ゆう。修おさむのことバカにしすぎだよ。こう見えて、修おさむはけっこうすごいんだよ」

　いきり立つ夕ゆうに顔を近づけてから、ぽっと頰ほおを染める羽麗うらら。

「おいリア充じゆう。羽麗うららに何をした」

　夕ゆうがいきなりテーブルの上からフォークを拾い、俺おれの喉のど元もとに突つきつけた。口元は笑え顔がおだが、目がぜんぜん笑ってない。

「よくわからんが、ご、誤解だ……」

　しどろもどろになりつつ激しく首を振ふる。夕ゆうがいったいどんな想像をしたのか確かめるのも別の意味で危険だが、正直羽麗うららの反応はなにかしらの『あらぬ』誤解を招いてしまっても仕方がないと俺おれ自じ身しんも感じた。

　実際のところなにもやましいことは……いや、ええと。

「めっちゃ心当たりありそうじゃないっすか坂さか井いくん。ほんとは強化合宿なんて噓うそっぱちで二人でどっか遠くにしけ込こもうって魂こん胆たんなんじゃないの？」

　ある意味鋭するどい。いや鋭するどくはないが。喉のど元もとのフォークの先せん端たんはやけに鋭するどいが。

「そんなわけございません。全てはスポーツマンシップに則のつとり、ストイックな卓たつ球きゆう修しゆ業ぎようでパワーアップして帰ってくるため……」

「だったら尚なお更さら坂さか井いじゃなくて私でしょーが！　ウチの部活で上目指すんなら女子に戦力集中でしょーが！　だいたいその声かけてきた人どこで坂さか井いの卓たつ球きゆう見たのさ!?」

　全くもってそのご意見は正しく、ぐうの音も出ないのだが。……まいったな、ラチがあかん。

「まーまー落ち着きなよ夕ゆうちゃん」

　エキサイトし続ける夕ゆうを見かねたのか、単に野次馬根こん性じようか。暇ひまそうにしていたもう一人のメイドさんが早足で近付いてきた。羽麗うららの身を預かってくれていた大学生、相あい原はら先せん輩ぱいだ。

　そう言えば今日も店内には他にお客さんがいない。真面目に大だい丈じよう夫ぶかこの店。

「これが落ち着いていられますか！　私もこんなクッソ暇ひまな家事手伝い投げだして、どこかに旅立ちたい！」

　ああ、それが夕ゆうにとって一番の本音か。勝手ながら同情心が芽生えた。

「まあその気持ちはわかるよ。私だってできることなら羽麗うららちゃんといっしょに愛の逃とう避ひ行こうとしけ込こみたいもん」

　うんうん頷うなずく相あい原はら先せん輩ぱい。非常にツッコミがいのある発言だったが、ただでさえややこしい状じよう況きようにますますややこしい主張を拾って重ねるのは得策じゃない。聞かなかったことにしよう。

「私と修おさむ、愛の逃とう避ひ行こうなんだね……きゅん」

「違ちがいます」

　羽麗うららさんもややこしくしないで。きらきらした瞳ひとみから俺おれは思わず目を逸そらす。いや決して邪じや険けんに扱あつかいたいわけではない、の、だ、が。

「まあでも、その主しゆ催さい者？　よくわかんないけど。その人たちが修おさむくんを指名したならしかたないじゃん」

　ますます表情が険しくなった気がする夕ゆうに向かって肩かたをすくめ、説得してくれる相あい原はら先せん輩ぱい。味方になってくれて有あり難がたい限りだった。

　ちなみに相あい原はら先せん輩ぱいはもう既すでに羽麗うららから旅立つことになった旨むねを伝えられている。共同生活が短い間で終わってしまうと知って最初はかなり残念がっていたそうだが、今ではすっかり門かど出でを応おう援えんしてくれているらしい。危ない言動で時々疑ってしまったのを改めて申し訳なく思う。

「だからそれは私という存在に気付いてもいないからですって！　一度見てもらったら絶対私が選ばれるはず！」

「だってさ、修おさむくん。招待してくれた偉えらい人、呼べる？」

「それはかなり難しいです……」

　そもそも呼んだところでじゃあ夕ゆうに堕おちてもらおうという話には絶対ならない。もちろん、何かの間ま違ちがいでそうなったら命に替かえても阻そ止ししなければならないし。

「じゃあ、仕方ないね。修おさむくんがちゃんと自分で『資格がある』ことを夕ゆうに示さないと」

「え、資格？」

　ウインクする相あい原はら先せん輩ぱいだが、いまいち意図がよくわからない。俺おれが何を示せば夕ゆうは納なつ得とくしてくれるというのだろう。

「ズバリ、今から夕ゆうちゃんと修おさむくんで卓たつ球きゆう勝負！　修おさむくんが勝てば、夕ゆうちゃんも認めざるを得ないでしょ。修おさむくんが強化選手になることを」

「相あい原はらせんぱい、ナイスアイデア！　確かに卓たつ球きゆうのもめ事は卓たつ球きゆうで解決するのがわかりやすい！」

「いやいやいや、そもそももめ事以前の問題……」

　盛り上がる夕ゆうと相あい原はら先せん輩ぱいの間で、激しく手を振ふって抗こう議ぎするがぜんぜん届いている様子がない。いよいよ意味がわからない展開になってきた。何度も繰くり返かえすが、そもそも強化選手どうこう自体がでっち上げなので優ゆう劣れつをつけたところでどうにもならないのだ。

　そして、俺おれが夕ゆうに卓たつ球きゆうで勝てるかというと……かなり怪あやしい。自じ慢まんじゃないが選手としての実力のなさは誰だれより自分自身がよく理解している。だからこそ高校に入ってからはマネージャーに近い立ち位置で部活に関わるようにしてきたのだ。

「ふふん、泣きごと言ってないで準備するよ坂さか井い。あんたにゃ力不足だって思い知らせてやる」

　すっかりやる気の夕ゆう。ひらりと店の中央に躍おどり出でて、テーブルクロスで覆おおわれていた本格的な青い卓たつ球きゆう台を露あらわにする。

「夕ゆうは修おさむのことバカにしすぎ。修おさむはいざとなるとすごく……えへへ」

「よし絶対にツブす」

　両りよう頰ほおを抱かかえて何かを思い出している様子の羽麗うららにビキビキと瞼まぶたを震ふるわせ、どこから取り出したのかいつの間にやら握にぎりしめていたシェイクハンドで夕ゆうは虚こ空くうを切きり裂さく。もはや何を言っても無む駄だっぽい。

「……しかたない」

　ため息をひとつ漏もらしてから、俺おれは鞄かばんを開き自分のラケットケースを取り出した。分の良いい戦いではないのだが、さすがにちょっとナメられすぎな気がして闘とう志しが湧わいてきた。

　よし、やってやる。羽麗うらら相手ならばともかく、夕ゆうならばうまく流れが向けば絶対に攻こう略りやくできない相手ではないはず。

「ふふふ、面おも白しろくなってきた」

　率そつ先せんしてネットを張り始めた相あい原はら先せん輩ぱいがほくそ笑えむ。この人としては勝負の行ゆく方えどうこうよりただ暇ひまが潰つぶせればよかっただけに思えてしかたない。まあ、それは別に良いいのだが。

「修おさむ、がんばって。きっと勝てるよ」

　羽麗うららもネット張りを手伝いながらエールを送ってくれる。気持ちは嬉うれしいが、そういえば最後にラケットを握にぎったのはいつだったか。さすがにひと月は空いてないはずであるものの、すぐに思い出せないほどのブランクがあるのは事実だった。ちゃんと鞄かばんにラケットを入れていたことだけでも上出来に思えてきたり、こなかったり。

「どーせ何度やっても同じだろうし一ゲーム勝負でいいよね？　仕事中だしあんまり遊んでばかりもいられないからね！」

「お任せします」

　意い気き込ごんだ夕ゆうはその場で何度も大きくジャンプする。翻ひるがえるミニ丈たけのスカート。ヒールのある革かわ靴ぐつで足を捻ひねったら大変なことになりそうだ。気がかりだが、人の心配をしている場合ではない。店での卓たつ球きゆう勝負はお客さんとも頻ひん繁ぱんに行われているようだし、メイド服姿での戦いにもある程度慣れているのだろう。余計なことに惑まどわされず、ちゃんとプレーヤーとしての一挙手一投足に注目しなければ。

「私からサーブね」

「いいよ、来い」

　ぐっと身を屈かがめ、膝ひざの柔じゆう軟なん性せいを確かく認にんしてからレシーブに備える。夕ゆうはわりとバリエーションに富んだサーブを使い分けてくるタイプ。今のレベルではまだ器き用よう貧びん乏ぼうなイメージも否いなめないが、決め打ちで対処するのは危険だろう。どうとでも動けるよう柔じゆう軟なんに構えておくべきか。

　──フォワロングに下回転。

「…………!?」

　唐とう突とつに、頭の中でそんなフレーズが浮うかんでびくりとしてしまった。今の、なんだ……？

　改めて掌しよう上じようにボールを乗せた夕ゆうの全身を見つめる。わかりやすい予兆は、ない。

　しかし、妙みような確信があった。絶対に下回転のロングサーブを放ってくると。

　仮に、それが事実だとしたら。

「よっ！」

　夕ゆうのサーブは、まっすぐ俺おれの手元近くに届いて跳はねた。

　予感通りの球筋。間ま違ちがいなく回転も──。

「フッ！」

　渾こん身しんのレシーブドライブを叩たたき込こむ。選手として大した実績のある俺おれではないが、『確実にここに来る』とわかっているサーブを全力で打ち返せば、それなり以上の速度になる。

「……え、ちょっ!?」

　反応が遅おくれ、ラケットを動かせない夕ゆう。客の居ないテーブルの下に飛びこんだボールが、ランダムにあちこちを跳はね回まわってからようやくコロコロと床ゆかの上を静かに転がる。

「貴様……誰だれだ？」

「ずいぶんな言いようだな、おい」

　くわっと目を開いた夕ゆうがお化けでも見つけたように俺おれを凝ぎよう視しし続ける。一度レシーブが決まっただけで大げさな……とも言い切れないか。なにしろ、内心では俺おれ自じ身しんも驚おどろきを隠かくせずにいたのだから。

　さっきの、なんだったんだろう。夕ゆうのスタイルを分ぶん析せきして導き出した予想とは違ちがう。自惚うぬぼれるつもりなんてないが、あれはまるで自動的に『予知』反応が起こったとしか表現のしようがない感覚だった。

　言わずもがな、その手の特とく殊しゆ能力なんて持ってない。持っていたら俺おれの卓たつ球きゆう選手としての人生はとうの昔に違う道をたどっていたはずだ。

「くっそ、もう一点もやらないんだからね」

　ボールを拾い、夕ゆうが二度目のサーブ体勢に入る。

　──フォアロングに下回転。まったく同じ球筋がもう一度来る。

「…………っ」

　まただ。また、天てん啓けいのような閃ひらめき。

　しかし今回はさっき以上に半信半疑だ。夕ゆうの卓たつ球きゆうはそれなりに観戦しているが、同じ球筋を被かぶせてサーブを打ってくるケースにはあまり記き憶おくがない。どちらかというと頻ひん繁ぱんに攻せめ口ぐちを変えてくるタイプ。データ上でも裏付けがある。

　どうする。この直感に伸のるか反るか。

　顔を持ち上げて夕ゆうを観察する。

　……二連続、同じコースだ。確信した。

　理由はまったくわからない。しかしなぜか俺おれの心の中には、もはや疑念を抱だく気持ちすら一かけらも残っていなかった。

「せいっ！」

「フッ！」

　レシーブドライブが、二連続で決まる。夕ゆうは狐きつねにつままれたような面おも持もちで、長いこと呆ぼう然ぜんと立たち尽つくし続けていた。

「あれ？　修おさむくん強くない？　ものすごい反射神経じゃん」

　ひゅう、と口笛をならしてから、相あい原はら先せん輩ぱいが腕うでを組んで唸うなった。……確かに、そう見えるのかもしれないな。夕ゆうがサーブを放ち、それに反応してレシーブドライブを打っているのだとしたら、人知を超こえた反射神経でボールに食らいついているように見えるのかもしれない。

　しかし、実際は違ちがう。決め打ちで、俺おれは待ち構えていただけ。なぜか夕ゆうのサーブコースを連続で『確信』して、待ち構えていただけに過ぎないのだ。

　偶ぐう然ぜんだろうか。もちろんたった二回だ。確率論的にも大きく正規分布を逸いつ脱だつした結果には至っていない。

「……ほら、サーブ早く」

　夕ゆうがボールを投げてよこした。二点を先取してサーブ権が交代。今度は俺おれから攻せめる番だ。

　──妙みように下回転を意識してるな、夕ゆうのやつ。

「………………」

　まただ、また謎なぞの閃ひらめき。改めてサーブに備える夕ゆうに目を馳はせるが、何かわかりやすいサインが出ているわけじゃない。ごくごく普ふ通つうに構えている。

　でもまたしても、確信があった。夕ゆうの意識が下回転の対応に大きく向いていると。

　自分が二連続で下回転だったから、その意識を引きずっている？　無意識で俺おれはそんな推論を立てたのか？

　いや、違ちがう。そういう理り屈くつで組み上げられたものじゃない。

　……試ためして、みるか。

　トスを上げ、俺おれはバックサーブで球を打ち出す。下回転に見せかけた、上回転。俺おれの技術でどこまで偽ぎ装そうできたか自信はないが、もし夕ゆうの意識にバイアスがかかっている状態ならば。

「あ!?」

　はたして。夕ゆうのラケットに触ふれた瞬しゆん間かん、ボールはぽんと跳はね上あがって台の外へ飛んでいった。回転を明らかに読み間ま違ちがえてくれたようだ。

　念のためだが、夕ゆうは断じて俺おれに翻ほん弄ろうされるほどへっぽこではない。むしろ部活では羽麗うららに次ぐナンバー２の実力を誇ほこっているという評価が妥だ当とうだと思う。

「ぐぬぬぬぬぬぬ……」

　なのに、この状じよう況きよう。異常事態だった。

　自分でも不思議すぎた。なぜ、夕ゆうの一挙手一投足が容易に想像できてしまうのか。

「ちょ、ちょっと坂さか井い！　なに、なんか猛もう特訓とかしたの？」

「………………そうか」

　問われてようやくひとつ思い当たることがあった。もしかして、闇やみ卓たつ球きゆうにトレーダーとして参加したことで、直感力のようなものが爆ばく発はつ的にレベルアップしたのだろうか。

　各種データを参照してリアルタイムで状じよう況きよう判断をする緊きん張ちよう感。そして何より、多額の金銭を一手に扱あつかうという重圧。そんな暴風に晒さらされた結果、自分でも気付かないうちに相手に対する観察力が急激に伸のびた。それが真相かもしれない。

　戦場の最前線に送おくり込こまれた兵士が、死線をくぐって良くも悪くも人が変わった。そんなエピソードを読んだことがある。俺おれもまた、気付かぬうちに精神面で大きな進化を遂とげることができたのだろうか。

　だとしたら、素す直なおに嬉うれしい。これから先、羽麗うららの足手まといにならず力を貸す術すべがあるのだと、自信を得られた気がして俺おれは密ひそかにぐっと左の掌てのひらを握にぎりしめた。

「よし、次いくぞ夕ゆう」

「うわ、なんかイキった顔してる……。もう絶対好き勝手はさせないかんね！」

　これから先に待ち受ける闇やみの世界を二人で切きり抜ぬける。そんな覚かく悟ごと決意を揺ゆるぎなきものにするために、まずは夕ゆうとの勝負を確実に制す。挑いどまれたときとはまったく別次元のモチベーションが湧わいてきて、自分の中で静かな集中力が研とぎ澄すまされていくのを感じた。

　よし、次のサーブは──。
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「うそだ。そんなばかな。信じられない」

　一ゲームが終わってスコアは11‐３。今まで記き憶おくがないほどの圧勝で、俺おれは夕ゆうとの対決を制することができた。呆ぼう然ぜんと、膝ひざから崩くずれ落おちる夕ゆう。

「やっぱり修おさむはすごいね。とっても上じよう手ずだったよ」

「わ、羽麗うららちょっと待っ!?」

　ほっとして額から汗あせを拭ぬぐった矢先。羽麗うららが満面の笑えみを浮うかべながら抱だきついてきた。そして子どもをあやすように、俺おれの顔面を胸にうずめさせてよしよしと後頭部を撫なでる。

　でかい。

　やわらかい。

　息ができない。

　いろんな感情が爆ばく発はつ的に浮うかんできてパニックになりかける。と、とりあえず離はなして欲ほしいが……突つき放はなすわけにもいかないし。

　あとけっこう汗あせをかいてしまったので臭においが羽麗うららに伝わるのではと心配になった。羽麗うららからはスミレのような良いい香かおりがした。
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「はいはーい。店内のリア充じゆう行こう為いは禁止されておりまーす」

　酸素不足で気が遠くなってきたところ、俺おれと羽麗うららの間にすっと手を差さし込こんだ相あい原はら先せん輩ぱいのおかげでようやく息をつくことができた。ところでどうでもいいが、この店のリア充じゆう禁止って夕ゆうのでまかせじゃなくてガチな規則なのだろうか。

「…………やっぱでかい」

「にゃ!?」

　俺おれを引ひき離はなしたその返す刀で、相あい原はら先せん輩ぱいは羽麗うららの胸をわしづかみにした。なんてことを。さすがに注意すべきかとも思ったが、発すべき適切な言葉が思おもい浮うかばない。

「それはさておき。こんだけ修おさむくんが圧勝しちゃうともう夕ゆうは文句のつけようがないね～。潔いさぎよく諦あきらめて笑え顔がおで送り出してあげよ？」

　そう言いつつ相あい原はら先せん輩ぱいは羽麗うららの後ろに回り、空いている方の手をシャツの裾すそから突つっ込こんで今度は直じかでまさぐりはじめた。

「や、やめて……くすぐったぃ……」

　身をよじり、頰ほおを染めて俯うつむく羽麗うらら。背徳的な空気感に耐たえられず俺おれは身体からだを反転させて二人を視界から追い出した。

「ううう……」

　すると未いまだ涙なみだ目めでしゃがみ込こんでいる夕ゆうの姿が目に入る。そこまでヘコむほどショックだったのか……。俺おれとしてもちょっと落おち込こむような、今までの対戦成績を鑑かんがみれば理解できるような。

「えーと。まあこういう時もあるさ。俺おれも……もっと頑がん張ばって強くなって戻もどってくるから、夕ゆうもいっぱい練習しておいてくれ。また対戦するの、楽しみにしてる」

　放っておくのも憚はばかられたので、傍そばまで歩いていって手を差し出す。自惚うぬぼれた感じにならないよう精せい一いつ杯ぱい言葉を選んだけど、それでも少し上から目線だったかもしれない。

「ふんだ」

　ぺしん、と手をはたかれてしまった。やはりあまりいい声のかけ方ではなかったのかも。こういう場面に慣れてないのでますますどうして良いいのかわからなくなり、戸と惑まどう。

「夕ゆう、そんな強化選手に選ばれたかったのか……？」

「そんなんじゃない！　わかってないな！」

　俺おれもしゃがんで目線を合わせると、すごい剣けん幕まくで睨にらまれた。じゃあ、この終始不満げな様子はなんなのだろう。俺おれはますます混乱するばかりだった。

「修おさむはいっつも羽麗うららとばっかり。……私のことは、ぜんぜん見てくれない」

「え」

　ぼそりと夕ゆうが呟つぶやいた。それは、どういう。

「な、なんでもないよバーカ！　さっさとどっか行っちゃえば！　どーせ強制収容所みたいなところなんでしょ！　なんの自由もない毎日に貴重な青春を奪うばわれてしまえ！」

　立ち上がり、俺おれに罵ば声せいを浴びせかける夕ゆう。俺おれたちをこれから待ち受けているであろう境きよう遇ぐうなんて知らないはずなのに、妙みように言い得て妙みような妄もう想そうで思わず笑ってしまいそうになった。

　おかげで聞きそびれた。さっきのはどういう意味だったのだろう。部活で羽麗うららのことを贔ひい屓きしすぎという意味だろうか。正直、そんな心当たりはない。というか、羽麗うららは誰だれよりも『ほっといて大だい丈じよう夫ぶ』な部員であるわけで。ひとたび卓たつ球きゆうを離はなれてしまうと日常生活すらままならないほどぽんこつになってしまうが。

　その日常で、羽麗うららの世話に時間を割さきすぎということだろうか。だとしたら確かに心当たりはあるが、それは幼なじみとして放っておけないところがあるからというだけで。

「ほーい、クリームソーダ入ったよん。とりあえずみんなで一息つこうよ」

　悩なやんでいると、相あい原はら先せん輩ぱいが声をかけてくれた。さっきまで羽麗うららの胸をもみしだいていたのに仕事が早い。とにかく、今ならちゃんと話を聞いてもらえそうなのでありがたくお言葉に甘あまえることに。

「へー。じゃあ、まだどこに行くかも知らされてないんだ？」

「は、はい」

　改めて色々話をしたのだけれど、おおよそにおいて言葉に詰つまってしまう。何しろ大部分がでっちあげの情報だからな。怪あやしまれないようにすることだけでかなり困難だ。

「いつ帰ってくるの？」

「それも、未定かな……」

　相変わらず不ふ機き嫌げんそうな夕ゆう。そんなバカな話があるかと問とい詰つめられたら苦しいな。実際バカな話なのだ。

「…………なるはやで戻もどってきてよね。羽麗うららも坂さか井いもいない部活なんて、なんか味気ないし」

　そう言って、どこか寂さびしそうに目線を下げる夕ゆう。俺おれと羽麗うららはハッと目を合わせ、静かに微ほほ笑えみ合った。

「ああ。力付けて、すぐ戻もどるよ」

「夕ゆう。待っててね。私、がんばってくる」

　なんだかんだ言って、仲間だと思ってくれているのだ。だからあんな風に、離り別べつを惜おしんでくれたのだろう。その気持ちが嬉うれしくて、俺おれと羽麗うららは改めて生せい還かんを誓ちかい合った。

　どうなるのかなんてさっぱりわからない。けど、失いたくない日常があるというこの事実が、きっと俺おれたちの支えになってくれることだろう。
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　みんなと別れ、家に帰る。明日には旅立ちだから、ある意味では最後の晩ばん餐さんと言える食しよく卓たくを家族で囲んだ。

　メニューはカレーライス。華はな々ばなしく送り出してもらえている感じではないが、大好物だ。親からも『早く帰ってこい』というメッセージを暗に届けられてる気がして、嬉うれしさと寂さびしさが同時に浮うかんだ。

　ところで気がかりだったのは妹だ。食欲がないとのことで自分の部屋からでてこようとしなかった。ここのところずっと、ほとんど顔を合わせてすらいないような気がする。

　俺おれたちの旅立ちを、妹はどう感じているのだろうか。歓かん迎げいしてくれてるとはとてもじゃないが思えない。俺おれが家を空けるだけならまだしも、羽麗うららといっしょなのだ。絶対に対たい抗こう心……いや、どういう感情かはあくまで妄もう想そうの域だが、なんらかの不ふ機き嫌げんを抱かかえているだろうと考えた方が正しそうだ。

「このまま出てくわけにはいかないよな……」

　食事を終えた足で、俺おれは妹の部屋の前に立つ。何度か深呼吸してから、意を決しノック……する寸前で躊ちゆう躇ちよ。

　我ながら少し笑えた。何をこんなに恐おそれているのだろう。まるで妹を悪あく魔まの化け身しんか何かと考えているみたいだ。実際は正反対と言って差さし支つかえないはずなのに。

　こん、こん。

　停てい滞たいを乗のり越こえ妹の部屋のドアを叩たたいた。

　返事はない。

「俺おれだけど、いないの？」

　呼びかけてみる。

　返事はない。

　けど、なんとなく気配を感じる。長年隣となり同士の部屋で過ごしてきたのだから、主が留守かどうかくらいは確かめなくてもわかるのだ。

「あのさ。もう知ってると思うけど。明日から、俺おれしばらく家を空けるから」

　家族とはいえ、年ごろの女子。無ぶ遠えん慮りよにドアを開けるのは避さけて、壁かべ越ごしに話しかける。

　やはり返事はない。

「でも、ええと。なんていうか。大だい丈じよう夫ぶだから。ちゃんと戻もどってくるから、心配しないでくれ」

　ごそ、と幽かすかに物音。やっぱりいるんだな。よかった。

　何が大だい丈じよう夫ぶなのか、意味不明だ。というツッコミをわざと待っているところもあるのだけど。

　しかし、音おと沙さ汰たなし。どうやら返事をしてくれる気はないらしい。

「明日出る前に、挨あい拶さつしておきたかったんだけど。またにするよ。それじゃ」

　諦あきらめて、俺おれは自分の部屋に帰ることにした。怒おこっているのかなんなのか。確かめられず仕じ舞まいだが、しばらく会えないのにケンカ別れになることは避さけたい。妹がその気になるまでは無理してコンタクトを取らないでおこう。

「卓たつ球きゆう、がんばれよ。しばらく練習場所に困るかもしれないけど、父さん母さんに頼たのんでクラブとか通わせてもらってさ。せっかくの才能、無む駄だにするな」

　妹は羽麗うららの家の卓たつ球きゆう教室に通っていて、当然ながらそこはしばらく完全休業だ。いろいろケアしてあげたいが、時間がない。申し訳ないが自主性に頼たよるしかない。

　もっとも、羽麗うららを強くライバル視している妹が、羽麗うららが強化選手になったと知って練習の手を止めるはずもないのだけど。そこは俺おれがどうこう言うまでもなく、自力で卓たつ球きゆう台の前にたどり着くことだろう。

「それじゃ、おやすみ」

　寝ねるにはまだ早い時間だったが、最後にそう言い残して俺おれは自室に帰った。




　その挨あい拶さつが、結局は俺おれが旅立ち前、妹にかける最後の言葉となってしまった。





＊






　我わが家やの前に停とまったやたらと全長が長いリムジンは磨みがき上あげられた黒色で、なぜか葬そう送そうをイメージさせられた。単純にこれからの未来に対する不安が俺おれに幻げん想そうを抱いだかせただけなのだとは思うが、今までとは違ちがう車によるお迎むかえに改めてごくりと生なま唾つばを吞のみ込こんだ。

「それじゃ、行ってくる」

　大きなボストンバッグを携たずさえ、両親と別れの挨あい拶さつ。いろいろ詰つめたが、どこまで私物の利用が許されているのかもわからない。ただ、あまり軽装だと怪あやしまれる。いらぬ心配をかけぬため、ちゃんと荷造りして旅立ちを偽ぎ装そうした。

「そろそろ良いいか？」

　笹ささ島じま氏に促うながされ、俺おれは手を振ふって玄げん関かんから出る。妹は顔を見せてくれなかった。

　心残りじゃないといえば噓うそになるけど、仕方ない。もう一度、顔を見るために生せい還かんする。そう心に誓ちかって、これからの生活のモチベーションにするしかない。

「おはよう、修おさむ。いよいよだね」

　リムジンに乗のり込こむと、既すでに羽麗うららの姿が在った。なぜか闇やみ卓たつ球きゆうの時に着用するゴスロリ姿だ。

　相変わらずよく似合っている。老人たちの酔すい狂きような趣しゆ味みもその美的センスだけは認めざるを得ない。

　もっとも、こうしてゴスロリ服を纏まとうことですら闇やみ卓たつ球きゆうシステムの一いつ環かんにすぎないというのが事実のようだが。数々の装そう飾しよくやレースの裏に、選手たちの身体情報を測る計器がとりつけられるようになっている。その手の機械を隠かくすのに最適だったのがゴスロリだったにすぎない。それがこんな発想に至った真相のようだ。

「おはよう。よく眠ねむれたか？」

　俺おれが挨あい拶さつを返すのと同時、車が動き出した。心配そうな両親の姿が遠くなっていく。また少し心が痛んだ。

「うん。ぐっすり」

「さすがだな。相あい原はら先せん輩ぱい、さみしがってたろ？」

「うん。帰ってきたらまたいっしょに暮らそうねって、言ってくれた」

　にっこり笑う羽麗うらら。俺おれも微ほほ笑えんで返事しつつ、未来のことを思う。

　それは実現するだろうか。俺おれたちが帰き還かんを果たしたとき、きっと羽麗うららの親おや父じさんもこの街に戻もどってきているはずだ。そうなることを願って闇やみのさらに奥おくへ、奈な落らくと呼ばれる場所へ身を堕おとすことを決めたのだから、そうでなくては困る。

　ふと、不安がぶり返してきた。本当に羽麗うららの親おや父じさんは、俺おれたちが目指す先に居るのだろうか、と。

　可能性は高いはずだ。一度は借金を返したのに一向に帰ってくる気配がなかったこと。そして老人たちの一連の態度から推測するに、彼かれらの真の目的は羽麗うららと親おや父じさんを『奈な落らく』で対面させることだったはず。

　だからあえてもう一度、闇やみの深しん淵えんに迫せまるレールに、こうして身を委ねてみたのだ。

　しかし、確たる証しよう拠こは何もない。たどり着いてみたらまったくの勘かん違ちがい。そこにはただ地じ獄ごくのような毎日が待ち受けているだけだった、という可能性も断じてゼロではない。

「修おさむ。これからもよろしくね」

　羽麗うららがぎゅっと俺おれの手を握にぎった。

「…………」

　こちらからも力を込こめ、握にぎり返す。やめよう。妄もう想そうで不安を膨ふくらませたところで何にもならない。引き返せないところまで来てしまったのだ。あとは覚かく悟ごを決めて待ち受けているもの全てに身を委ねるだけだ。

「二人とも、これを飲んでもらう」

　俺おれたちの様子をしばし傍ぼう観かんしていた笹ささ島じま氏が、プラスティックのフィルムに包まれた白い錠じよう剤ざいを、俺おれたちにそれぞれ二錠じようずつ手て渡わたした。

「ええと、この薬は……」

「睡すい眠みん導入剤ざい。強力なやつだが、心配するな。死にはせんよ。殺してしまったら儂わしは債さい権けん回収がままならなくなるからな」

　受け取って、まじまじと見つめる。言われたとおり、笹ささ島じま氏が今すぐ俺おれたちにダメージを与あたえる理由はないから、成分に噓うそはないのだろう。しかしだとしても、気楽に吞のみ込こめるものでもなかった。強制的に意識を奪うばわれるという未み曽ぞ有うの経験は、当たり前ながら恐きよう怖ふ感を伴ともなう。

「必ず飲まなければいけませんか？」

「必ずじゃ。これから君たちのことを、『非正規』な手段で輸送する。意識があると精神的にかなりの苦痛を伴ともなうのは間ま違ちがいない。むしろ慈じ悲ひで処方してやっているのだ」

　非正規な手段で、輸送。想像したくもないが、座席のある乗り物で悠ゆう々ゆうと──なんて望むべくもないことだけは理解できた。ならば確かに、眠ねむってる間に済ませてもらえるのはありがたいことなのかもしれない。

「飲んですぐ、後ろで横になりなさい」

　指さされた方を見る。かなり広い車内なので、俺おれたちが座すわっているものの他に二つ並びで長いすがある。あそこならば足を伸のばしてもまだゆとりがありそうだ。

「羽麗うらら、覚かく悟ごできたら教えてくれ」

「修おさむができたら、いいよ。修おさむといっしょに飲む」

　ぐっと嚙かんでいた唇くちびるから歯を離はなし、羽麗うららに尋たずねてみる。案の定というべきか、まったく恐おそれている様子はなかった。面おも持もちを見て、俺おれもいくらか落ち着きを取とり戻もどすことができた。

「よし。じゃあ」

　老人に目配せして、俺おれと羽麗うららは後部座席へ。準備よろしく、ポケットのところにはペットボトルの水が二本さしてあった。

「羽麗うららはどっちで寝ねる？」

「修おさむはどっち？」

「じゃあ俺おれは……こっちにする」

「じゃあ私もこっち」

「え」

　そう言って羽麗うららは俺おれが腰こし掛かけたのと同じ方の長いすにちょこんと座すわった。

「いや、二つあるのに……」

「いっしょがいい。ダメ？」

　上目づかいを向けられ、言葉に詰つまる。

　……笹ささ島じま氏の前で。しかも前ぜん途と多難な道に首を突つっ込こもうとしている中で、そんな色ボケた真ま似ねをしてる場合かとかなりの抵てい抗こうがあった。

　でも、正直に言えば。この時ばかりは俺おれも羽麗うららと身体からだを重ねていられることを内心では望んでいた。やっぱりいくら勇気を奮い立たせても、怖こわいものは怖いのだ。

「……わかった。じゃあいっしょに寝ねよう」

「うん」

　満面の笑えみで羽麗うららが頷うなずいた。図はからずもどきりとして、それから心がすっと軽くなった。

　大だい丈じよう夫ぶ。どれだけのものを失うとしても。羽麗うららとはいっしょなのだ。

　充じゆう分ぶんじゃないか。他に何も求める必要なんかない。

「よし、準備いいか？」

「いいよ。いつでも」

　意を決し、俺おれと羽麗うららは揃そろって左手に錠じよう剤ざいを乗せ、右手にペットボトルの水を持つ。

『いっせーの！』

　そしてタイミングを合わせ、渡わたされた薬をあおる。

　五分も経たたないうちに、全身がふわりと浮うきあがるような不思議な感覚が襲おそってきた。

「おさ、む……」

　羽麗うららがとろんとした目で、俺おれに寄りかかってくる。その肩かたを抱だき、まだ辛かろうじて残っていた意識を使って折り重なるようにシートへ全身を委ねる。

　ぎゅっと羽麗うららの肩かたを抱だいた。力がこもっているような、ぜんぜんこもっていないような不思議な感覚。

　だんだんと自我がホワイトアウトしていく。それでも絶対にこの手だけは離はなさないと心に誓ちかいながら、俺おれは深く深くまどろみの中へと堕おちていった。
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「ん…………」

　両眼を開くと、薄うす明かりが網もう膜まくを刺し激げきした。

　暗い室内。電灯はついていない。なのにも関わらず感じた光の正体は、目の前の巨きよ大だいなモニターに映し出された白い文字列だった。

「っと、ここは」

　記き憶おくがひどく曖あい昧まいだ。旅行先で夜中にふと目を覚ましてしまった時に味わうような、日常との齟そ齬ごが生み出す混乱。いったい俺おれはどこで何をしていたのだったか。

　そもそも俺おれは、誰だれだ。

「坂さか井い、修おさむ……」

　名を呟つぶやく。そうだ。それが俺おれの名前。よかった。記き憶おく喪そう失しつから目覚めたピアノマンってわけではないらしい。

　さらに記き憶おくの糸をたどる。なぜ、こんなに頭がぼんやりしている？

　薬。そうだ、薬を飲まされた。強い睡すい眠みん薬やく。誰だれに？　笹ささ島じま氏。誰だれだ？　闇やみ卓たつ球きゆうの首しゆ謀ぼう者。その一人。闇やみ卓たつ球きゆう？

「…………っ」

　ようやく、自分の境きよう遇ぐうのおおよそを思い出すことができた。笹ささ島じまに薬を飲むよう言われ、俺おれは搬はん送そうされたのだ。『奈な落らく』と呼ばれていた、闇やみ卓たつ球きゆうの敗者たちを寄せ集めて作った謎なぞ多き場所へと。

「…………羽麗うらら!?」

　辺りを見回す。俺おれ以外に誰だれもいない。

　唇くちびるを嚙かんだ。くそ、離はなさないって誓ちかったはずなのに。

　眠ねむらされて抵てい抗こうできなかったとはいえ、誓ちかったそばから裏切る結果になってしまったことが歯がゆかった。

　身をよじる。……動けなかった。胴どう部がベルトで椅い子すに締しめ付つけられている。これ、外れるのか？　……ダメだ。普ふ通つうのベルトじゃない。どうも電子的にロックがかけられている様子だった。

　改めてもう一度部屋を見回す。六畳じようほどの狭せまい空間で、俺おれを拘こう束そくする椅い子す以外は何もない。ただひとつ、目の前のモニターを除いては。

「………………オリエンテーション、ねえ」

　画面に表示されていた文字を声に出して読んでみる。正確には『金きん融ゆう卓たつ球きゆう再教育施し設せつ「フェニックス」実じつ施しプログラムのオリエンテーション』と書かれていた。

　フェニックス、ね。もう少しマシな名前は思おもい浮うかばなかったのだろうか。再浮ふ上じようをイメージさせる単語を選んだつもりなのだろうが。

　まあ、誰だれも使っていないのだろう。正式名めい称しようなど。

　ここが『奈な落らく』。そう認にん識しきしておけば間ま違ちがいなさそうだ。

『覚かく醒せいレベルの回復を確かく認にん。これより初回オリエンテーションを開始します』

　明らかにそれとわかる無機質な人工音声が勝手に宣言し、モニターの画面が切きり替かわった。強きよう烈れつな白いバックライトにたまらず目を伏ふせる。どうやら長いこと闇やみの中に閉とじ込こめられていたようで、光の刺し激げきにすこぶる敏びん感かんになっている。

『ようこそ、『フェニックス』へ。あなたが選手としての再起を最短で目指すためのサポートを務めさせて頂きます、ＡＩコンシェルジュの「アーク」です。オリエンテーション以後、所定のコマンドでいつでも貴方あなたのサポートに駆かけつけます』

　抑よく揚ようのないボイスが続く。……なんだか、想像していたのと待たい遇ぐうが違ちがうな。おっかない看守みたいなのが出てきて「お前らに人権はない！」とか宣言されて、なんだったら手足を鎖くさりに繫つながれて……みたいにベタな『囚われの身』を想像していたけど、それに比べたらやけに静かな幕開けだ。拘こう束そくされていることはされているけれど。

『まず貴方あなたの志望コースを確かく認にんします。プレーヤーとトレーダー、どちらのカリキュラムを専せん攻こうしますか？　なお志望コースは適てき宜ぎ変へん更こうが可能です』

　画面が切きり替かわった。『プレーヤー』と『トレーダー』、どちらかを選べという指示。選せん択たくは音声認にん識しきで行うらしい。

　つまり、実際に卓たつ球きゆうで戦うか、数値を見てアドバイスする側に回るか。どちらの能力を高めていきたいかってことだよな。それなら間ま違ちがいなく俺おれは『トレーダー』の方だ。変へん更こうも可能というのなら尚なお更さら迷う余地はない。変へん更こうすることもないだろうけど。

「トレーダー」

　発声すると、ほどなくピコン、という電子音が響ひびいた。なかなかに感度が良いい。無む駄だに金がかかっていそうなシステムだ。

　あるいは『中の人』がいて、裏で全部人力処理だったりして。どうでもいいけど。

『確かく認にんしました。トレーダー志望で登録いたします。よろしいですね』

「……はい」

　返事。するといきなり腰こしの拘こう束そくが解かれた。その勢いで肘ひじ掛かけからテーブルのようなものが飛び出してくる。

『タブレットをお取り下さい』

「タブレット……？　あ、これか」

　違ちがった。テーブルじゃない。出てきたのは一いつ般ぱん的なタブレット端たん末まつより一回りくらい大きい液えき晶しようデバイスだった。見たことのないゴツいデザインで、市し販はんのものというより軍とかで使われていそうなイメージだ。

　あるいは耐たい衝しよう撃げき性能を備えた腕うで時ど計けいとか、カメラとか、そういう種類のデザイン。正直、嫌きらいじゃない。無む駄だに所有欲を満たされた感じがして複雑な気分になった。

　……そういえば、今気付いたけど着ている服が替かわっている。簡素な白いボタンシャツと、黒のボトム。制服の夏服っぽいイメージだ。ポケットには何も入っていない。

　あと、もう一度周りを確かく認にんしたが、持もち込こんだ鞄かばんは見当たらなかった。もしかしたら、全ての私物が没ぼつ収しゆうされてしまったのかも。それくらいは想像の範はん疇ちゆうだったので特に驚おどろくこともなかったが。

　いろいろ思いながら端たん末まつを手にする。見かけの割に軽い。

『その端たん末まつが、こちらでの日常生活やカリキュラム進行の大部分を支えます。毀き損そん・紛ふん失しつした場合の不利益は多大なものとなりますので、必ず肌はだ身み離はなさずお持ち下さい』

「…………」

　漠ばく然ぜんとした情報で、いまいち理解が追いつかない。ただ要するに『壊こわしたりなくしたりするとヤバい』ということだけは伝わった。

『それではチュートリアルに移ります。実地モードとシミュレーションモードが選せん択たく可能です。実地モードではさっそく「フェニックス」での生活を始めていただき、未経験の情報に触ふれる度たびアラートと解説をお届けします。シミュレーションモードではこのままオリエンテーションを続け、施し設せつ内での基本的なルールやシステムを一通り説明します。シミュレーションモードは約三時間のプログラムです。どちらを選んでも初期状態に不利益は生じません。それでは選せん択たくをお願いいたします』

　うーんと、つまり最初に説明書を読むか、困ったときに改めて説明書を開くかってことかな。……正直、三時間は長すぎる。まだどういう状じよう況きように置かれたのかすらろくにわかっていないのだから、なるべく情報収集をした方がいいとは思いつつ、いつまでもこの狭せまい部屋に閉とじ込こめられているのもストレスだ。何より羽麗うららのことが気になる。あいつもちゃんとここにたどり着いて、同じように説明を受けているのだろうか。

「……実地モードでお願いします」

　悩なやみに悩なやんだ末、俺おれはそう呟つぶやいた。かしこい行動ではないとしても、じっとしている気にはなれなかった。

『実地モードですね、了りよう承しよういたしました。それでは「フェニックス」で実のある毎日を過ごし、再び自由の光を手にすることをお祈いのりしております』

　画面が消え、入いれ替かわりでライトが点ついた。そして真後ろでロックが外れるような音。振ふり返かえるとドアがあった。

「なにが自由の光だ。しらじらしい」

　強制的に収容しておいて妙みように明るいアナウンスが耳みみ障ざわりだった。半ば自主的にやってきた俺おれですらイラッとしたのだから、無理矢理連れてこられたであろう先客たちは画面に跳とび蹴げりでも入れていたのではないだろうかとわりかし真面目に思った。

「先客、か……」

　そんな自分の思考から別の懸け念ねんが枝葉のように生えてくる。当然、他にも複数ここに堕おとされた人間がいるのだろう。そしてその全員が敵。這はい上あがるための障害として立ちはだかる存在なのだ。

　途と端たんに扉とびらを開けるのが怖こわくなる。一歩出たらその先にもう、『同どう僚りよう』たちが待ち受けているのだろうか。いきなり襲おそってくる可能性は？　闇やみ卓たつ球きゆうの能力を競きそうのが前提であるならさすがにそれは心配しすぎだとは思う。しかし、弱肉強食の世界ではどんな芽の摘つみ方も辞さない輩やからがいるかもしれない。

　失敗した。やはり三時間くらいは予習してから動くべきだった。

「いや、こうなったら肚はらをくくれ」

　頭をぶんぶん振ふり、弱気を払はらう。違ちがう。だとしたら尚なお更さら早くここを出なくては。俺おれがのんびりしている合間に、羽麗うららがひどい目にあったら取り返しが付かない。その可能性を低くするためには、まず行動がベスト。

　よし、行こう。ぱんと自分の両りよう頰ほおを張って気合いを入れてから、俺おれはドアノブに手をかけた。

「…………」

　押おし開ひらくと、無機質な白い廊ろう下か。両りよう隣どなりにこの部屋と全く同じ形のドアがあって、左は行き止まり。右には少し大きい両開きの鉄てつ扉ぴが見える。

　がちゃん。

　外に出てドアを閉めた矢先、鍵かぎのかかる音。オートロックらしく、もう中には戻もどれないようだ。続いて両りよう隣どなりのノブを捻ひねってみる。開かない。ならば残るは。

「……こっちは開く」

　観音開きの鉄てつ扉ぴにもＬ字型のノブがついていたので、捻ひねってみると抵てい抗こうなく90度回転した。軽く押おすと光が射さす。ここから出られそうだ。

　深呼吸。鬼おにが出るか蛇じやが出るか。心臓が跳はねる音を内側から感じながら、俺おれはタブレットを脇わきに挟はさんで力いっぱいドアを押おし開ひらいた。

「………………っ」

　最初に俺おれを出で迎むかえたのは、むせ返るような花の匂においだった。無意識で息を止め、鼻び腔こうを塞ふさぐように手を添そえてしまう。

　なんだ、これ。種類で言えば良い香かおりなのだけれど、あまりにも強きよう烈れつで、とりとめがない。まるで香こう水すい屋に強ごう盗とうが押おし入いって散さん弾だん銃じゆうを撃うちまくった後みたいな有あり様さまだ。

　それはもちろん普ふ通つうじゃない場所だろうとは覚かく悟ごしていたけど、ことごとく方向性に裏切られている。

　混乱しつつ踏ふみ出だす。絨じゆう毯たん貼ばりの廊ろう下かだ。

「あ……！」

　そしていきなり、奥おくから歩いてきていた三人組と俺おれは至近で対たい峙じすることになった。

「…………」

　一いつ斉せいに足を止める三人。俺おれを値ね踏ぶみするように、上から下までジロジロと眺ながめてくる。

　声が出せないまま、ひたすらにらみ合いの時間が続く。言葉が見つからないのは驚おどろきのせいもある。だが、それよりももっと大きな理由が存在した。

「あ、あの……」

　三人ともが金きん髪ぱつ碧へき眼がん。年のほどは十五歳さいくらいの少年がふたりと、俺おれの父親よりも年上そうな中年が一人。関係性はわからないが、ただひとつ疑いようもないこと。

　日本人じゃない。

『[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ｈ』

　やがて三人は何かを小声で囁ささやき合う。全く理解できない言語だった。英語なら断だん片ぺんくらいは拾えそうなものだがそれすら全くできない。想像するに、ヨーロッパのどこかの国の言葉だろうか。

「…………」

　やがて三人は、俺おれにすっかり興味を失った様子でさっと目を離はなしこの場から去っていく。一難去った……と考えるべきか。油断するには早すぎるが、ふっと緊きん張ちよう感が抜ぬけるのを制せい御ぎよできなかった。

「なんだ、ここ……」

　目の前から三人が去った後も俺おれは動き出せず、しばし考かんがえ込こんでしまう。

　膨ふくらんだ謎なぞはいくつもあった。まず気になったのは今の三人の外見。完全に外国人、しかもどうやら日本語以外で会話をしていた。

「もしかして、世界規模でやってんのか。金きん融ゆう卓たつ球きゆう。そんで、ここは世界規模の落らく伍ご者が集まってくる……？」

　確かに、笹ささ島じま氏は『もはや日本だけの戦場ではない』みたいなことを言っていた。しかしまさか、それって開かい催さい地が日本だけではないという意味も含ふくまれていたのか？　あんな酔すい狂きような場が、世界各地に散らばっている？

　荒こう唐とう無む稽けいにもほどがあるだろう。そう思いつつも、改めて廊ろう下かの往来に目を馳はせれば、もはやその荒こう唐とう無む稽けいさを否定する材料が見つからなくなる。

　肌はだの色、眼めの色、漏もれ聞こえてくる言語。全てがカオス。そして何より驚おどろくのは、歩いている人の数の多さだ。今出てきた扉とびらはちょうど建物の中間点辺りにあるらしく、左右の突つき当あたりまでの距きよ離りが同じくらい。だいたい20ｍほどだろうか。

　その細長い廊ろう下かを、わりとひっきりなしに人が歩いている。今姿が見えているだけで全員とは考えられないから、ここで今生活を送っている人間は１００人を下らないのではないか。ちょっとした学校と大差ないスケールだ。

　それだけの数の人間を戦わせ、無理矢理突つき落おとしたのか。世界規模で暇ひまと金を持て余した富ふ裕ゆう者しやたちが、持て余した暇ひまと金を浪ろう費ひするために。

　身み震ぶるいと嫌けん悪お感が全身にぶり返した。

　が、しかし。今は手の届かぬ金持ちたちのことを恨うらんでいても前進しない。それよりも考えるべき事がある。

　即すなわち。人の多さ以上に、今後のことを考える上でもっと気になる要素。

　歩いている人間の多くが、誰だれかしらとつるんでいる。

　トレーダーとプレーヤーのタッグかとも思ったが、さっき出くわしたのは三人組だから数が合わない。それどころかもっと大きな集団もいる。今通り過ぎた女子たち（どう見ても中学生くらいのルックスだったが……見み間ま違ちがいだと信じたい）なんて、五人グループで仲良く談だん笑しようしていたほどだ。

　おかしい。イメージと違ちがう。みんなここから這はい上あがるため、他人を蹴け落おとすべく目を血走らせているとばかり思っていたのだが。予想と異なり、今見た限りでの雰ふん囲い気きは『学校』そのものとしか言いようがなかった。

　ただひとつ想像と重なっていたのは、女性たちがみな絢けん爛らん豪ごう華かなゴスロリ服を身に纏まとっていることくらいか。やはりここで競きそう内容は件くだんの金きん融ゆう卓たつ球きゆうと違たがわぬもの。ならば女子の制服がイコールで勝負服であることも道理だろう。

　ぴこん、と不意にタブレットから音が鳴った。画面を立ち上げると通知欄らんと思おぼしき場所に複数のメッセージが溜たまっていたので、一番上のものを開いてみる。




【チュートリアル１】案内図に従い、自室を確かく認にんして下さい。




　自室。つまり、俺おれが生活の基き盤ばんとする部屋か。気になることは他にもごまんとあるし、最優先事じ項こうとして羽麗うららの無事を確かめたかったが、確かにベースキャンプとなるのがどんな場所かは早めにチェックしておいた方が良さそうだ。それに、これだけ広いとなると闇やみ雲くもに探しても羽麗うららを見つけられる可能性は低い。少し考えた末、俺おれは素す直なおに指示を受け入れることにする。

　案内によると、どうやら自室とやらはこの建物とは別の棟とうにあるらしい。……って、別の棟とうまであるのかよ。債さい務む者の拾い上げにどんだけ無む駄だ金を投じてるんだ。論理矛む盾じゆんだ。

　資本主義に中指を突つき立たてたい気持ちをぐっと堪こらえ、タブレット上の地図に従って歩く。廊ろう下かの突つき当あたりまでたどり着くと昇しよう降こう口になっていて、そこから渡わたり廊ろう下かが延びていた。

　靴くつはこのままでいいのか？　……なんて思ったところで他の靴くつはどこにもないから取とり替かえようもないのだけど。

　辺りをキョロキョロしていると、外からこちらに入ってきた女子二人組と目が合った。褐かつ色しよくの肌はだ。日本人では無さそうだ。

　二人組は俺おれを一いち瞥べつした後、すぐに目を逸そらしてすれ違ちがっていった。どうやらあまり興味を抱いだかれていない。それは好材料だなと思った。ルーキーだと言うことは恐おそらくすぐ勘かんづかれるはずだが、今のところいきなりケンカや難なん癖くせを付けてくる輩やからと出くわしていない。それなりに治安は良いいと考えて差さし支つかえなさそうだ。

　……っと、すぐ思考があちこちに飛んでしまうな。情報に飢うえているからしかたがないとも思うのだけど。

　とりあえず今の二人組は靴くつを履はき替かえないままだった。ということで俺おれも確証を持って履はいている（いつの間にか履はかされていたが正しいが）靴くつでそのまま外に出た。ていうかこれ、卓たつ球きゆうシューズだな。今気付いたけど。

「うわ、なんだこれ。暑っつ……！」

　ガラス張りの引き戸から外に出た途と端たん猛もう烈れつな陽ひざしに焼かれた。東京とは大違ちがいだ。真夏にタイムスリップした感じ……いや、時間軸じくの移動だけでは説明できない違い和わ感かんもあるな。

　上う手まく言えないけど、太陽が近い気がする。本州の陽の射さしかたとは、根本的に何かが違ちがうような。

　イメージとしては、沖おき縄なわ？　あるいは……日本でないどこかなのかもしれない。

　すれ違ちがった人たちの多た岐きに渡わたる見た目からすると、なんとなく後者のような気がした。

　湧わき出す思考が収まらないままタブレット片手に渡わたり廊ろう下かを進む。ふと辺りを見回せば、左右どちらにも奥おくの方に高い塀へいが確かく認にんできた。後で散策してみたいところだが、この施し設せつの外に出る術すべはないと考えるのが妥だ当とうだろうな。羽麗うららの親おや父じさんを見つけるという目的を果たすまでは当然に脱だつ走そうする気なんてないけれども。

「こっちか」

　しばらく渡わたり廊ろう下かを進むと、丁てい字じに道が分かれている。左右どちらにもその先には似たような建物があったが、地図によると右の方に行くべきらしい。

　足を踏ふみ入いれる。またしても絨じゆう毯たん貼ばりで、建物の雰ふん囲い気きはよく似ている。ただしこちらは正面のホールの先にかなりの数の扉とびらがずらりと最さい奥おうまで並んでいて、そのそれぞれに三桁けたの番号が割わり振ふられている。いかにも寮りようといった雰ふん囲い気きだ。

「２１８号室だから、二階の奥おくか」

　ホールの脇わきには階段もあったので、それを登ってから一階と同じように並ぶ扉とびらを確かく認にんする。目当ての部屋はちょうど真ん中くらいにあった。

「おじゃま、します……」

　ノックして、恐おそる恐おそる中へ。何かしらの洗礼が待ち受けているか……と思ったが、杞き憂ゆう。

「狭せまいな」

　六畳じようほどの洋室に、簡素なパイプベッドがひとつ。他には両開きの収納棚だながあるだけだった。必要最低限、いや、最低限には備品的な意味で至ってないような気もする。

　けれども俺おれはすごく安あん堵どしていた。明らかに個室だったことはもはや僥ぎよう倖こうとさえ思える。絶対に雑ざ魚こ寝ねだろうと覚かく悟ごしていたのに。

　これは身の安全という意味でもかなり大きい。予想外だったことも多いが、最悪の事態には今のところ遭そう遇ぐうしていない。正直『わりとヌルいのでは』とすら思えてくるほど、人権は保たれている。

「……いや、ヌルいはさすがに言いすぎだ」

　希望に満ちた思いで収納棚だなを開いてみた瞬しゆん間かん緩ゆるんでいた気持ちが戒いましめられた。見事に何も入っていない。ホテルのようなアメニティを期待していたわけではもちろんないのだが、手持ちの私物がゼロである以上今俺おれは歯ブラシも替かえの下着も何一つ所持していない。そんな状態で生活するのは衛生面で果てしなく難しい。

「手に入らないってことはなさそうだけど……」

　タブレットを持ち上げ、チュートリアルを開いてみる。もし仮に日用品が手に入らないとすると、今まですれ違ちがってきた人間たちの出いで立たちに矛む盾じゆんが生じる。目を覆おおいたくなるような不衛生さを見せつけている輩やからは少なくともいなかった。ということはいろいろな生活必ひつ需じゆ品を手に入れる方法があると推測して差さし支つかえないだろう。

「お、あった。買い物の方法……」

　はたして、未開かい封ふうのメッセージの中に目当てと思おぼしき表題を見つけた。そりゃそうだろうと思いながら開いてみる。




【チュートリアル３】ＥＣを利用し備品を調達してみましょう。この端たん末まつから注文が可能です。注文した品は１時間以内に自室へと配達されます。




「ＥＣ？」

　首を捻ひねる。どうやらネット通つう販はんじみたシステムで買い物が可能なことはわかったが、前提となっている代だい償しようがよくわからない。別のチュートリアルを確かく認にんした方が良さそうだ。

　よく見ると今開いたメッセージは『３』。これより前に開かい封ふうすべきだったメッセージがあるようだ。




【チュートリアル２】この「フェニックス」内では『ＥＣ＝ＥＬＥＣＴ　ＣＯＩＮ』という、独自の暗号通貨が流通しています。全ての価値はこの『ＥＣ』に集約されます。現在所持しているＥＣを確かく認にんしてみましょう。




「まあ大体、思った通りか」

　両方のメッセージを確かく認にんして、ルールはわかってきた。どうやら難しいことはない。通貨の単位が違ちがうだけでモノの入手方法は日本と何ら変わらないようだ。

「えーと、所有ＥＣ確かく認にん……こうか」

　端たん末まつをタップして、画面を切きり替かえる。するとキリの良いい『１００００ＥＣ』という残高が表示された。おそらく、ルーキーは一律でこの額を支給されるのだろうな。

「で、これはどれくらいの価値なんだ」

　さらに端たん末まつを操作して、今度はチュートリアル３の方のガイドに従い物品の注文画面に進む。そこには食品から日用品、加えて趣しゆ味み娯ご楽らく用のホビー、スポーツ用品など多た岐きに渡わたるアイテムが表示されていた。

「……って、卓たつ球きゆう用具も自前で揃そろえるのか」

　となればおいそれとムダ使いはできそうもない。確かく認にんするまでもなく、卓たつ球きゆうで結果を残せなければ脱だつ出しゆつへは至れないシステムに違ちがいないから、例えばラバーの調達などは最優先事じ項こうとなるはず。

　それ以前に、ラケットを受け取っていないのも気になるが。俺おれがトレーダーを志望したからだろうか。それならばまあ別に良いいのだが、好みのラケットを選定するところから与あたえられた暗号通貨でやりくりしなければならないとなると、新人は資本格差にいたく苦しめられることになりそうだ。

「んー。大体、日本円と変わらない価値かな……？」

　まずは調査目的でいろんなアイテムを表示してみる。箱ティッシュ６つで１５０ＥＣ。歯ブラシが安いので１００ＥＣ、豪ごう華か版の６００ＥＣというのもある。板チョコ１００ＥＣ。替かえの下着（男性用）２枚で１２００ＥＣ。うん。単位以外はおおよそ見慣れた相場に思える。

　……待てよ。と言うことは俺おれの全財産は現在一万円程度しかないということか。とてもじゃないがムダ使いはできないな。

　それどころかこのままだと早々に財政難に陥おちいってしまう。今、慌あわてて何かを注文するのは得策じゃないな。とりあえずチュートリアル３は未解決のままにしておくことにした。もっとよく吟ぎん味みしてからの方が良さそうだ。

「まずは羽麗うららを探そう」

　そっちの方が緊きん急きゆう性は高い。恐おそれていたよりは治安が良さそうだけど、羽麗うららの生活力を考えると早めに見つけておくにこしたことはない。お菓か子し買いすぎて破産していた、みたいな展開も考えられるわけで。さすがにないと信じたいが。

「最初にいた所の方だな、まず探すなら」

　そう思ったのは、端たん末まつの地図でここが『男子寮りよう』と書かれていたからだ。となるとこちらに羽麗うららも来ている可能性は低い。隣となりが『女子寮りよう』らしいのでそちらも気になるが、男一人で訪おとずれるのはトラブルの種になりそうな気もする。もう少し状じよう況きよう把は握あくが進むまでは近付かない方が得策かもしれない。

　というわけで、ひとまず元来た道を戻もどり、おそらくこの『奈な落らく』という舞ぶ台たいのメインであろう棟とうへ。チュートリアルは他にもいくつか溜たまっていたけど、しばらくは自由散策を続けてみることにする。

「やっぱりすごく学校っぽいな」

　改めて一階の廊ろう下かを歩く。等とう間かん隔かくに引き戸があって、そっと覗のぞき込こむと中では机に向かって端たん末まつをいじっている人々や、運動器具でトレーニングに励はげんでいる人たちの姿が見えた。殺さつ伐ばつとした様子はさほど感じず、互たがいに手を貸し合っているシーンも多く見受けられた。

　いったいどういう目的意識で動いているのだろう、ここの人たちは。それも早く確かめておきたいので、速すみやかに捜そう索さくを完かん了りようする手立てを考える。

「一人で歩き回るのは非効率だよな」

　すぐにそんな結論に達し、一度足を止めて周りを見回す。聞きき込こみで情報を集めた方がゴールは早そうだ。

　呼びかけてどんな反応が返ってくるか不安は大きかったが、迷まよってばかりもいられない。ただ、誰だれに話しかけるかはある程度吟ぎん味みする必要があった。なにしろ言葉が通じない相手では意味がない。

　今、単独で通り過ぎた若い男性は日本人っぽかったが……いや、中ちゆう国ごく韓かん国こくの可能性もあるよな。どっちだろう。

「……あの、すみません」

「ん？」

　恐おそる恐おそる追いかけ、背中越ごしにそっと呼びかけるとその男性は不ふ審しんそうながら振ふり向むいてくれた。ということは日本語が通じる。よし、最初の一歩を踏ふみ出だせたな。

「実は、人を探してるんですが」

「あ？　端たん末まつ見ればいいだろ」

「え？　端たん末まつって……」

　呆あきれた調子で言われて俺おれは手元のタブレットに目を落とす。もしかして、これで人捜さがしもできるのか？　それはまたなんとも便利な。徹てつ底てい管理社会っぽさに空寒さも感じるけれど。

「ありがとうございます、やってみます！」

　男性にお礼を伝える。本当に助かったな。これでかなり道が開けた。

「待て。お前、もしかしてここに来たばっかか？」

「あ、はい。今日からです」

　さっそく検けん索さくする方法を調べようとすると、めんどくさそうにしていた男性が俄が然ぜん興味を持った様子で俺おれに一歩身を寄せてきた。

「へー。そうなんだ。じゃあいろいろ戸と惑まどってるだろ」

「はい。わかんないことだらけで」

「金、少なっ！　て思わなかった？」

「思いました！　足りないだろ……って」

　まさに、と頷うなずく俺おれ。すると男性はふっと口元を緩ゆるめ、腰こしのベルトに引っかけていた自らの端たん末まつを手に取って起動させた。

「これも何かの縁えんだ。少しカンパしてやるよ」

「カンパ？」

「ルーキーじゃ何かと物入りだろう。少しだけど、俺おれのＥＣ送金してやる。お近づきの印ってやつだ。貸しはそのうち返してくれりゃいいよ」

　目を細め、大きな身み振ぶりを交えてそんな申し出をしてくれる男性。なるほど、仮想通貨は個人間でも端たん末まつを使って送金できるのか。ひとつ勉強になった。

「…………」

　とはいえそれはそれとして、だ。

　ここで感謝に震ふるえながらタブレットを差し出すほど、俺おれは平和ボケしてないわけで。

「いや、そんな。結構です」

　まあ騙だまそうとしてるよな、間ま違ちがいなく。ここまでロコツだと逆に本当の善意か？　みたいな妄もう想そうも多少は浮うかぶけれども、あえて危ない橋を渡わたる理由もあるまい。

「なんで？　遠えん慮りよしないでよ？　最初のチュートリアル見たでしょ？」

「いや、見なかったです。長かったので」

　そう告げた途と端たん、目の前の男性の目から欲の色が飽ほう和わして漏もれ出したような気がした。

「あ、見てないの。そうなん……だッ！」

「痛っ……な！」

　藪やぶから棒に、男性は俺おれが後ろに回した手元目がけて回まわし蹴げりを放ってきた。警けい戒かいしていたつもりだったがここまで直接的な暴力には備えておらず、俺おれは手首を弾はじかれ端たん末まつを床ゆかに落としてしまった。

「へっ、手間かけさせやがって！」

「ざ、ざけんなおい！」

　すかさず、男性は俺おれの端たん末まつを拾って勝手に操作を始める。させじと反はん撃げきに出るが、相手は亀かめのように丸まった体勢で端たん末まつを抱だき込こみぴくりとも動かない。悪お寒かんが走って引ひき剝はがそうともがいても、まったく効いていない様子。

　マズい。これいきなり大ピンチなんじゃないか。このままだと恐おそらく、俺おれの持ち金が……！

　──がすん。

　顔面蒼そう白はくになりかけたところで、にぶい音が聞こえた。

「……ぐ、ぐえ!?」

　顔を上げると、一人の少女がヒール付きの白いブーツで、男性の後頭部を無む慈じ悲ひに踏ふみつけていた。高く持ち上げた太ももが、紫むらさき色いろのスカートから半分以上露あらわになっている。

「ずいぶん騒さわがしいけど、なにしてるの？　楽しそうだからもっとオオゴトにしてあげよっかぁ？　キャハハ」

「ふ、ふざけるなやめろ！」

　男性は足を振ふり解ほどき、きっと女性にひと睨にらみを利きかせる。しかし心なしか、その表情が焦あせりの色で染まっているような気がした。

「くそ、余計な邪じや魔ましやがって！」

　間をおかず、捨すて台詞ぜりふを残し去っていく男性。……助かったが、ずいぶんとあっさり引き下がったな。もっと面めん倒どうなもめ事に発展しそうな状じよう況きようだったから、かなり違い和わ感かんがあった。

　だが、その疑問は後回しだ。助けてくれた少女。その人物の顔を見た瞬しゆん間かん、俺おれはむしろ端たん末まつを奪うばわれたとき以上の危機感に侵おかされてしまった。

「横よこ川がわ、さん」

　見み間ま違ちがうはずもない。ウェーブのかかった髪かみ。そばかす混じりの勝ち気な顔。紫むらさきをベースにした、華はなやかなドレス。全て最後に顔を合わせた時のままだ。

　横よこ川がわ梓あずさ。俺おれと羽麗うららのコンビで死し闘とうを制し、打ち破ったあの選手。やはりこの人も、奈な落らくに堕おとされていたのか。

「まさかまた会えるとはね。光栄光栄」
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　八や重え歯ばをむき出しにしてしゃがみ込こみ、床ゆかに這はいつくばったままだった俺おれの顎あごをクイッと持ち上げる。瞳ひとみに宿る嗜し虐ぎやく的な光は、完全に肉食獣のそれだった。

「ねー。どーしてくれんの。あたしの人生だいなしなんだけど？」

　表情を変えず、ただキリキリと顎あごを締しめ付つける力だけを強くしていく横よこ川がわさん。危機は少しも去ってないどころか、かえって状じよう況きようが悪くなっている気さえした。

「……なんで、助けてくれたんですか。人生だいなしにした、張本人を」

　謝あやまってどうこうなるとは思えなかった。だから、あえて一番大きな疑問をぶつけてみる。すると、心なしか顎あごの拘こう束そくが弱まった。

「まだ退場されるわけにはいかなかったの。あたしの恨うらみつらみ、晴らし終わる前に消えられたら、溜りゆう飲いんの下げどころがなくてモヤモヤするで……しょ！」

「ひぐ……！」

　安あん堵どしたのもつかの間、思いっきり喉のど仏ぼとけ辺りに力を込こめられ息が止まる。

「あら、良いい声で鳴くじゃない。ツブしがいがありそう♪」

「ま、待って下さい。退場って、どういう意味ですか？」

　必死に問いかけると、横よこ川がわさんが呆あきれ顔がおになった。

「もしかしてあんた、チュートリアル見ないで最初の部屋出たの？　自殺志願者？」

　怒いかりに勝まさるほど、俺おれの行こう為いを批判せずにはいられなかったらしい。確かに言いたいことはわかる。これから何が起こるかわからない場に連れてこられてろくに情報を確かく認にんしなかったのは、誰だれがどう見ても愚ぐ行こうだった。

　とはいえあの時、羽麗うららの安否を確かめるのが最優先だという結論に至らない道は、俺おれにとって存在しなかったのだが。どうあれ批判は甘あまんじて受け入れるしかない。

「どうしても、急いでたので……」

「呆あきれたねー。こんな無む鉄てつ砲ぽうに沈しずめられたと思うとますます自分が情けなくなる」

　怒いかりが一周回ってしまったのか、横よこ川がわさんはため息と共に脱だつ力りよくして、俺おれの喉のどから手を離はなしてくれた。とりあえず、助かった……。

「あの、それで。退場っていうのは」

「……暗号通貨。今１００００持ってるでしょ。まさか使ってないわよね？」

「あ、はい。使わず１００００のままです」

「それ、ゼロになったら退場」

「え」

　つまり、破産＝ゲームオーバーということか？

「退場って、どうなるんですか？」

「……そこはあたしも噂うわさでしか知らない。確かなことは、この施し設せつからは放り出されて二度と戻もどれない。行き着く先は、男ならやっすい労働力としてどっかに売られるとか。女で若くて美人なら……ま、慰なぐさみ者ものにされてアレじゃないの？」

　アレ……。言葉にするのも憚はばかられるが、言いたいことは十二分にわかった。

　じゃあ、もしかして俺おれ、さっきの一いつ瞬しゆんで終わりかけていたのか。本当の意味で、人生が。

「……ありがとうございます。助けてくれて」

「あーやめてやめて。そういう馴なれ合あいマジでヘドが出るから」

　心底感謝を告げると、横よこ川がわさんはゴキブリでも吞のみ込こんだような顔になった。

「でも、横よこ川がわさんが間に入ってくれなかったら……」

「だからやめてってば！　……わかったわかった、素す直なおに言う。別に善意じゃない。アンタのこと見つけて、利用価値があるって思った。だから助けた。それだけ」

　どこか観念したように頭を搔かいて、ぶっきらぼうに言う横よこ川がわさん。

「利用価値、ですか？」

「まったく、めんどいな。チュートリアルくらい一通り見ておいてくれないとどこから話したもんかぜんぜんわからないじゃない」

「す、すみません」

「いーから立ちな。ちょっと長くなるから場所を変えよう」

　促うながされ、俺おれはようやく廊ろう下かの絨じゆう毯たんの上から起き上がる。そして歩き出した横よこ川がわさんに続いて前まえ屈かがみのまま慎しん重ちように歩を進めた。

「なにその動き。足でも捻ひねったの？」

「いえ、そうじゃなくて。また、襲おそわれるのではと……」

　タブレットをガッチリと抱だき止め、四方に視線を散らす。もう二度と端たん末まつを奪うばわれないようにしないと……。最初の説明でもそれらしいことを言われていたけど、このタブレットはあらゆる意味でここにいる人間の生命線となるようだ。どうりでちょっとやそっとの衝しよう撃げきでは壊こわれないような仕様になっているわけだ。

「あー、大だい丈じよう夫ぶ大だい丈じよう夫ぶ。あんなアホな狙ねらい方してくるヤツはそうそういないって」

「そ、そうなんですか？　なぜでしょう？」

　尋たずねつつ、それは本当のことなのだろうなとは直感的に察した。でなければ、とっくにこの施し設せつ内は略りやく奪だつはびこる無法地帯と化しているはずだ。そうなってないということは、何らかの抑よく止し力が働いていると考えるのが妥だ当とうだ。

「報復で名声ポイント下げられたら痛いしっぺ返し喰くらうからね。少なくとも表向きは、ここにいる全員良い子のフリしてるよ」

「名声ポイント？」

「詳くわしくは端たん末まつでチュートリアル読みな。かいつまんで話すと、ここの囚しゆう人じんたちの相そう互ご評価システム」

　囚しゆう人じんて。身も蓋ふたもない。確かに最もしっくりくる集団呼こ称しようのような気もしたけど。

　それはひとまずさておき、相そう互ご評価システム。つまり、ショッピングサイトのレビュー機能みたいなものだろうか。

「お互たがいがお互たがいを評価しあうんですか？　それが、いつでも見られるってことですよね」

「そ。囚しゆう人じんたちのプロフィールは、例外なく全員ぶん端たん末まつから参照できる。だから、評価が下がれば筒つつ抜ぬけ」

「低いと、生活大変そうですね」

「それくらいの想像力はあるみたいだね。そう。対戦は拒きよ否ひされる。個人間でモノの売り買いしようとしても怪あやしまれて不成立。金が全然入ってこなくなって、あとはゲームオーバーまっしぐら。極きよく端たんな場合だとね」

　なるほど。だとしたらさっきみたいな追おい剝はぎはメリットよりリスクの方が大きいということか。だから、めったに襲おそわれることはないと。

「……でも、じゃあ。なんで俺おれはさっき狙ねらわれたんですかね」

「見つけたときにはもうワーキャーおっぱじめてたからあたしもよく知らないけど、チュートリアル見てない新人だってバレたんじゃない？」

「あ」

　確かに、言われてみればはからずもその事実を伝えてしまっていたような。

「ばーか。そのせいでしょ。あんた、レビューシステムのこと知ってた？」

「し、知りませんでした。そうか……」

　システムを知らない輩やからから金を剝はいでも、すぐさま報復で悪評をつけられる心配はない。というより、そのまま追放されてしまう可能性が高いのだからなんでもやりたい放題。

　なるほど、迂う闊かつにも俺おれはとんでもなく致ち命めい的な情報を漏ろう洩えいしてしまっていたのか……。

「まったく、何度言っても言い足りないけど、バカじゃないの？」

　いやはや。返す言葉もなくて俺おれは項垂うなだれた。

　と、その時なんだか悪お寒かんのようなものが襲おそってきた。待てよ。さっき、横よこ川がわさんは俺おれのことを助けてくれた。それは感謝するばかりなのだけど、大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。さっきの男から、言われなき報復で悪評を付けられてしまうのでは。

「あー。それはま、大だい丈じよう夫ぶっていうか。もはや焼け石に水っていうか」

「焼け石に水？」

　心配をそのまま尋たずねてみると、どこか達観したような答え。どういう意味だろう。

「あたしのプロフ、その端たん末まつで調べてみれば？　チュートリアル５」

「調べる……」

　言われるまま端たん末まつを立ち上げると、チュートリアル５は実際に言われたとおりの内容だった。




【チュートリアル５】個人データのプロフィールを参照してみましょう。




「えーと。ＹＯＫＯＧＡＷＡ……」

　ローマ字で検けん索さくできるようなので、指示通り入力。同姓はいないようですぐに目当てのデータを開くことができた。

「……え。なんですかこれ！」

　開いた瞬しゆん間かん驚おどろきを隠かくせなかった。横よこ川がわ梓あずさの名声ポイントは、５点満点中……１．２。どう見ても最低クラスだった。

「ま、正直ミスった。入って早々の方針にいろいろ問題があって、ね」

　もはや絶望すら通とおり越こしてしまったのか、さばさばとした態度で鼻を鳴らす横よこ川がわさん。何があったのかはわからないが、想像するにまた好き放題強ごう奪だつをし続けたのかもしれない。それで目を付けられてしまったというわけだろうか。

　正直、理り不ふ尽じんさを感じた。横よこ川がわさんは確かに勝つためならどんな手段も厭いとわないタイプの人間だ。けど、人を貶おとしめるような反則行こう為いには手を染めない。そんなイメージがある。

　俺おれにはどうしても、こうして外からの批判で人を追おい詰つめるやり方の方が、なんとなく卑ひ怯きように思えて仕方なかった。

「ヤバくないですか、これ」

「正直ヤバいね。もうしばらく誰だれとも対戦どころか、練習すら付き合ってもらえてない。正直やらかした」

「どうするんですか、ここから」

　心底心配になって尋たずねると、横よこ川がわさんはふっと妖よう艶えんな微ほほ笑えみを口元に浮うかべた。

「えー、わかんない？　こうする、の☆」

「え、ちょっ!?」

　かと思ったら、なんといきなり俺おれの腕うでに抱だきつきしなだれかかってきた。

「わかってる？　あんた、あたしがいなかったらもうとっくにゲームオーバーだった。けど、あたしのおかげで生きながらえた。なら、あたしの手先になって命を尽つくして働く義務があるよね？　てことで、これからよろしくねん」

　悪あく魔ま的な上うわ目め遣づかい。俺おれは返事に窮きゆうして固まった。

「よ、よろしくっていったい何を……」

「全てにおいてだけど、まー当面は資金調達の役にたってもらわないとだね。来たばっかの時にせしめた貯金が残ってはいるんだけど、このまま相手にされないままだと底をつくのも時間の問題だし。だからあたしのために金を工面する手て駒ごまになって」

　そう言われても、どうしたものか。確かに恩人ではあるから全面的に拒きよ否ひするのも抵てい抗こうがあるが、そこは横よこ川がわさん。食わせ者であることはもちろん既すでに知っているので、あまり距きよ離りを近く取り過ぎない方がいいのではと直感的に思う。

「ていうか、これはあんたのためにもなる提案なんだよ。ここ、孤こ立りつしたら死ぬ。例外なく」

「え」

　重々しい言葉にドキリとした。孤こ立りつしたら、死ぬ？

「この相そう互ごレビューシステム、かなりエグいわけ。たとえばだけど、どっかの仲良しチームが、あたしのことを気に入らなかった。そんで、全員で結けつ託たくしてあたしに最低評価付けまくった。もしこんな状じよう況きようになったら、どうやって対たい抗こうすれば良いと思う？」

　素っ気なく尋たずねてくる横よこ川がわさんだけど、これ、もしかしたら実際に起こったことなのかもしれない。まさしくその通りの事件が起こって、今に至っているとしたら、横よこ川がわさんは抵てい抗こうする術すべを見つけられなかったということになる。

　では、どうすれば？

「…………こっちもチームを組んで、数には数で対たい抗こうする？」

「そう。それが正解。同じ数で報復されるリスクがあるなら、むこうもおいそれとレビューで攻こう撃げきなんかできないからね。だから、この檻おりの中はいつも談合と馴なれ合あいで腐くさりきってる。みんな好きでも無いヤツらとつるみながら、裏の顔で出だし抜ぬくチャンスを狙ねらってる。そんな腹の探さぐり合あいが、『奈な落らく』の治安を安定させてる。地じ獄ごくだね。現実世界となにも変わらないのが、本当に地じ獄ごく」

「…………」

　横よこ川がわさんの吐はき捨すてるような言葉が、深く心に刺ささった。それでこんな風に、圧力で管理されてる様子もないのに秩ちつ序じよが保たれているのか。

　いったいなんなんだ、ここ。なんのために、こんな場が俺おれたちに与あたえられたのだ。

「わかったでしょ？　別にあたしの提案があんたにとって悪いものじゃないって。それとも、既すでにどっかの軍門にくだる計画でもあるわけ？」

「いえ……」

　もちろんそんなものはない。だんだんと、横よこ川がわさんの提案に対し、魅み力りよくを感じずにはいられなくなっている俺おれがいた。現状の評価がすこぶる低いとしても、卓たつ球きゆうの腕うでと知略は折り紙付きだ。いっしょに行動すれば、どうやら避さけて通れなそうな『奈な落らく』内での派は閥ばつ抗こう争そうの波を上う手まく躱かわす方法が見つけられるかもしれない。

「じゃあ、もう答えは決まってるよね？」

　さらに身体からだを密着させて、甘あまい声で誘さそう横よこ川がわさん。半分以上、俺おれは頷うなずきかけていた。

　それでも、すんでの所で踏ふみ出だしきれずにいたのは。

「あっ、修おさむ！　よかった、やっと見つけた」

「羽麗うらら！」

　大切な幼なじみの行ゆく方えが、まだ摑つかめていなかったから。

　だがそれは運良く偶ぐう然ぜんにも解決した。往来に混ざって歩いてきた羽麗うららが、俺おれの姿を見つけてくれて声を張り上げた。よかった、なんというグッドタイミング。

「あ、なんだ。やっぱあんたもいたの」

　横よこ川がわさんがさして驚おどろいた風もなく、気だるげに呟つぶやいた。

　俺おれの腕うでを強く握にぎりしめ、全身をぎゅっと押おし付つけた体勢のままで。

「………………」

　唐とう突とつに、石化魔ま法ほうを受けたように笑え顔がおを凍こおり付つかせ固まる羽麗うらら。

　前言撤てつ回かい。

　なにがグッドタイミングなものか。おおよそ考えられる中で最悪の部類に入る再会の場面ではないか。

「修おさむ、なに、して、るの？」

「いや。違ちがうんだ。誤解だ。これにはいろいろと深い事情が」

　うつろな目でふるふると震ふるえ続ける羽麗うららになんとか説明を試みる。もちろんやましいことは何もないのだが、再会したらなぜか俺おれが敵であったはずの横よこ川がわさんと密着していたというのは、どう考えても好意的には受け止めてもらえない気がして焦あせる。

「ごめんね羽麗うららちゃん。修おさむくんのこと、あたしがもらうことになったから」

　しかも横よこ川がわさんが火に油を注ぐような発言を。もはや俺おれは生きた心ここ地ちがせずダラダラと額から汗あせが噴ふき出でる。

「修おさむの、修おさむの……うわきもの[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

「違ちがう～！　ま、待ってくれ羽麗うらら[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　回れ右して全力疾しつ走そうで去りゆく羽麗うららを、必死で追いかける。しかし相手は超ちよう一流アスリート。ようやく袋ふくろ小路こうじに追おい詰つめるまで一時間近くを消しよう耗もうする羽目になってしまった。

「キャハハ。そろそろ本気でヤバいかなって思いかけてきたけど、どうやらあたしの運もまだ枯かれてないかもね。面おも白しろくなってきた」

　終始他ひ人と事ごとのように笑いながら、俺おれと羽麗うららの追いかけっこを野次馬し続ける横よこ川がわさんは、正直に申し上げてタンスの角に小指でも強打してくれないかなと何度も思った。

　いやはや、初日から前ぜん途と多難というか。波は瀾らん万ばん丈じようというか。飛とび込こんだ奈な落らくで待ち受けていた境きよう遇ぐうは、ありとあらゆる意味で予測とはかけ離はなれていた。





＊






「キャハハ。羽麗うららちゃんそんな怒おこらないでってば」

「……横よこ川がわさん、すぐ修おさむにへんなことするから、きらい」

　ようやく捕つかまえて事情説明することには成功したが。未いまだ羽麗うららはご機き嫌げん斜ななめだ。とりあえず俺おれたちは横よこ川がわさんの案内でカフェテラスにやってきた。学食のようなこのホールで食事や飲み物の提供を受けることができるらしい。なお、朝昼晩を問わず常に料金が発生するとのこと。早さつ急きゆうにお金を増やす方法を把は握あくしないと、破産か餓が死しまで一直線になりそうだ。

「人聞きが悪いね。むしろあたし、修おさむくんの恩人なんだけど？」

「羽麗うらら。今回ばかりは本当だ。間ま違ちがいなく俺おれは、横よこ川がわさんに助けてもらった」

「………………」

　二人して告げると、まだ不服そうではあるが羽麗うららは不平の声を止めてくれた。とりあえず最大の危機は去った気がしてほっと息を漏もらす。

「また会えてよかったよ、羽麗うらら」

「修おさむ。えへへ。私も」

　気持ちが落ち着き、ようやく羽麗うららと顔を合わせることができた喜びが溢あふれてきた。大だい丈じよう夫ぶだろうとは思っていたけど、搬はん送そうされてるうちにはぐれてしまっていたら……という心配が心の片かた隅すみから消えなかったし、無事たどり着いていたとしても何らかのトラブルに巻まき込こまれてやしないかと気が気ではなかった。どうやら特に問題らしい問題も起こってなさそうで、胸をなで下ろす。

　むしろ危あやうくトラブルで一発退場になりかけていたのは俺おれの方なので、言えた柄がらじゃないんだけど。

「あーはいはい。ラブコメは後にしてね。ところで羽麗うららちゃん、まだお金使ったりしてないよね？」

　俺おれに向けたのと同じ質問を羽麗うららにもする横よこ川がわさん。よほど気になるようだ。守しゆ銭せん奴どと化したわけではなく、先行して生活しているうちに身に染しみたのではないだろうか。ここでの生活に、手持ちの暗号通貨がどれほど大きな価値を持つのかということを。

「お金？　私、持ってるの？」

　きょとんと首をかしげる羽麗うらら。この様子だと浪ろう費ひしている可能性はなさそうだ。というより、端たん末まつの使い方を全く理解していない可能性が高い。きっと羽麗うららも３時間のシミュレーションはパスした口だろうなあ。そこは想像に難かたくないというか。

「そろいもそろって危なっかしいヤツらだなあ」

　再び呆あきれかえる横よこ川がわさん。でも今回はある程度予見していたのか、俺おれの時ほど怪け訝げんそうな様子は見せなかった。

　とにかく、今のところ俺おれと羽麗うらら合わせて２００００ＥＣは手付かずで残っていそうだ。これをどうやりくりしていくか。そして、明らかに足りないこの金をどうやったら増やせるのか。今からいろいろ横よこ川がわさんに教えてもらう必要がある。

「ん、どーしたの修おさむくん？　あたしの方じっと見て。やっぱり鞍くら替がえする？」

「違ちがいます！」

　話を切り出すタイミングを窺うかがっていたら思いっきりからかわれた。絶対わざとやってる。

「お、修おさむ……」

　これほどあからさまなのに羽麗うららは真に受けてしまう。そんな不安そうに瞳ひとみを潤うるませないでくれ。その気もないのにうっかり罪悪感を感じてしまいそうになる。

「そ、そんなんじゃなくて。あの、横よこ川がわさん。その……前まえ田ださんはここにいないんですか？」

　なんとか不ふ穏おんな空気を収めねばと思い、ぱっと思いついた質問をぶつけてみた。本当ならもっと優先して訊ききたいことがあったのだが。とりあえずはやむなし。

　ただ、実際前まえ田だ氏のことが気になっていたのは事実だった。横よこ川がわさんとペアを組んで敵に回って以後、笹ささ島じま氏の傍そばに前まえ田だ氏の姿を見ることはなかった。ということは、やはりあの人もここに堕おとされている可能性が高そうだが。

「あー。彼かれ？　来てないよ。ま、そりゃそーでしょ」

　しかし、その予感は明確に否定された。

「そりゃそう、というのは。……やっぱりあの人、笹ささ島じま氏の息がかかったまま横よこ川がわさんのトレーダーになったんですか？」

「この際隠かくしてもしかたないしゲロっちゃうけど。そだよ。あたしは絶対勝てるボロい勝負があるってそそのかされて一枚嚙かんだわけ。そんで人生終しゆう了りようと。ホントベタで下らない生き様でしたとさ」

「ま、まだ終わったとは……」

　投げやりな言葉にフォローを入れつつ、内心では『やはり』と確信を深めた。本当なら、全ては台本通りに進んでいて、羽麗うららだけがここに送られる筋書きだったということか。

　今さら怒いかりも湧いてこない。ただ、これで逆に希望が湧わいてきた。奈な落らくに飛とび込こんだのは、無む駄だ足あしにならずに済むかもしれない。

　ただし、それもちゃんとここから抜ぬけられるならという前提での話ではあるが。

「あの、横よこ川がわさん。ズバリお尋たずねしますけど。奈な落らくからの脱だつ出しゆつ条件っていったいなんなんですか？」

　いよいよ核かく心しんに迫せまる質問をぶつける。今までの話を総合すると、恐おそらくは暗号通貨の獲かく得とく量が鍵かぎになってきそうだなと予想しているが。だからこそ、横よこ川がわさんも金を工面するために仲間を探しているように感じた。もちろん日々の生活を乗り切るために必要、という部分もあるだろうけど。

「なに？　それも知らないわけ？　困ったときはチュートリアルでしょ？」

　ため息が返事代わりだった。とはいえ確かになんでも質問ばかりで済ませていては成長しない。まずは自分で調べてみることの方が先か。

　よし、と端たん末まつを開く。余談だがこのカフェテリアには全席電源とケーブルが用意されていて、いつでもタブレットを充じゆう電でんできるありがたい仕様になっていた。

「…………」

　クリア。合格。報ほう酬しゆう。脱だつ出しゆつ。卒業。思いつく限りの『アガリ』的なフレーズを検けん索さくしてみるが、まったくヒットしない。単語のセレクションが悪いのかな。

「……あの。ダメです。何も出ません」

　その後も悪あく戦せん苦く闘とうしてみるが、ついには音を上げギブアップ。すると横よこ川がわさんはニヤリと笑いながらオーバーアクションで両手を肩かたの辺りまで持ち上げた。

「そりゃそうでしょ。載のってないもん」

「……え？　どういう意味ですか？」

　予想してなかった答えに戸と惑まどいつつ尋たずね返すと、横よこ川がわさんは急に真面目な顔になって俺おれと羽麗うららをゆっくり交こう互ごに見つめた。

「よーやく一番したかった話ができる。どうやったらこの『奈な落らく』から脱だつ出しゆつできるか。それは、ここに居る誰だれも知らないの」

「……………………へ？」

　さすがに冗じよう談だんだろうと思った。

　けれども横よこ川がわさんの硬かたい面おも持もちは、いつまで待っても凍こおり付ついたままだった。

「クリア条件が明示されていない。リーグ戦が開かい催さいされるわけでもなければ、でっかいトーナメントがあるわけでもない。テストもない。能力での足きりもない。わかってるのは、金が尽つきたら捨てられる。それだけ」

「そんな！　じゃあ！」

「脱だつ出しゆつ方法がわからなければ、一生ここで生活を続ける羽目になる。実際もうとっくに諦あきらめちゃってるヤツらも沢たく山さんいる。ただセコい日ひ銭ぜにを稼かせいで、ここで比ひ較かく的てき裕ゆう福ふくに過ごせればそれでいいやって腰こし据すえちゃってるヤツらがね。そういう連中が徒党を組んで幅はばきかせたりしてるから、マジ厄やつ介かい。本気で脱だつ出しゆつ狙ねらってる側にとって、そいつらが最悪の障害物になってる」

「……なんの手がかりもないんですか？」

　だとしたら、あまりにも絶望的だ。横よこ川がわさんは愚ぐ弄ろうして切り捨てたけれど、心折れてせめて日常へのゆとりに希望を見いだそうとする人たちの気持ちもわからなくはない。

「あたしもここに来てから独自で必死こいて調べてるんだけど、手がかりと呼べるほどのものは、どうかな。……ただ、ちょっとだけ安心して良いよ。ちゃんと、前例はあるらしいから」

「前例。つまり……」

　俄が然ぜん、ぐっと身を乗り出して話に集中する俺おれ。

「つまり……存在が確かく認にんされてるってことですよね。ここから抜ぬけだして、外の世界に戻もどった、先人の存在が」

「そのとーり。それもつい最近のことらしいよ。なんでもあたしとちょうど入いれ違ちがいくらいのタイミングだったんだって。名前が確か……斎さい木き和かず羅ら」




「「………………えっ」」




　俺おれと羽麗うららの絶句と驚おどろきが、全く同じタイミングで重なった。

　まさか今このタイミングで、その名前を耳にするとは。さすがに身構えてもいなかったので、俺おれたちはただただ見つめ合い、驚きよう愕がくし続けるばかりだった。

「なに、どうしたの？」

「…………お父さん」

「は？」

「羽麗うららの、父親です。斎さい木き和かず羅らさんは」

「ちょ、なにそれ」

　意味がわからないといった様子で顔をしかめる横よこ川がわさん。その気持ちは充じゆう分ぶんに理解できた。横よこ川がわさんからしてみればそんなの可能性すら考えない偶ぐう然ぜんだったろうから。

　ただ俺おれたちからしてみれば今の情報は実に複雑な思いを伴ともなうものだった。まずやはり予想は正しかった。羽麗うららの親おや父じさんは、この『奈な落らく』に来ていたのだ。

　だから、その影かげを追いかけここに来た俺おれたちの行動は正しかった……と、言いたかったところなのだが、そこは非常に微び妙みようというか、もしかすると完全に裏目だったのかもしれない。どうやら完全に入いれ違ちがいで、それならば余計なことをせず、ただ待ち続けていれば円満に日常へと復帰できたかもしれないのだから。

　そう思うと、勝手な思い付きで羽麗うららを巻まき込こんでしまったことが心底申し訳なくなる。

「よかった。……お父さん、元気なんだ。よかった」

　だが、慈じ愛あいに満ちた微ほほ笑えみを浮うかべ、心底安あん堵どしている様子の羽麗うららを見て、俺おれは考えを改めることにした。

　後こう悔かいや悲観で時間を浪ろう費ひするべきじゃない。親おや父じさん──和かず羅らさんが無事ならば、そのことを喜ぼう。そして俺おれたちもまた、ここを抜ぬけて、もう一度自分たちの家にたどり着こう。今考えるのは、その方法だけでいい。

「横よこ川がわさん。改めて、全力で協力します。いっしょに力を合わせて、日常に帰りましょう」

　希望を心に宿し、俺おれは横よこ川がわさんに右手を差し出す。

　ぺしりとはたき落とされた。

「やめろ。そういう青春ごっこがあたしは何より嫌きらいなんだ。キモい。……いい？　これだけは常に覚えておいて。あたしは使う側。あんたらは使われる側。その主従関係はぜったいに崩くずさないこと」

　うんざり顔で俺おれたちを突つき放はなす横よこ川がわさんだったけど、心なしかほんのりと頰ほおが染まっているような気がした。もちろん指し摘てきはしないけれども。

「わかりました。とにかく、これからよろしくお願いします。全面的に協力しますので！」

　俄が然ぜんやる気が湧わいてきた。脱だつ出しゆつへの達成条件がわからないというのは非常に厄やつ介かいだけど、前例があること、そしてそれを達成したのが羽麗うららの親おや父じさんだということ。その二点が運命的な希望を感じさせる。きっと、俺おれたちならできる。もちろん根こん拠きよなんてない。でも、こんな暗あん中ちゆう模も索さくな環かん境きようの中で最高の道しるべが見えたような気がして、俺おれは全身に力が漲みなぎってくるのを肌はだで感じた。

「わ、わかればいいけど。……っと、今日はもうあんま時間ないか。全然説明が終わってないけど、そろそろ寮りように戻もどった方が良いいね。これからのことはまた明日話す」

　そう言って壁かべ時計を見た横よこ川がわさんに釣つられて時間を確かく認にんすると、いつの間にか午後６時を過ぎていた。もうそんな時間だったのか。外は明るいし、そもそも何時から活動し始めたのか確かめてなかったから、まだ日中も日中だと勘かん違ちがいしていた。
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　三人で渡わたり廊ろう下かに出て、生活寮りようのある方へと移動する。どうやらメインの棟とうは門限が午後７時までで、それまでに退出しないと重いペナルティ（名声ポイントの大おお幅はばダウン）が課されるらしい。他にも破ると実質アウトとなるような規則がいくつかあるようなので部屋に帰ったら確かく認にんしておかないと。

「そういえば、戸と締じまりとか掃そう除じって誰だれがやってるんですか？」

　予定を考えているうちにふと浮うかんだ疑問を横よこ川がわさんに尋たずねてみた。

「八割方ロボットだね。保守点検に何人か人もいるんだけど、話しかけても答えてくれないって噂うわさ。ていうか何語が通じるのかも不明。あと、掃そう除じは自主的にボランティア登録してやると名声ポイントがちょっとだけ稼かせげるから、わりと率そつ先せんして綺き麗れいにしてる人も多い」

　なるほど。名声ポイントひとつでずいぶんと上う手まく世の中が回るものだ。下へ手たをすると、シャバよりも効率が良いい社会形成ができていたりして。

　実際にその可能性は否定できないなと苦く笑しようしているうちに分ぶん岐き路にたどり着いた。今日はここでお別れだな。

「いい、明日から実際に『生存戦略』始めてもらうから、なるべく全部のチュートリアル消化しておいて。疑問があったらあたしのプロフにダイレクトメッセージ飛ばせるからそれ使うこと。ＯＫ？」

「はい。助かります」

　横よこ川がわさん、意外なほどに面めん倒どう見がいいな。おかげですっかり世話になってしまっている。

　よし、あまり迷めい惑わくをかけないためにもとりあえずここで暮らす上での最低限の知識は今日のうちに頭に叩たたき込こんでおかなければ。気き疲づかれもあってか既すでに眠ねむ気けを感じるけど、もうひと踏ふん張ばりだ。

「それじゃ、お休み」

　さっと手を上げ、女子寮りようの方に向かう横よこ川がわさん。

「はい。ではまた明日」

　頷うなずき、男子寮りようの方に向かう俺おれ。

「おやすみなさーい」

　大あくびを披ひ露ろうしながら、男子寮りようの方に向かう羽麗うらら。

　……いや、ちょっと待て。

「羽麗うらら。お前はあっちだろ」

「えっ。どうして？」

　どうしてと来たか……。

「女子寮りようは向こう！　自分の部屋、まだ確かめてないのか？」

「ううん。確かめた。でも、せっかく修おさむと暮らすんだから、修おさむの部屋で寝ねる」

　素そ朴ぼくな表情でぶっとんだことを言われ、一いつ瞬しゆんで俺おれの顔全体がかっと赤くなった。

「アホ言うな！　そ、そんなのダメに決まってるだろ！」

「ど、どうして……？　修おさむ、ずっといっしょだって……」

　なんと羽麗うららは瞳ひとみをうるうるさせ始めてしまった。た、確かにそういった旨むねのことは伝えたが、それは間ま違ちがってもあの狭せまいベッドひとつしかない部屋で一夜を過ごすという意味ではなく……。ど、どう説得したらいいんだこれ。

「はいはーい。お取とり込こみ中すみませんが、そんなん絶対許すか。あんたはこっち。異論は認めない。ここから出たいなら死んでも従ってもらう」

　困こん惑わくしきりでいると、横よこ川がわさんが羽麗うららのゴスロリ服の奥おく襟えりを摑つかみ、引っ張りはじめた。助すけっ人ととして実に心強い。

「うう～、私は修おさむと……」

「待て、羽麗うらら。今、横よこ川がわさんが言ったことをよく思い返してみるんだ。……ここから出たいならって言ってたろ。つまり、女子が男子寮りように入ったりしたらすごいペナルティがあるってことだ。だから諦あきらめろ」

　不純異性交遊は御ご法はつ度と。こういう施し設せつならばいかにもありそうなルールだ。

「や、別にそんなことはないけどね。入っただけでペナルティとかはない」

「え、ないんですか」

　と、思いきや違ちがったらしく、肩かた透すかしをくらった気分になる。では、なぜ横よこ川がわさんはこんなに強い口調で止めようとしたのだろう。いや、俺おれとしては渡わたりに舟ふねなのだが。

「ペナルティはない。けど、バレたら周りから色ボケしてんじゃねえって総スカンでしょ。あれこれ難なん癖くせつけて評判落とされること間ま違ちがいなし」

　あ、なるほど……。確かに男子寮りように女子を連つれ込こむような不届き者がいたら、全力で低評価による抗こう議ぎを執とり行おこなう。俺おれだってそうする。……かもしれない。

「いい。まずはこれを覚えておいて。ここでの生活を軌き道どうに乗せたいなら、とりあえず絶対に目立つな。誰だれにも目を付けられず、路ろ傍ぼうの石のように生きろ。そんで態勢を整えてから、一気に攻こう勢せいに転じる。その戦法じゃないと飲まれるよ。クソみたいに息苦しい相そう互ご監かん視し社会に、ね」

　刻みつけるように語る横よこ川がわさん。恐おそらくは自分の失敗から学んだ経験を伝えてくれているのだろう。だからこそ、絶対に無視できない重々しさが宿っていた。

「……わかりました。羽麗うららも、ＯＫだよな。家に帰って親おや父じさんに会うためだ」

「………………うう。はーい」

　不承不承ながら、頷うなずいてもらえてほっと一息。改めて羽麗うららと横よこ川がわさんに手を振ふり、俺おれは単身で男子寮りようの自室に戻もどった。
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「なるほどなー」

　部屋のベッドに腰こし掛かけ、栄養バーにかじり付きながら端たん末まつのチュートリアルを着々と消化していく。いろいろ疑問だった部分も、これでだいぶ解決できてきた。

　ちなみに栄養バーは部屋に帰ったらペットボトルの水一本と共に支給されていた。どうやら最低限の食事くらいはさすがに担保されているらしい。恐おそろしくまずいけどまあ、空腹で悶もだえるよりはマシだと思おう。

　……でもこれが最低限だとすると、つい即そく席せきラーメンとか買っちゃいそうだな。ダメなんだろうけど、抗あらがいがたい誘ゆう惑わくだ。

　こん、こん。

「え……？」

　そんな邪じや念ねんを浮うかべていた時、ノックの音が響ひびいた。誰だれだ？　俺おれの部屋に来客なんて、まったく心当たりはないのだが。

　怪け訝げんに思いつつそっとドアに近付き、まずはほんの少しだけ隙すき間まを空けた。まさかとは思うが、危害を加えてくるような相手だとマズい。

「こんばんは、修おさむ」

　羽麗うららだった。

　盛せい大だいにずっこけそうになった。

「お、お、おまっ！」

　ドアを大開にして抗こう議ぎを浴びせかける寸前、堪こらえる。マズい、大きな声を出したら確実に注目を集めてしまう。

「（な、何してんだよっ！）」

「やっぱり来ちゃった。寂さびしいんだもん」

　だもん、じゃない……。

「（横よこ川がわさんの話、聞いたろ！　なんで……！）」

「大だい丈じよう夫ぶだよ。こっそり出てきたもん」

　なんの屈くつ託たくもなく、そう言って微ほほ笑えむ羽麗うらら。もはや俺おれは怒おこる気力さえ失った。

　とはいえこの状じよう況きようはあまりにも受け入れがたい。力ちから尽ずくでも追い返すしか……いや、きっと抵てい抗こうされて、そのいざこざで誰だれかに見つかるかもしれない。俺おれが女子寮りように近付くこと自体もリスクだ。

　ならば、どうする。最も、安全な方法は。明日まで羽麗うららの存在を、誰だれにも気付かれない可能性が一番高いのは……？

　散々考えに考かんがえ抜ぬいた挙げ句、俺おれはごくりとつばを吞のみ込こんだ。







「すぅ……すぅ……」

　暗くら闇やみの中、至近距きよ離りで羽麗うららの寝ね息いきが正確なリズムを刻んでいる。

　こうするしかなかった。もはや消去法で、ベッドを共にして早朝に部屋を出てしまうことが最も安全な方法である。そう結論づけざるを得なかった。

　羽麗うららはゴスロリドレスの上着とスカートを脱ぬぎ、ほとんど下着状態。

　目のやり場もなく、それどころか身体からだの置き所もない。いっそ床ゆかに転がり落ちてしまいたかったが、この狭せまい部屋はそれすらも難しい。

　ただただ石像のように身を固め、しかしまったく眠ねむ気けが得られないままふけていく夜に身を任せる。他にできることなど何もなかった。

「ふにゃ……おさ、む……」

　羽麗うららが寝ね返がえりを打ち、俺おれの顔面を抱だき枕まくらのようにギュッと抱かかえる。相変わらず羽麗うららの寝ね相ぞうはわるい。

　でかい。

　柔やわらかい。

　息ができない。

　生いき地じ獄ごくだった。理性が軋きしんで弾はじける寸前まで追おい詰つめられていた。

　しかし、微び動どうだにできない。音をたてるわけにはいかないのだ。たとえどんな些さ細さいな音でも、ここを脱だつ出しゆつする道を閉とざす大失策に繫つながりかねない状じよう況きようだ。

　俺おれの苦く悩のうを抱だき、暑くて寝ね苦ぐるしい夜は延々と続く。




　翌日早朝。横よこ川がわさんに泣きついて来てもらい、まだ熟じゆく睡すい中の羽麗うららを二人で運び出し、辛かろうじて事なきを得た。

　そのあと無茶苦茶怒おこられたのはもちろん言うまでもない。

「もう二度とこんな真ま似ねはさせないからね……」

　この事件以後、羽麗うららは就しゆう寝しん時間、女子寮りようで横よこ川がわさんから半分監かん禁きんに近いようなキツい監かん視しを受ける羽目になってしまうのだった。
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「よし、これでクリアかな」

　タブレット端たん末まつがセクションの終しゆう了りようと結果を通知する。どうやら無事合格することができたようだ。

　今俺おれがいるのはメイン棟とうの二階にある自習室。学校の教室みたいに簡素な机が並んでいて、席も大体埋うまっているが、誰だれも正面に注目したりはしない。ここには黒板も教きよう壇だんも存在しないからだ。

　行っていたのは『トレーダー』としての能力を高めてくれるらしい座学カリキュラムのひとつ。毎日新しい課題が届けられ、理解度を確かめるテストが行われる。課題量や難易度は個人の達成率に合わせて変化し、一対多の授業のようなものや、統一テストは行われない。ここにやって来るタイミングがみんなバラバラなので当然こういうシステムが採用されたのだろうが、いわゆる高校の授業とかでもこういう形式で個人処理した方が効率が良いいように思う。今の俺おれには関係のないことだが。

　なお、この課題をマスターしたところで奈な落らく脱だつ出しゆつの権利が与あたえられるわけではない、というのは横よこ川がわさんに確かく認にん済みだ。だったらサボってもいいようにも思えるが、実際は数多くの人たちが率そつ先せんして課題消化に勤いそしんでいる。

　なぜか。

「５００ＥＣ。……ショボい。でもま、初回でこの難易度だったらそんなものか」

　課題を進める毎ごとに暗号通貨が手に入るからだ。つまりカリキュラムをちゃんと受けて理解すればノーリスクでライフラインを整えられる。最も確実に通貨を手に入れる方法なのだから、やらない理由がなかった。

　とはいえ最初のセクションとテストを終えたところで既すでに二時間が経過していた。円で時給換かん算さんすると２５０円の仕事。不法労働も甚はなはだしい安さだ。

　課題の難易度が上がるとクリア報ほう酬しゆうも増えるらしいが、理解が大変になるということなので必要な時間は二時間ではきかない可能性が高い。つまり時給が上がるかどうかは個人の資質による。俺おれ自じ身しんの能力に鑑かんがみて『割の良いい仕事』になる瞬しゆん間かんは、いつまで取り組んでも訪おとずれないような気がした。

「それにしても、ますますわからなくなってくるな。爺じいさんどもは、ここで『なに』を育てようとしてるんだろう」

　席を立ち、廊ろう下かに出てからぼそりと呟つぶやく。いくつかある中で最初に取り組むようＡＩに提案されたカリキュラムは『経済学の基き礎そ』。そもそもお金とは、貨か幣へいとは何かとか、金きん融ゆうの歴史とか、おもいっきり総論的な知識を叩たたき込こまれた。

　最後のテストもほぼ高校の定期テストと同形式。選せん択たく肢し問題がほとんどなくて穴埋めばかりだったのはキツかったが、学生の俺おれとしてはスムーズに取り組むことができた。ここを出る頃ころには大学入学に足る知識を得ているかもしれない。

　まあ、さっきのだと経済、特にお金にかかわることに特化しすぎていて、そのまんま受験に使える内容ではなかったけど。

　金銭収支を管理し、作業によってそれを増やし、知識を蓄たくわえる。それがここで送る根幹の活動となる。

　まるで、まともな社会人の育成講座だ。闇やみ卓たつ球きゆうで莫ばく大だいな借金を抱かかえた人間に対する再更こう正せいプログラムということなのだろうか。

　いや。だとするとゴール……脱だつ出しゆつへの達成条件が明示されてないのは明らかにおかしいし、それに何より。

　あのジジイ共がそんな社会福ふく祉しじみた活動に大金を投じるとは思えない。

　もっと何か、人間の汚きたない部分を泥どろ団子のように丸めた、エグくておぞましい欲望まみれの目的があるはずだ。

　必ずまだ、この奈な落らくには俺おれの知らない顔がある。まあ、来て一日しか経たってないのだから当然といえば当然なんだけど。

　いろいろ考えながら階段を降り、一階へ。このフロアにはセパレートになった小体育館くらいの運動スペースがいくつも連なっている。当然、それぞれの中には卓たつ球きゆう台やその他の練習器具が用意されていた。

　そのうちのひとつに入室。課題が終わったらここに来いと、横よこ川がわさんからの指示だ。

「…………ん？　なんだあれ」

　引き戸を開けると予想外の光景が飛とび込こんできた。中にいたのは横よこ川がわさんと羽麗うらら二人だけだが、両者とも卓たつ球きゆう台とは向き合っておらず、目元まですっぽり覆おおうゴーグルのようなものを身につけ、壁かべに向かって素す振ぶりを続けている。

　もしかして。いや、もしかしなくても、ＶＲだよなこれ。

　ちなみに言わずもがな、横よこ川がわさんも羽麗うららも『プレーヤー』カリキュラムを選せん択たくしている。だからおそらく、これが横よこ川がわさんたちの課題なのだろう。

「……ふぅ」

　しばらく声をかけず見守っていると、横よこ川がわさんがゴーグルを外しおでこに引っかけた。サイバーな頭部とゴスロリ服とのミスマッチがなんとなく面おも白しろかった。

「ん？　おー、もう終わったの？　ちゃんと合格した？」

「はい。今日のところは大だい丈じよう夫ぶでした」

「ま、初回で躓つまずかれたら幻げん滅めつどころの騒さわぎじゃないけどね。はした金でも手に入れないよりはいい」

「プレーヤーだと、こんなゲームみたいなカリキュラムもあるんですね。……正直、こっちの方が楽しそうです」

「脳みそパンクするよこれ。言っとくけどスーパークソゲー。名声ポイントゼロになったら絶対にこのゴーグル踏ふんづけて壊こわしてやろうと思ってる。もしテストプレーのバイトだとしたら、日給５万積まれてもやらない。で、実際は死ぬ思いでクリアして１０００ＥＣ。控ひかえめに申し上げてクソよりのクソ」

　忌いま々いましげにまくし立てながらデバイスへデコピンを繰くり返かえす横よこ川がわさん。どれだけなのだろう……逆にますます興味が出たような、そうでもないような。

　さておき、横よこ川がわさんは恐おそらくだいぶカリキュラムが先に進んでいるはずだけど、それでも一回の報ほう酬しゆうは１０００ＥＣか。プレーヤーの方は完全成果報ほう酬しゆうみたいだから時給換かん算さんできないところはあるけど、かなり渋しぶいのは間ま違ちがいない。

「こうやってコツコツ稼かせぐしか資金を増やす方法、ないんですか？」

「そんなわけないでしょ。大きく稼かせぎたいなら他のヤツらに試合を挑いどんで奪うばう。むしろそっちがメインタスクになる」

　即そく答とうに頷うなずく。質問してはみたがそうであろうことはもともと予想していた。でなければここは本当にただの養成所ということになる。

「じゃあ……」

　俺おれはまだゴーグルを着けたまま奮ふん闘とうしている羽麗うららの方を見る。横よこ川がわさんが名声ポイントを失って対戦してもらい辛づらい状じよう況きようであることはわかった。でも羽麗うららならステータスはまっさら。新人ということで甘あまく見みられる可能性も加味すると、正直荒あら稼かせぎできるのではと思った。

[image: ]

「あんたの言わんとしてることはわかる。でもね、ダメ。羽麗うららちゃんもあんたも、しばらくは試合禁止」

「それは……」

　なぜだろう。クレバーな横よこ川がわさんだから理にかなわないことを言うとは思えない。それ相応の根こん拠きよがあることだけは推測できるが。

「まず大前提として、新人ってほとんど相手にしてもらえない。こっちから挑いどんでも断られるのがオチ」

「そうなんですか？　言い方悪いけど、カモにできそうなのに」

「カモるものがないでしょ。来たばっかだと確実に１００００ＥＣ以下しか持ってないんだもん」

「あ、そうか」

　所持金、という概がい念ねんを考こう慮りよに入れ忘れていたことに気付かされ、ハッとする。言われてみれば、コテンパンにやっつけたところでまだ資金を積み上げてない選手だとあまり実入りがない。だとすれば、ある程度財のある相手からすれば無む駄だにリスクを取って対戦するメリットがない。

「もちろん、もう破産間際で後がないようなヤツなら応じてくれる可能性はある。けどその場合は逆にこっちにメリットがない。倒たおしたところで得られる金は少ない割に、相手はもう死しに物もの狂ぐるいで来る。変な『アヤ』に巻まき込こまれるリスクを考えたら相手にしないのが吉きち。だから結局、ある程度金を積んじゃうのが成り上がるにはいちばんの近道なの。試合以外の方法でね」

　そうか……。ここまでの話だけで、今現在勝負を挑いどむべきではない理由について大部分納なつ得とくさせられてしまった。

「でも、横よこ川がわさんはここに来たとき、対戦でだいぶハデに荒あらしたんですよね。どうやったんですか？」

「んー、言ってもまあ、その気になれば無理矢理対戦に持っていくのはそんなに難しくない。いかにも沸ふつ点てん低そうな承しよう認にん欲の塊かたまりみたいなのを見つけて徹てつ底てい的てきに煽あおれば簡単に食いついてくる。でも、おすすめしない。どういうネットワーク持ってるか徹てつ底てい的てきに調べて、こいつは孤こ独どく死してくれるって思えるようなＳＳＲ級のカモでも見つけられない限りはね」

　でなければ仲間内で報復されるから、か。見事なまでの『出る杭くいは打つ』設計思想。またここにも社会の縮図を見たような気がしてうんざりだった。

　ところでふと、今の話を聞いて別の要素で気になったことがあった。少し話がわき道にそれてしまうけど、尋たずねてみるか。

「そういえば横よこ川がわさん。対戦の時、トレーダーってどうしたんですか？」

「野の良らで雇やとったよ。最後、ハデに裏切られたけど」

「でしたか」

　……聞けば聞くほど凄せい惨さんな毎日を過ごしていた様子だ。さばさば語ってくれてるから勘かん違ちがいしそうになるが、普ふ通つうの人なら心を病やんでしまっていてもおかしくないほど追おい詰つめられていたのではないか、横よこ川がわさん。

　それでもこうして上じよう昇しようへの意欲を失ってないあたり、純じゆん粋すいに尊敬の念を抱いだく。信用はしてないけど、信しん頼らいは寄せてもいい。そう思い始めている俺おれがいた。

「てなわけで、結局派は閥ばつ抗こう争そうの面もでかいからね、ここでの争いって。それに気付く前に目立っちゃったのがあたしの大失敗だったよ。でも、まだ神さまはあたしを見捨ててなかったみたい。心こころ許もとないけど、なかなか面おも白しろそうな駒こまが手に入った」

　ニヤリと口元を歪ゆがめ、俺おれを見る横よこ川がわさん。駒こま扱あつかいに思うところは多少あったけど、こちらとしても何も知らないまま荒あら波なみに飲まれずに済んでいるのは完全に横よこ川がわさんのおかげだ。

　やはりお互たがいの利を追求するため、がっちりと共同戦線を張っておくのが賢かしこいやり方になりそうだった。

「うー、眼めが回る……」

　決意を新たにしたその時、羽麗うららがゴーグルを外し盛せい大だいにため息を吐はいた。かなり疲ひ弊へいしている様子で、やはり見た目によらずハードなコンテンツらしい。

「どこまでクリアした？」

「えっと、レベル７まで」

「……早いなおい。今週中にはあたしに追いつきそうな勢いじゃんか」

　羽麗うららの答えをきいて、質問した横よこ川がわさんは引きつったような笑えみを浮うかべた。どうやらＶＲでも羽麗うららの才能はいかんなく発揮されているらしい。逆に言えば、卓たつ球きゆう能力に即そくしたカリキュラムがちゃんと実行されているということにもなるか。

「羽麗うらら、どんな内容なんだこれ？」

　呼びかけて尋たずねると、羽麗うららはもの凄すごい勢いで飛ぶように身を翻ひるがえし、こっちを見た。

「お、修おさむ……ううう、やっと会えた」

　そして、よろよろと千鳥足で近付いてきて、はっしと俺おれにしがみつく。

「寂さびしかった。なかなか来てくれなくてひどい」

「い、いや。俺おれもカリキュラムやらなきゃだし……」

　というか昨日の夜、やむを得ずずっといっしょだったじゃないか……。おかげで俺おれは恐おそろしく寝ね不ぶ足そくなのだが。

「なんで。なんで同じ所で暮らしているのに、なんで会えない時間があるの？　一日中いっしょじゃなきゃヘンでしょ……？」

　瞳ひとみを潤うるませ俺おれを見上げる羽麗うらら。なんというか、完全にバカップルの論法だ。表情を見ると冗じよう談だんを言っている雰ふん囲い気きではないし、心の底から俺おれと会えない時間があることに納なつ得とくがいっていない様子だ。

　そりゃ、嬉うれしいか嬉うれしくないかで言えば、こんなにも想おもってもらえる事実はとても嬉うれしい。

　が、しかし。

　新事実発覚。羽麗うららさん、思った以上に愛が重い。

「利害関係なかったら窓から放り投げてるところだぞ」

　横よこ川がわさんがイヌの餌えさの食い残しを見るような目を俺おれたちに向けている。是ぜ非ひもなし。

「我が慢まんしてくれ。ここを出るための修しゆ行ぎようなんだ。会えない時間もいっしょに頑がん張ばろう」

「うう。ここ、早く出たい。修おさむとずっといっしょならずっとここでも良いいって思ったけど、違ちがうなら早く出る。お父さんもいないし」

　もはや羽麗うららの中では目的が入いれ替かわっている感さえある。

「はいはーい。ならとっとと稼かせいでねー。まずは二人で５万くらい、生活費とは別に貯ためてもらわなきゃ話にならないからねー」

　ものっすごい棒読みみたいなしゃべり方で注意しながら俺おれと羽麗うららの間に足をつっこみ、間を割さく横よこ川がわさん。せめて手で扱あつかって欲ほしい。

「５万。５万あれば対戦してもらえますか？」

「いや、良いい意味で目を付けてもらうには全然足りないでしょ。じゃなくて、まずは『それ』をどうにかしないと」

　そう言って横よこ川がわさんが指さしたのは、羽麗うららの右手。いや、正確には羽麗うららのラケットだ。

「うわ。めっちゃ割れてる。ラバーも張ってないし」

「うん、あたしがごみ箱から拾ったやつだし」

「ＶＲはともかく、これじゃ実戦にはまったく使えませんね」

　ため息交じりで漏もらした自分の言葉によって、ハッと気付かされた。そうか、ラケット。ラケット一式を揃そろえなければ、とてもじゃないが勝負を挑いどんだりできないのだ。

「それで、５万なんですね」

「そーゆーこと。メンテナンスと予備のことまで考えると５万でも心こころ許もとないけどね」

　卓たつ球きゆう用具にかかる費用、そんなに安くはないのだ。以前部活とは関係ない友人にラケットの値段を聞かれて答えたらドン引きされたことがある。おそらくおもちゃの延長線くらいの価値観だったのだろう。

　いや、実際それくらいの値段で売っているものもあるのだが、ある程度のレベルを超こえた選手が求めるに足る性能を備えた道具には、それ相応の価格がついている。そこは他のスポーツと何ら変わりない。

「ちょっと確かく認にんしてみていいですか」

「むしろ今すぐやって。いくらあれば『上』に居たときと同等の装備が手に入るのか、なるはやで確かく認にんして」

　横よこ川がわさんの許可を得て、俺おれと羽麗うららは近くにあったベンチに横並びで座すわる。それからタブレット端たん末まつのショッピングページを開き、必要になるであろう装備のリストをざっと眺ながめてみた。

「うわ。すごい品揃ぞろえですね」

「そりゃ、一応は卓たつ球きゆう専門の隔かく離り施し設せつだからね」

　ずらりと現れたアイテムの数々に圧あつ倒とうされて声を上げると、横よこ川がわさんが皮肉まじりに笑った。一応、という表現が妥だ当とうなのかはともかく、ちゃんと選手目線での需じゆ要ように応えられる環かん境きようにはなっているらしい。

　地じ獄ごくの沙さ汰たも金次し第だいを地で行くようなシステムではあるが。

「……あ、ちゃんとドンズバがあるな」

　メーカーでソートしてみると、羽麗うららが愛用しているものとまったく同じ、カーボン素材を使用したラケットが見つかった。これを手に入れるのが理想……いや、安定した勝利を目指すならばブレードやグリップに違い和わ感かんを生まないこいつが是ぜ非ひとも必要になる。

　値段は、９８００ＥＣ。

「今買ったらほとんどメシが食えなくなるな」

「修おさむ……それはムリかも……」

　ふるふると首を振ふる羽麗うらら。もちろん体調を万ばん全ぜんに整えておくことも大事なのでそんな暴挙を強制する気はない。

「相場よりちょっと高くないですか？」

「だね。まあ日用品もそんな感じだけど。どーせ利ざやでも抜ぬいてんじゃないの？」

　事実だとしたらなんてセコい。主しゆ催さい者大だい富ふ豪ごうのくせに。というかここでしか流通してない暗号通貨の利ざやを抜ぬいて何か得することがあるのだろうか。

　とにかく、今日稼かせいだ報ほう酬しゆうをプラスしてもこのラケットひとつ手に入れるだけで困こん窮きゆうしてしまうことは間ま違ちがいない。

　加えてこれにラバーを張らなくてはいけない。そちらは一枚の相場がだいたい８０００ＥＣ。

「二枚で１６０００ＥＣか……」

「そんなに高かったの？」

　きょとん、と首をかしげる羽麗うらら。なんという爆ばく弾だん発言……と、羽麗うららのことをよく知らない人間は思うかもしれないが、親おや父じさんが卓たつ球きゆうバカだったので道具に関してはいつでも家に完備されてたんだよな。だから相場観がないのも無理からぬ話だった。

　余談はさておき、これで既すでに２６０００。他にラバーをブレードに貼はり付つけるためのシートとか、メンテナンスの道具とかも合わせると初期費用で３００００ＥＣは確実に必要だ。それも、予備をまったく考こう慮りよしない場合で。現実的にはラケット一本しか用意していない状態で挑いどむのはトラブルに対しあまりにも心こころ許もとない。やはり横よこ川がわさんの言うとおり、最低５００００ＥＣくらいは生活費とは別に用意しないと危あやうい。

「苦しいなぁ……」

　今日の座学で計算するなら、あと１００個カリキュラムをクリアしなくてはならない。もちろん羽麗うららと二に人にん三さん脚きやくで取り組むから倍速以上で進むとはいえ、しばらくは地道な活動に勤いそしむ必要がありそうだ。その間も生活費でゴリゴリと削けずられていく資金。どんどん無理ゲーに思えてきた。

「横よこ川がわさん。これ、みんながみんな困こん窮きゆうして貧びん乏ぼうになっていくだけのシステムじゃないですか？」

「良いい質問。そして答えは不正解。実際はものすごい格差社会になってる。金持ちは金の力で貧びん乏ぼう人にんから金を巻き上げるシステムを築き、ますます金持ちに。既き視し感かんあるね」

　ありまくりだった。救いのなさで言ったら、ここも現実社会も大差ないのかも。

「ま、その辺の事情は後で嫌いやってほど知る羽目になるよ。知りたくなくてもね。だから今は目の前のできることに集中」

　馬車馬のようにカリキュラムを消化しろということか。確かにそれ以外の術すべはなさそうだが。

「修おさむ。私、もっと安いラケットでいい試合できるように頑がん張ばって練習するよ？」

　胸前でぐっと両拳こぶしを握にぎり、健けな気げなことを言ってくれる羽麗うらら。初期費用が安く済むなら、とてもありがたい話ではある。しかし。

「…………いや、それは止めておこう」

　長期的に考えたら、逆に損をする。直感的にそう思った。おそらくこれから対たい峙じし、打ち勝っていかなければいけない相手の中には、横よこ川がわさんクラスのプレーヤーがゴロゴロいるはずだ。ならば今、投資金額をケチって羽麗うららの能力に蓋ふたをしてしまうのは危険極きわまりない。ベストなプレーができる環かん境きようを保つ努力は、絶対に怠おこたってはいけない。

「賢けん明めいだね。あたしとしてもまだ手持ちの道具は増やしておきたいくらいだ。だから援えん助じよとかは期待しないで」

「はい。こうして情報共有してもらえるだけで充じゆう分ぶんです。……ところで、ふと気になったんですけど。ここで怪け我がとか病気したらどうなるんですか？」

「入院申しん請せいできるよ。めっちゃ治ち療りよう代高いけど」

「うぇ……」

「ちなみに任意保険に加入できる。毎月掛かけ捨てです」

　どこまで精せい緻ちに『縮図』を持もち込こんでるんだ、ここは……。

　なんだか『街ひとつを育てて観察する』系のシミュレーションゲームに取とり込こまれてしまった気分だった。主しゆ催さい者の連中、監かん視しカメラとかで撮さつ影えいしたリアルタイム映像を見て暇ひまつぶしに使ってたりして。

「……………………」

　想像してみて思った。絶対ガチでやってるだろうなと。

「言うまでもないけど、今のあんたらじゃ保険貧びん乏ぼうまっしぐらだから加入しちゃダメだよ。絶対身体からだ壊こわさないよう、慎つつましやかに生きて」

　貧ひん困こんとは嫌いやなものだ。絶対金を稼かせげる力を手に入れよう。皮肉な学びを得た。
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　カリキュラムの消化に勤いそしんでとりあえずは資金を貯ためねばならないことが明らかとなったので、今日の残りの予定も座学に費ついやすことになりそうだ。

　ただ、研修がてら施し設せつ全体の案内を横よこ川がわさんが申し出てくれたので、ありがたく出かけることにした。正直、勉強ばかりでは身が詰つまる。

「行こう。修おさむ」

　ごくごく自然に、俺おれの手を握にぎりしめてくる羽麗うらら。環かん境きようの抑よく圧あつをまったく感じさせない、開放感に溢あふれた面おも持もちだった。

「やめろアホども！」

　そんな俺おれたちの接点を手刀で切きり裂さく横よこ川がわさん。……特に文句を言える立場ではないと思わざるを得なかった。

「ひどい。なんでいじわるするの？」

　羽麗うららは俺おれと違ちがう意見のようだが。

「ひどいのはどっちだ！　だから～、人の話聞いてた？　ルーキーのうちは悪目立ちすんな！　第一印象が悪いと、ちょっとしたきっかけで一気につるし上げられて、取り返しがつかないくらい名声ポイント奪うばわれるんだって。そうなったら大金かけた勝負なんて誰だれも挑いどんでくれなくなるの！」

　横よこ川がわさんが力説する。確かにヘンなイメージが定着してしまうのは、ここでの暮らしにおいて不利益にしかならない。主張はごもっともだと思わざるを得なかった。

「ヤキモチ焼いてる。なんで？　修おさむのこと好きなの？」

「なっ!?　なんとなくそんな気がしつつあったけど、あんた……ほんまもんのアホ……!?」

「顔が赤くなった。あやしい」

「なってねーし！」

　羽麗うららは俺おれと違ちがう意見のようだが。

　なお、確かに横よこ川がわさんの顔は赤い。けど単に怒おこってるだけだと思う。

「羽麗うらら。目的達成をいちばんに考えないと。今は横よこ川がわさんの言うとおりに、な？」

「うう～。修おさむ成分が足りない……。目標ってどうすればいいの……」

　ここに来て二日。あからさまに羽麗うららの元気が失われつつある。どちらかというと自分自身の方が環かん境きようの変化にあてられそうだと心配していたのだが、この現状は少し予想と違ちがう。

　とはいえ、羽麗うららの言う通り目標が不ふ透とう明めいだとモチベーションも見つけづらい。当面は貯金、というものがあるから良いいとして……。

「どうすれば脱だつ出しゆつできるんでしょうね」

　廊ろう下かを歩きながら、さりげなさを装よそおって尋たずねてみる。横よこ川がわさんは不明だと言っていたけど、独自で調査は行っているはずだ。でなければこんなに追おい詰つめられたステータスで上じよう昇しよう意欲を失わずにいることなんてできっこない。

「金があった方がいいのは間ま違ちがいなさそう。和かず羅らって人、出る前は相当な財産持ちだったっていう話だし」

「そうなんですか」

　正直意外だ。親おや父じさん、あんまりお金に興味なさそうな人だったんだけど。

「なんか、大量にラケット所有して、それを貸し出して不労所得得まくりだったらしいね。あとはプレーヤーとトレーダー、両方にコンサル……っていうの？　コーチング？　言い方はともかく、定期契けい約やくで相談料を巻き上げ、教え子同士が争って、自分は寝ねていても収入が途と絶だえない。いつの間にかそんな状態だったって話」

　あの人天才か。なんて上う手まいやり方なんだ。そのビジネスモデル、なんとか参考にできないものか。

　ただその発想力には舌を巻きつつ、卓たつ球きゆうバカのあの人にとっては水を得た魚だったのだろうなとも思った。確かにここなら、卓たつ球きゆうを教えて欲ほしいという需じゆ要ようは絶対に途と絶だえることがない。もしかしたら日本で教室を開くよりもよっぽど実入りがいいのでは。……どうせなら俺おれたちが堕おちてくるまでもう少しビジネスに勤いそしんでくれていればよかったのに。

「ん、でもあの人がここでそんな金持ちになってたってことは、やっぱりお金なんじゃないですか？　一定以上のＥＣを貯ためたらアガリ、とか」

「たぶんそれはない」

　横よこ川がわさんが首を振ふる。やけに即そく答とうだった。

「確信がありそうですね」

「うん。その人より明らかに大量のＥＣ溜ため込こんでるヤツに心当たりがあるから。金だけでアガれるんならそいつがとっくにアガってなきゃおかしい」

「なるほど……」

　時系列からして、親おや父じさんがここに堕おちていた期間はそれほど長くないはず。となると、いくら『ビジネス』を上う手まくやったとしても稼かせいだ総額はそこまで異常な額ではないだろう。もっと稼かせいで貯ためてる人がいる、という話はありえそうだった。

「金だけじゃダメか……」

「ダメだね。だからみんな足あ搔がいてもがいて……そのうち諦あきらめる。外に出ることを目指すより、ここでそこそこ安定した生活を手に入れる方が簡単だから」

　心折れてしまう気持ちはわかるかもしれない。でも、横よこ川がわさんのようにまだ諦あきらめてない人もいる。もちろん俺おれだって同じだ。こんな所で一生を終えるつもりは毛頭ない。

「もっと情報が欲ほしいですね。……そうだ。親おや父じさん、最近までいたってことはコンタクトをとった人が今もここにいるってことですよね。いろいろ話を聞かせてもらえば、何かヒントが得られるかも」

「そうだね。でもまだ早い。しばらくは和かず羅らって人の話は出すな。特に、羽麗うららちゃんが実の娘むすめだっていうところは」

「目立たないために、ですか」

「それももちろんデカいし、いざという時の切り札になるかもしれない。和かず羅らってひとの情報は脱だつ出しゆつする気がある人間ならみんな欲ほしいに決まっている。なら、実の娘むすめだって言う情報は安売りしない方がいい。何かヒントを求めて食いついてくる奴やつがいたら、その時たっぷりと利用してやればいい」

「……ここの出方に役立つ情報は何も持ってないと思いますけど、羽麗うららは」

「だったらなおさら出だし惜おしむべきだね。抜ぬかずの宝刀は、一度抜ぬいてしまうまでは宝刀として見てもらえる。たとえ鞘さやとツカしかないまがい物でも、ね」

　したたかな意見だった。後うしろ盾だてのないこの世界で逞たくましく生きていくのには、ありとあらゆるブラフも必要になってくるのだろう。そこをいくと羽麗うららは良くも悪くも素す直なおの塊かたまりみたいな存在だからなあ。悪い輩やからに騙だまされないよう可能な限り眼めを光らせていないと。

　そう思って羽麗うららの方に目を向けると、なんだかジトッとした目で睨にらまれていることにようやく気づいた。

「ど、どうした？」

「修おさむ、横よこ川がわさんとばっかりお話ししてる。うわきもの」

「い、いやいやいや……」

　情報提供を受けていただけなのだ……という釈しやく明めいは、どうやら聞き入れてもらえる雰ふん囲い気きじゃなかった。

「束そく縛ばく心強いね～。ラケットより先にナイフ買ったりしないでね」

　横よこ川がわさんが恐おそろしいことを言う。……ナイフ、売ってるのだろうか。いや、自分の身を案じたわけではなくて、その手の武器が簡単に手に入るなら、暗殺事件とかも多発しそうだなと思ったのだ。

「ナイフ、売ってないよ？」

　羽麗うららが端たん末まつを掲かかげ、画面をスクロールしながらかぶりを振ふった。なぜ調べた。

「武器系は手に入らないね。フォークとかもプラスチック製しか用意されてない。その辺は周しゆう到とうだった」

　明らかに金属製のフォークが手に入らないか調べた人の発言だ。女子こわい。

「え、ええと！　とにかく先立つものが必要ですよね。ならやっぱり、しばらくは貯金か」

　女子こわいので無理矢理話を切きり替かえる。時は金なり。建設的にものごとを考えよう。

「とりあえずはそだね。なんかビジネス立ち上げられたら理想だけど、元手がないと売るモノもなかなか手に入らない」

　おのれ資本主義。自由すらも金でしか手に入らないのか。

　いやむしろ、金本位制でなくなった今、自由を兌だ換かんしたものがお金なのかもしれない。なんて、さっきのカリキュラムで学んだばかりの知識でテツガクしてみたり。むなしい。

　むなしくてお腹なかが空いてきた。タブレットを見るとちょうど昼時だ。

「ご飯食べようか。今は身体からだがいちばんの資本」

　軽く伸のびをして、昨日入ったのと同じカフェテラスの方に進む横よこ川がわさん。よかった。節約のために食事を抜ぬけ、と言われないか心配していた。

「昼飯は有料なんですよね？」

「栄養バー一本だけはもらえる。昨日食べたでしょ、あの、発はつ泡ぽうスチロールにきな粉ふりかけて焼いた味がするヤツ」

　アレか……。絶ぜつ妙みような食レポだ。あのバー、腹は多少満たされるんだけど、毎食食べてるうちに感情が失われていくのではという恐おそれすら抱いだく。

「あれ、もう食べたくない……」

　羽麗うららも一回でこりごりのようだ。

「完全に同意だけど、栄養サプリとしては優ゆう秀しゆうみたいだから根こん性じようで吞のみ込こみなさい。もちろんそれだけじゃカロリーが全然足りないし、食の楽しみすらないと心が死ぬからね。安いものならなんでも注文していいわ。常識的な量で」

　よかった。食べものに関する横よこ川がわさんからの制約はそんなに多くなさそうだ。

　となると俄が然ぜんカフェテラスに行くのが楽しみになってきた。昨日はあまり確かく認にんする余よ裕ゆうがなかったけど、どんなメニューがあるんだろう。

「修おさむ、早く早く」

　待ちきれないとばかりに、先導し始める羽麗うらら。欲望に忠実なやつめ。……なんて、めっちゃ気持ちはわかるんだけど。

「ん？」

　苦く笑しよう混じりに羽麗うららの後を追って歩いている途と中ちゆう、飛とび込こんできた光景がふと気になった。

　昨日入ったカフェテラスのひとつ手前にあるホール。どうやらこっちも食堂施し設せつらしい。

　しかも明らかに、こっちの方が高級そうだ。窓越ごしに見えるテーブルやその他の調度品がオシャレなレストラン風で、しっかりとお金をかけて作られているのがわかる。

　しかも、もしかして。あの窓まど際ぎわのお客さんが飲んでいるのは……ワイン？　その気になればお酒まで手に入るのか、という事実と、『昼間から飲める』人種が存在している事実。その両方に俺おれは驚おどろきを隠かくせなかった。

「横よこ川がわさん、ここって」

「まだ近付かないで。あたしがいっしょじゃない時も絶対に。命令」

「は、はい」

　にべもない否定に驚おどろく。高そうなのは伝わっていたのでここで食事をしたいと言うつもりは毛頭なかったのだが、こんな風にキツく窘たしなめられるとは思っていなかった。

　ただの上級レストランという意味に留まらない、何かがここにはある。そう予感するのに鋭するどい勘かんなど必要なかった。

　いったい何があるんだ、となるとさっぱりだったけど。
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「修おさむ、修おさむ……うどんだよ」

「ああ、うどんだな羽麗うらら……」

　プラスチックの器うつわに盛られた簡素な丼どんぶりを前にして。俺おれたちは感動に打ち震ふるえていた。間ま違ちがいなく冷れい凍とう麵めん。ダシもめんつゆをお湯で割っただけのものだろう。

　けれどもこの一杯ぱいの月見うどんが、今の俺おれには十五夜のように輝かがやいて見えた。羽麗うららのたぬきうどんも天の川がごとき美しさを放っていた。

『いただきます！』

　声を揃そろえ、割わり箸ばしを勢いよく割る。三本ほど麵めんを持ち上げると立ちこめる湯気。温かいメシだ。人間の英知が生み出したぬくもりだ。

　すする。すする。すする。

　もはやうどんさえあれば、暮らす場所などどこでもいいとさえ思えた。

「はふぅ。いいところだね、修おさむ……！」

「天国だな、羽麗うらら……！」

「……うどんっぽっちで向上心忘れないで。先が思いやられるわ」

　横よこ川がわさんにため息を浴びせられ、ハッと我に返る。あぶない。２５０ＥＣでシステムという名の敵に魂たましいを売りかけてしまった。

　ちなみに、横よこ川がわさんの昼食はというと、りんご一個。１００ＥＣ。

「そういうキャラでしたっけ？」

「キャラ言うなこら。別になんでも食べるけど、これはマネジメント。調整してるの」

「調整？　たいじゅう？」

　羽麗うららが朴ぼく訥とつに尋たずねてくれた。助かった。俺おれもそうかなと思ったけど、訊きくのは憚はばかられた。

「惜おしい。てんてんが多い」

「てんてん？」

「たいじゅう、じゃなくて、たいしゅう。汗あせが出やすい食事は部屋に戻もどるまでしないことにしてるの」

「そ、それはまた……」

　なんと返事するのが正解かわからなくて言いい淀よどんでしまった。徹てつ底ていしたエチケット対策ということなのだろうか。確かに入浴や洗せん濯たくの機会が限られるから周りに配はい慮りよする、というのはこの施し設せつ内においては素す晴ばらしい心がけなのかもしれない。

　けど、違い和わ感かんも多かった。全てを蹴け落おとしてでも上じよう昇しようを目指すタイプであろう横よこ川がわさんが、あまり周りの目を気にするとは思えないのだ。となると、これ以上名声ポイントをいたずらに下げられないよう気を遣つかっている？

「ねえ、ここ来たとき思わなかった？　なんだこの匂におい……って」

「ああ、それは思いました」

　今も、カフェテラス内はむせ返るような芳ほう香こうで溢あふれている。食事の環かん境きようとしては中の下以下だ。どこに行ってもこんな感じだから既すでに慣れてきたというか、感覚が麻ま痺ひしつつあるけど。

「これ、なんでだと思う？　答えは、みんながやたらめったら香こう水すい使いまくってるから」

「そうなの？　私、この匂においちょっと苦手……」

「誰だれだってそうさ。いろいろ混ざりすぎてただの悪あく臭しゆう、もはや公害レベルだもん」

　箸はしを動かす手を止め、ため息を漏もらした羽麗うららに、横よこ川がわさんも眉み間けんに皺しわを寄せ同調する。

「でも、みんな止めるに止められない」

「……それは、なぜですか？」

「クサいとね、ああこいつ弱いんだなってナメられるの。そうならないように、みんな病的にやっすい香こう水すいで誤ご魔ま化かそうとする。その成れの果てがこのスメハラ地じ獄ごくってわけ」

「クサいと、弱い……」

　どういう意味だと一いつ瞬しゆん思ったけど、遅おくれて意味がわかってきた。そうか。体たい臭しゆうのケアがおろそかになっているということは、日用品や洗せん濯たく、風ふ呂ろに満足なお金が使えていないという証明になる（余談だが、ここにはコインランドリーと大浴場があるもののどちらも有料）。つまり、金銭的余よ裕ゆうがない。ということは、卓たつ球きゆうで勝てていない。

　だから匂においがキツいと気づかれることは、強つわ者ものから狩かりのターゲットにされるリスクを背負うことになるのか。

「そう。匂においで誤ご魔ま化かすのがいちばんコスパいいから。特にこの服のクリーニング代がかなり負担でかいんだよね。資金難だとなかなかケアできない」

　そうか、プレーヤーの女子はみんなゴスロリ服を強しいられているんだもんな。衣い装しようの洗せん濯たく代という出費は盲もう点てんだった。

　ん、ところでその話を聞いてふと素そ朴ぼくな疑問が浮うかんだのだが。

「あの、ヘンな意味じゃないんですけど、洗せん濯たくしてる時ってみなさん何を着て出歩くんですか？」

「はだか」

「え!?」

「噓うそだよバーカ。どすけべ野や郎ろうめ」

　……本気で驚おどろいてしまった。恥はずかしい。

「同じ服がもう一着、お部屋にあったよ」

　俺おれの疑問は羽麗うららが解決してくれた。なんだ、レプリカが用意されているのか。いざ聞いてみたらしごく正せい攻こう法ほうというか、力ちから技わざでの解決だった。

「ちなみにレプリカ買い足して三着四着と増やすこともできるよ。鬼おにのように高いけど」

「……まだ手を出せませんね」

「よほど余よ裕ゆうがないとね。そうそう、ついでだから忠告。逆に言えばいつも小こ綺ぎ麗れいで他と違ちがう高そうな匂においがしてるやつは強い。そんなのに出会ったら、今はとりあえず逃にげろ。資金力の差で蹴け散ちらされる」

「……了りよう解かいです」

　極きよく端たんな話をすればこちらの手持ちが１０００ＥＣしかない時に、１０００００００ＥＣ持っている相手から勝負を挑いどまれてしまった場合、難を逃のがれるのは非常に困難だろう。マーチンゲール方式に倍々ゲームで掛かけ金きんを増やされたら、１点取られた段階で破産が確定してしまう（そんな富ふ豪ごうが１０００ＥＣ持ちの選手を潰つぶすメリットがあるのかはひとまず置いておくとして）。そしていくら羽麗うららといえど、卓たつ球きゆうで１点も取られずにゲームを終えるというのはほぼ確実に不可能だ。

「あ、そういえば。自分以外の人の所持金って確かく認にんできるんですか？　ステータス画面には書いてないみたいですけど」

「そこはあらゆる意味で生命線だからね。自分しか見えないようになってる。逆に言うとミスって持ち金がバレたりしようものなら絶対狙ねらわれる。気をつけて」

「やっぱりそうですか。はい、気をつけます」

　バレるとなると端たん末まつを奪うばわれるくらいのシチュエーションしか思おもい浮うかばないが、実際奪うばわれかけたことがあるのだからゆめゆめ油断しないようにしよう。操作が面めん倒どうになるが、パスワードロックの設定もなるべく厳重にしておかねば。

「さて、ちょっと話がそれたけど、理解した？　なんでこの施し設せつがこんなひどい匂においなのか」

「はい。それから、横よこ川がわさんがリンゴしか食べない理由も」

「そーゆーこと。あんたらも真ま似ねしろとまでは言わないけど、身だしなみはきちんとね。死し臭しゆう漂ただよわせてると一いつ瞬しゆんで喰くわれるよ」

　深く頷うなずく。外見への投資なんて、不快感さえ与あたえなければ最低限でいいかと思ってしまっていたが、大きな間ま違ちがいだった。見た目や匂においでナメられるデメリットを低く見積もりすぎていた可能性が高い。

　今まで気づいていなかっただけで、それは地上でも同じなのだろう。

　よし、一いち念ねん発ほつ起き。明日からは俺おれも昼リンゴ生活を……送る、べきか否いなか。本音としては……うどん食べたいのだけど。

「横よこ川がわさん、お昼リンゴにすると……その、匂においづらいんですか、やっぱり？」

　迷いに迷った挙げ句、単刀直入に質問してみることに。

「ふふん、あたしの努力の成果、お望みとあらば味わわせてやろう」

　そう言って立ち上がった横よこ川がわさん。そしてテーブルを引き、椅い子すに座すわったままの俺おれの正面に立ち、

「ほれ」

「……ふご!?」

　なんとそのまま腰こしの上にまたがって、俺おれに全身を押おし付つけてきた。顔が横よこ川がわさんの胸部に埋うもれ、動転して背中が岩のように固まった。

「……………………」

　しかし数秒後、ハッとして心が鎮しずまった。

　なんだ、この香かおり。けばけばしい香こう水すいとは明らかに違ちがう、でも脳内が一気に浄じよう化かされていくような瑞みず々みずしい甘あまい匂におい。

　人体って、こんな香かおりを発することができるのか。

「楊よう貴き妃ひってさ、桃ももしか食べなかったから体たい臭しゆうも桃ももの香かおりがしたって言うじゃん。あれ、あながち都市伝説じゃない気がするんだよね。ま、あたしの場合アスリートだからタンパク質の摂せつ取しゆ量をあんまり減らすわけにもいかないし、その域までは目指せない。でも、なかなかのもんでしょ」

　こくり、と頷うなずいて同意を示す。横よこ川がわさんの胸は羽麗うららより小ぶりだが、弾だん力りよくが強くて確かな存在感が感じられた。

　…………って何を考えてるんだ俺おれは!?　いかん、香かおりの虜とりことなって骨ほね抜ぬきになりかけていた。

「お、修おさむっ。わ、私は？　私はヘンな匂においしないよね……？」

　我に返って横よこ川がわさんの拘こう束そくから逃のがれようとした矢先、羽麗うららが横よこ川がわさんを引ひき剝はがし、代わりに今度は羽麗うららが俺おれの顔面をぎゅっと抱だきしめた。光を見たのはほんの一いつ瞬しゆん。またしても俺おれの顔面はふくよかなぬくもりで包まれ、呼吸困難に。

「ちょっと、羽麗うららちゃん邪じや魔ま。割わり込こまないでよ」

「邪じや魔まなのは、横よこ川がわさんですっ」

「……………………」

　とりあえず、今の状じよう況きよう。めちゃくちゃ悪目立ちしている気がしてならないのだけどいいのでしょうか横よこ川がわさん。

　なお、羽麗うららの名めい誉よのために断言しておく。羽麗うららもすごくいい匂においがした。

　じゃあ別にうどん食ってもいいってことだろうか。

　答えは闇やみの中。俺おれの視界も未いまだ闇やみの中。

　とりあえず、今いちばん欲ほしいものは酸素だった。
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　それからしばらく、俺おれはとても静かな毎日を過ごした。派手な行動は徹てつ底てい的てきに慎つつしみ、施し設せつの景色の一部として意識的に埋まい没ぼつしていく。やることと言ったらひたすらにトレーダー用のカリキュラムを進めることばかりだった。

　おかげで日常生活を標準的に送りながらお金の流れはプラスに持っていくことができた。遊びらしい遊びが少しもできないことは苦痛といえば苦痛だったが、今は確固たる目的意識の中で生きているから心折れる懸け念ねんはない。まずは最さい短たん距きよ離りで、戦えるポジションまで上のぼり詰つめる。毎日その意識を枯からさずに過ごせていた。

　カリキュラムが面おも白しろいことも、想定外に心の支えとなった。特に経済学分野の歴史を紐ひも解といていくのは望外に興味深い。いかにして人は格差に甘あまんじて、持てる者と持たざる者の共生を成なし遂とげてきたのか。知れば知るほど、人に雇やとわれて働く気が失うせていく。

　どうして高校までにこういう知識を授さずけてくれないのだろうな、学校は。そういう知識を持たせると勤め人を目指す輩やからが減るからだろうか。案外それが真相であるような気がしてしまって空寒かった。

　余談はさておき、想像よりずっと苦痛の少ない毎日だった。ただ懸け念ねんすべきことは、当然といえば当然なのだがカリキュラムが進むに従って課題の難易度が跳はね上あがっていることだ。一定ペースでクリア報ほう酬しゆうを貯ため続けていく、という流れは、遠くない未来に限界が訪おとずれる。知の蓄たくわえだけでは這はい上あがれない。やはりこの施し設せつが準備された本質の部分と向き合うのは、避さけられない未来だろう。避さけるつもりもないが。

「坂さか井い君。今日も精が出るね。お疲つかれ様さま」

「お疲つかれ様さまです、鈴すず木きさん」

　平へい坦たんな毎日の中で、ひとつだけ大きな変化があった。羽麗うららでも横よこ川がわさんでもない、ここで初めて出会った男性とよく話をする仲になった。トレーダーの鈴すず木きさん。年ねん齢れいは三十二歳さいで、細ほそ面おもての気弱そうな顔立ちをした人だ。

「どこまで進んだ？」

「経済史概がい要ようはもうすぐ一通りクリアできそうです。ただ、ミクロマクロを進めていくには数学に立ち返った方が良いいような気もしていて……。数学、好きな方なんですけどいかんせん基き礎そ知識が足りてないかなって」

「高一なら当然だよね。なに、急がば回れさ。下へ手たに経済分野ばかり掘ほっていくより広く浅く知識を付けていった方がクリア報ほう酬しゆうも安定して手に入るだろうし。単価はまた安くなっちゃうけど」

「ですよね。いつもアドバイスありがとうございます」

「いやいや、困ったときはお互たがい様」

　鈴すず木きさんはとても穏おだやかで面めん倒どう見の良いい人だった。少し前、自習室で課題に悪あく戦せん苦く闘とうしていた俺おれを見て声をかけてくれたのだ。それから、たびたびこうして相談に乗ってもらっている。

　ここでの暮らしは、もう三年になるらしい。ずっと同じパートナーと勝負に勤いそしんでいるが、本人曰いわくＢクラスくらいの位置から上がりも下がりもできなくなって久しいとのこと。少しずつ脱だつ出しゆつを諦あきらめ、ここでいかに安定して暮らすかに目的がシフトしかけている。そんな有あり様さまに悩なやむ日々が続いている。何度か会話を交かわしているうちに、そんな内情を明かしてくれた。

　まさしく狙ねらい通りの人材と巡めぐり逢あえた。内心で沸わき立たつ罪悪感をひた隠かくしにしながら、俺おれは笑え顔がおで鈴すず木きさんとの会話を続ける。

「でもこれで、ようやく最低限の用具が揃そろいそうです」

「それはよかった。坂さか井い君のパートナーとも、そのうちご挨あい拶さつしたいものだけどね」

「……ええ、そうですね。目標金額が貯たまるまで、お互たがい別々に頑がん張ばろうと決めていましたけど、そろそろ僕ぼくたちも実戦のことを考えなきゃいけないですし」

　羽麗うららと鈴すず木きさんはまだ顔を合わせたことがない。というか本当にここ何週間かの間、俺おれはほとんど羽麗うららとも、横よこ川がわさんとも会っていない。横よこ川がわさんが立てた作戦に基もとづく指示で、そうしていた。

　まずは確実に狩かれる相手を見つけて、相手側からバトルを挑いどまれる状じよう況きようを作れ。横よこ川がわさんにそう告げられ、俺おれは罠わなを張り続けた。興味を持って話しかけてもらえるよう、わざと鈴すず木きさんと同じ自習室に何度も足を運び、慣れない環かん境きように孤こ軍ぐん奮ふん闘とうする寡か黙もくな少年の姿を晒さらし続けた。

　真面目で、人が良さそうで、蓄たくわえがあって……与くみし易やすそうな相手。鈴すず木きさんの前でだけ、わざとそんな印象を抱だかれるように振ふる舞まったのだ。

「坂さか井い君。ものは相談なんだけど。もし、バトルを始めるなら、初戦は僕ぼくたちとやらないか？」

「えっ!?」

　大げさに驚おどろく。……我ながら少し白々しすぎたかもしれない。

「いや、ほら。見ず知らずの相手に勝負を挑いどむのも、怖こわいんじゃないかなって思って。その点僕ぼくなら坂さか井い君もあまり緊きん張ちようせずにはじめの一歩を踏ふみ出だせる。そう思うんだけどどうかな？　ああ、いや。はじめの一歩と言っても、ここに居る以上初めてではないんだろうけどさ、金きん融ゆう卓たつ球きゆうをプレーするのは。それでも、やっぱり最初は緊きん張ちようするだろうし。なんというか、まずは練習がてらさ……」

　いつもに増して饒じよう舌ぜつな鈴すず木きさんだった。

　だから内心が透すけて見えてしまう。気き遣づかい満面であるかのように見えるが、その実負けるとは思っていないのだろう。それは当然だ。ベテランならばなおさら、勝てそうな戦いにしか手を出すまいと徹てつ底ていしているはずだから。

　それでいいのだ。でなければ、俺おれもまた情を抑おさえきれなくなる。

『カモりたいやつから、カモだと思われろ』

　横よこ川がわさんに課されたミッション。そのお膳ぜん立だては、どうやら整った。

「……ありがとうございます。本当に、鈴すず木きさんと知り合いになれてよかったです。もしよければ、ぜひお手合わせをお願いします」

　微ほほ笑えんで、深く深く頷うなずいてみせる。何か汚きたないモノに指先が触ふれたような気がして、いたく落ち着かない。不快な汗あせが背中を伝う。

　早く慣れなければ。どうせきれいなままでなんかいられない世界に踏ふみ込こんでしまったのだから。
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　　　　《ダイレクトチャット》








【修おさむ】初戦の日程、決まりそうです。そちらはどうですか？

【梓あずさ】ナイスタイミング。こっちもちょうど羽麗うららちゃんのラケット手に入って、ラバーも貼はり終えた。いつでもいける。

【修おさむ】よかったです。でもこれで残りの資金がまただいぶ減っちゃいましたよね。予定通りとはいえ。勝負、いくらで持ちかけましょう。

【梓あずさ】こっちから決められるなら良いいけど、まあ残金フルベットする覚かく悟ごでいた方がいい。さすがに１００００かそこらでわざわざ勝負受けてくれるとも思えないし。

【修おさむ】ですね……。俺おれも、結構溜ため込こんでる風に匂におわせちゃいましたし。

【梓あずさ】それでいいの。だから相手もつまみ食いする気になったはずだもん。

【修おさむ】全額ベットになったら、いきなり綱つな渡わたりですね……。

【梓あずさ】負けそうな相手なの？

【修おさむ】……いえ。プレーヤーの人の練習も見学させてもらいましたけど、羽麗うららには遠く及およびません。

【梓あずさ】ならカモるだけでしょ。こんな駆かけ出だしの段階で持ち金にビビってたら生きてけないよ。

【修おさむ】たしかに、そうですね。失礼しました。羽麗うららはどうですか？

【梓あずさ】しょーじきウザい。もーいっつもいっつも修おさむに会いたい……って、そればっか。

【修おさむ】あ、あはは……。ここのところ、実際ほとんど顔合わせてませんからね。横よこ川がわさんとも。

【梓あずさ】一応、念には念を入れて、ね。あんたらがチームとして名を知られるのはある程度安定するくらい金を貯ためた後の方が良いい。それまでは別々に潜せん伏ぷく。

【修おさむ】はい。了りよう解かいです。ではまた、詳しよう細さいが決まったら連れん絡らくします。

【梓あずさ】あいよ。よろしく。











「ふう……」

　タブレットに備わっているチャット機能を使って横よこ川がわさんと打ち合わせを終えると、意図せずため息が漏もれた。だいぶ慣れたつもりでいたけど、やはりまだ少しやりとりに緊きん張ちようしてしまう。こうしていろいろお世話になっておいて失礼極きわまりないけど、今も『敵』というイメージが抜ぬけきれないせいかもしれない。

　でもきっと、それで良いい。あまり心を許しすぎるべき相手ではないだろう。例えばいざ奈な落らくからの脱だつ出しゆつが目の前に迫せまったとして、権利がひとつしか無ければあの人は躊ちゆう躇ちよなく俺おれたちを蹴け落おとす。協力関係は、一いつ瞬しゆんで水すい泡ほうに帰すはずだ。

　だからこそ、まだ利害関係が一いつ致ちしているうちは信しん頼らいすべきだ。メリットがあるならば互たがいに利用する。そういうドライな関係性を保ちながら、まずは脱だつ出しゆつまでの糸口を探そう。

「羽麗うらら、元気かな」

　ふと思ってから、苦く笑しようが漏もれた。二人とは意図的に顔を合わせていないのだけど、その間横よこ川がわさんとはチャットで業務連れん絡らくを繰くり返かえしている。だから本当の意味でごぶさたなのは羽麗うららの方だけ、そんな感覚がある。

　広い施し設せつと言ってもたかが知れているから、うっかりニアミスして廊ろう下かですれ違ちがったことは数度ある。その度に目線を逸そらし他人のフリを続けるのはかなり心苦しかった。きっと寂さびしがり屋の羽麗うららとしても割り切れない部分があったはず。……そうであって欲ほしいと、軽い自惚うぬぼれのような気持ちを抱だいた。

　でも、別べつ離りもひとまずもうすぐ終わる。試合が終わったら、たくさん褒ほめてやらないと。俺おれが何をするでもなく、羽麗うららは実力で華はな々ばなしい『奈な落らくデビュー』を飾かざることだろう。とはいえおそらく、平均からすればほんの小さな額が動く目立たない草試合にすぎないはず。それならばなおさら、俺おれはこの目にしかと羽麗うららの存在感を焼き付けよう。

　いつか地上に戻もどるとき、全ての記き憶おくを栄光に至る思い出として語かたり継つげるくらいに。





＊






　数日後、鈴すず木きさんから試合日程の指定が届いた。

　いよいよ今日が、俺おれと羽麗うららにとって奈な落らくでのデビュー戦となる。

　場所はメイン棟とうの三階。何度か下見したが、区切られた全スペースが、それぞれセンサーを張はり巡めぐらせた金きん融ゆう卓たつ球きゆうの闘とう技ぎ場となっているらしい。観客席もあって、実力者同士のカードとなるとそれなりの数の人が集まる。あまり目立つなと言われている手前、俺おれは今のところあまり野次馬に顔を出したりしないでおいたけど。

「来たね。調子はどう？」

「横よこ川がわさん」

　三階にたどりつくと、約束の部屋よりだいぶ手前で横よこ川がわさんが壁かべに背中を預け、腕うで組ぐみして佇たたずんでいた。俺おれのことを待っていてくれたのだろうか？

「羽麗うららは？」

「着き替がえてセンサー付けたりしてる。全部あたしにやらせる気まんまんだったけど、甘あまえるなって放置してきた」

「で、でしたか……手伝いに行こうかな」

「は？　女子更こう衣い室、個室じゃなくて共同だけど、本気？」

「もちろん冗じよう談だんです」

　名声ポイントオーバーキル間ま違ちがいなしだった。なるほどポイントだけである程度の自治が成立してしまうのだからよくできたシステムである。しかし大だい丈じよう夫ぶかな、羽麗うらら。うまく配線繫つなげていれば良いのだけど。

「おし、そろそろ向かおうか。システムの方は触さわってみたんだよね？　ほとんど地上と同じだったと思うけど」

「はい。デモモードで軽く練習しておきました」

　横よこ川がわさんの言うとおり、奈な落らくで行われる金きん融ゆう卓たつ球きゆうも地上で老人たちが造りだした酔すい狂きようと同様のシステムで動いていた。しいて違ちがいを挙げるならタブレットを有線接続しないと機器が稼か働どうしないことくらいで、心しん拍ぱく数や呼吸数など、なんに使って良いのかわからないものまで含ふくめた多種多様なデータが参照できるところも、基本的には変わらない。多少ブランクはあるが、操作に戸と惑まどうということはないだろう。

「坂さか井い君」

　対戦予約した部屋の前まで歩くと、鈴すず木きさんが単身で待ち構えていた。パートナーの姿は見えない。羽麗うららと同じく着き替がえ中だろうか。

「こんにちは、鈴すず木きさん」

　ぺこりと頭を下げ、挨あい拶さつする。……その間に横よこ川がわさんは脇わきを素す通どおりしていった。まだ他人を装よそおうつもりなのだろう。予想は着いていたので俺おれもポーカーフェイスでやり過ごす。

「今日はよろしく、だね。まあ、練習だと思って気楽に構えていてくれればいいよ」

「心こころ遣づかい、本当に感謝します」

　微ほほ笑えんで俺おれたちは握あく手しゆを交かわす。当然ながら、気楽に構える気もなければ練習だとも思っていない。けれどもそんな思いをあえて表に出す理由もない。目的を果たし、結果を出せばそれでいいのだ。

　どう思われようと、情には流されない。それが俺おれにとってこの日最大のミッションになるだろう。

「坂さか井い君側のプレーヤーは？」

「まだ着き替がえ中だと思います」

「そうか。掛かけ金きんのマックスとミニマムを決めたいんだけど、やっぱりみんな揃そろってからの方が良いいかな」

「……いえ、一任されているので大だい丈じよう夫ぶです」

　来た。最初にして最大の攻こう防ぼう。さて、鈴すず木きさんはいくらで持ちかけてくるか。

　ちなみにマックスというのはそれぞれが場に提供する金額。ミニマムは一点の価値をもっとも低く設定したときの額だ。例えばマックス１００００ＥＣ、ミニマム１０００ＥＣだとすると、それぞれが場に１００００ＥＣずつ提供して合計２００００ＥＣが争われ、一点の価値は１０００ＥＣが最低、最大で持ち金オールインになる。この辺りは外から出資を募つのる地上での金きん融ゆう卓たつ球きゆうと大きく異なるルールで、金のやり取りは参加者同士のみで完結する。

「わかった。坂さか井い君の希望は？」

「なにぶん相場がわからないので、まず鈴すず木きさんのご希望を伺うかがえればと」

　平静を保ち、微ほほ笑えみ混じりに伝える。予あらかじめ用意しておいた台詞せりふなのでスムーズに出てきた。ブラフで行う金銭交こう渉しようは先に金額を口にした方が不利になると横よこ川がわさんに口酸すっぱくいわれたので、まずは決定権を投なげ渡わたしてしまう。

「そうだな……あまり大きな額だと腕うでを縮こまらせてしまうかもしれないしね。……最初ということで、お互たがい２００００ＥＣずつの持ち寄りでどうかな？」

「２００００ですか。それなら」

　それなら奇くしくも、俺おれと羽麗うららの持ち金、そして横よこ川がわさんから借りた帳ちよう尻じり合わせの数百ＥＣを全部合わせてちょうどの金額だ。負けたら取り返しのつかないことになってしまうが、予あらかじめ覚かく悟ごしていた。むしろ金銭交こう渉しようして値下げを頼たのまないと卓たくに付くことすらできない提案じゃなくて助かったと思うべきかもしれない。

「それなら、大だい丈じよう夫ぶ？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです」

　言い切った。あえて自信満々に。声は震ふるえていなかったか。本当はリミットギリギリだと看破されなかったか。不安になる心を押おさえつけ、ほんのはした金であるかのように装よそおう。

　でなければ、致ち命めい傷しようになりかねない。あと一ひと押おしでこの場から退場させられると気づかれたら、この目の前の温おん厚こうそうな青年ですら、どんな悪あく魔まに変身するかわからないのだ。

　そういう場所にいるのだ。弱みは絶対に見せてはいけない。

「そうか。じゃあ、今回は２００００持ち寄りのワンゲームマッチにしておこうか。となると、最低ベットは１０００が妥だ当とうかな」

　優やさしい笑え顔がおだ。完全に善意で提案してくれているように見えるが、腹の中はどちらだろうか。本当に親切なのかもしれないし、違ちがうのかも。確率は五分五分くらいに思えた。

　どちらでも俺おれたちのやることは変わらないが。とにかく勝つのみだ。

「最低ベット、１０００で大だい丈じよう夫ぶです」

　それなら、もし仮にラブゲームで負けを喫きつしても９０００ＥＣ残る計算になる。……なんて、そんな空論は無意味だな。ストレートで負けるつもりはないというのは大前提、そのうえ相手が常にミニマムベットで挑いどんでくる可能性の方がむしろ低いだろう。

「よし、これで決めなきゃいけないことは全部だね」

　頷うなずく鈴すず木きさん。あとは肝かん心じんのプレーヤーたちの見参を待つのみだが。

「あっ、修おさむ……！」

　呼ばれて振ふり向むく。その鈴すずを鳴らしたような声も、変わらず重じゆう厚こうなゴスロリ服を身に纏まとった全身も、なんだか懐なつかしく思えた。こんなに長い間ろくに会話をしなかったのは、過去の記き憶おくにはない。羽麗うららが親おや父じさんを探して失しつ踪そうしている間もせいぜい一週間くらいだったし。

「羽麗うらら。準備できたか？」

　近付いて尋たずねる。ひとりでちゃんと着き替がえられたか、つい心配になってしまう。

「う、うん。たぶん。……あ、あの。えっと、修おさむ。久しぶり」

「ああ、本当にな。……うん。大だい丈じよう夫ぶそうだな。よかったよかった」

　一通り服の状態や、フリルの奥おくに配置されたセンサーを確かく認にんしてみるが違い和わ感かんはない。最終チェックはコンピュータとリンクさせてみてからだが、ぱっと見ではちゃんと着付けられている様子だった。

「その子が坂さか井い君のパートナーかい」

「あ、はい。羽麗うらら、今回の対戦相手になる、トレーダーの鈴すず木きさんだ」

「……あ、うん」

　どこか気の無いような返事。ちょっと失礼な感じだったかもしれないが、まあ良いいか。今さら馴なれ合あう必要もない。

「二人ともよろしく。僕ぼくのパートナーはもう中で待ってるはずだ。行こうか」

「わかりました」

　鈴すず木きさんに合わせて俺おれも歩き出す。さあ、いよいよ本当の意味で奈な落らくデビューだな。

「ね、ねえ！　修おさむ！」

　と、意い気き込ごんだところで羽麗うららに強い口調で呼び止められた。

「ん？　どうした？」

「………………それだけ？　こんなに久しぶりなのに？」

「あ、ああ。すまん。よし、いっしょに頑がん張ばろうな！」

　激げき励れいが足りなかったかと、強く拳こぶしを握にぎり羽麗うららに向ける。

「…………もういい」

　しかし、帰ってきたのは唇くちびるを尖とがらせた不満げな表情だった。

　ん。ちょっと、戦前のコミュニケーションに失敗したか……？　でも、どうすれば良かったんだろう。





＊






　端たん末まつを扉とびらの前に置かれた台に乗せると、認にん証しようが行われ入場が許可される。この出場者専用の扉とびらを抜ぬけるにはひとりひとりが端たん末まつをおいて認にん証しよう、の手順を踏ふまなくてはならないらしく、微び妙みように時間を要した。まず鈴すず木きさんが入り、俺おれと羽麗うららは一いつ瞬しゆん二人きりに。

「やりかた、わかりそうか？」

「…………うん」

　やっぱりまだ面おも持もちが沈しずんでいるな。大だい丈じよう夫ぶだろうか。

　いや、心配しすぎか。他の誰だれでもない羽麗うららだ。ちょっとやそっと機嫌が悪かろうと卓たつ球きゆうの腕うでに波が出ると言うこともなかろう。何しろ今まで十何年もの間、毎日のようにその姿を見つめてきて、おおよそ不調というものを見かけたことがない。

「それじゃあ、お先に」

「………………」

　考えすぎを止め、俺おれは自分の端たん末まつを台の上に乗せる。認にん証しようはそれだけで『ピピッ』と言う音と共に一いつ瞬しゆんで終わった。まるで自動改札だ。こんな所にも無む駄だにテクノロジーの贅ぜいが尽つくされていてまたしても呆あきれた。

　一歩踏ふみ入いると、薄うす暗ぐらい部屋の中心に卓たつ球きゆう台が一台だけ。そしてその周りを株式市場のような電光掲けい示じ板ばんが取り囲んでいた。まさしく地上で出会ったあの闇やみ金きん卓たつ球きゆう、その縮小版といった様相だ。一番違ちがうところは観客の存在を確かく認にんできないところか。

　事前に下調べしたが、どうやら観戦スペースはマジックミラーで仕切られこちらからは姿を見ることができないようだ。おそらくは不正防止のためだろう。

『対戦登録済みメンバーの全ＩＤを確かく認にん。各自卓たつ球きゆう台の前に集合して下さい』

　ここにはじめてたどり着ついたときと同じ人工的な声が天てん井じようから響ひびいた。言われるまま羽麗うららと共に進んでいく。

「……無人、なのか」

　遅おくれて気づいたが、この室内には審しん判ぱんの姿が見当たらない。どうやって判定するのだろう。

「あらゆる角度からカメラ判定されて、自動的にジャッジが下される。トレーダーに異議申し立てチヤレンジの権利はあるけど、99・９％の判定制度を誇ほこっているから、むやみに使わない方が良いいね。二度目以降の失敗で１点を失うことになる」

　俺おれの疑問は鈴すず木きさんがすかさず解決してくれた。また無む駄だな技術か。もはや見本市だ。

　ただ、スポーツの審しん判ぱんという分野は将来的にはＡＩを駆く使しした機械判定に委ねた方が高い精度を実現できる、なんて話も小耳に挟はさんだことがある。そういう意味で、この場は『ノーリスク』で実験できるフィールドなのかも。案外技術提供の大元をたどったら誰だれもが知る大だい企き業ぎように至った、なんて話もただの空想では終わらないかもしれない。

　恐おそらく一生、そんな事実関係を突つき止とめる機会なんて訪おとずれないだろうけど。

「フェアな条件ですね」

「そうだね。『外』の連中からしてみれば贔ひい屓きする理由もない。……さて、遅おそくなったけど僕ぼくのパートナーを紹しよう介かいするよ」

「よ、よろしくお願いします！　山やま内うち恵え利りです！」

　鈴すず木きさんが手を差さし伸のべた方に目を向けると、緑と黒のゴスロリ服を纏まとった女性が腰こしを直角に曲げた。後ろにまとめたポニーテールが跳はねる。

「こちらこそよろしくお願いします」

「……よろしくお願いします」

　俺おれ、そして羽麗うららも頭を下げ挨あい拶さつ。

　山やま内うち恵え利りさんは、横よこ川がわさんと同じくらいの年ねん齢れいだろうか。きりりとした太めの眉まゆがまず目に留まった。真面目で誠実そう。見た目からはそんな印象を受ける。

　真面目で誠実であることはこの奈な落らくではあまりメリットにはならないかもしれないな。まあ、そもそもが俺おれの憶おく測そくに過ぎないんだけど。

「それじゃ、始めようか。坂さか井い君たちのデビュー戦を。トレーダーツールの説明は大だい丈じよう夫ぶそうかな？」
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「はい。地上で触さわったのと基本的に同じみたいなので」

　試合開始の直前まで親切心を崩くずさない鈴すず木きさん。果たしてこれが、試合終しゆう了りよう後も……。

　いや、もう考えるのはよそう。なってみなければわからないことに判断力を割さいている余よ裕ゆうはない。

　これから見るべきは、羽麗うららと山やま内うちさんのバイタルデータから導き出されるクセやバイアスのみだ。

「………………」

　プレーヤーの二人を残し、俺おれと鈴すず木きさんはそれぞれのトレーダー席に向かう。ドックステーションに端たん末まつを乗せ、認にん証しようを解除。起動したモニターに映し出された初期数値を一いち瞥べつし、試ためしに各種データを呼び出してみる。

　羽麗うららの心しん拍ぱく数。山やま内うちさんの心しん拍ぱく数。同じく一分当たりの呼吸数。重心のブレ。かつて利用したことがあるデータを中心に数値を把は握あくしておく。

「…………ん？」

　ふと、違い和わ感かんを覚えた。山やま内うちさんの方ではない。羽麗うららのデータに、なんだか妙みような引っかかりがある。

『双そう方ほうのトレーダー、プレーヤーのスタンバイを確かく認にんいたしました。これよりワンゲームマッチを開始いたします。サーブ権は斎さい木き羽麗うららです』

　そこはかとない引っかかりに目を見開く俺おれだったが、そんな事情はお構いなしにゲームの進行が告げられてしまった。

　く、仕方ない。とりあえずゲームを進行させながら考え直そう。
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　モニタの得点表示を見て、懐なつかしくなる。これも地上で争った時とほとんど違ちがわぬデザインだ。ただ、得点の桁けただけはだいぶ違ちがうが。

　あの時は億を争うほどの途と方ほうもない額だったが。今度はお互たがいの持ち金が２００００ずつ。高校生の俺おれからしてみれば、むしろかえって『金がかかっている』ことを実感させられる、リアルな数値だった。

　しかも、もし全てを失ったならば本当の意味でのゲームオーバー。今度こそ何の救済もなく、この星の闇やみに沈しずみ永遠に戻もどってこられない。

　それもあくまで伝聞ではないか、と楽観的になるべきか。

　……いや、今度の負けは完全なる『商品価値』の消しよう滅めつ。救済される理由がない。

　終わるのだ。人生が。たった２００００円相当の暗号通貨を失うことで、俺おれも羽麗うららも死ぬ。

　こんな時になって心臓を鷲わし摑づかみにされたような息苦しさを覚えてしまうのだから、つくづく器うつわが小さい。

　じゃあ逆に、どんな勝負師ならこの状じよう況きようで平静を保っていられるのだと開き直って自分に問い糾ただしてみたくもなるが。

『ベット数を入力して下さい』

　ハッと我に返った。まず、このファーストコンタクトに何点を仕し掛かけるか決めなくては。

　なお、最終的なベット数の決定権はプレーヤーにある。ただ、今回は羽麗うららから常に自動承しよう認にんで構わないと確かく認にんしてあるため、俺おれが数値を入力すればその時点で額は確定だ。

　さあ、どうする。勝負に自信があるところを見せて、大きめの額を張はり、精神面でマウントを取りに行くべきか。

「…………羽麗うらら。まずは様子見だ。１０００ＥＣでいく」

　迷った末、インカムに語りかけてからミニマムベットとなる数値を入力した。

　油断してはいけない。まだ山やま内うちさんがどんな選手かまったくわからないのだ。迂う闊かつに大おお振ぶりして足を掬すくわれることだけは避さけなくては。

「………………」

　羽麗うららは無言でサーブの態勢に入った。返事はなかったが、自動的にその動作が肯こう定ていの返事となる。

　ふわりとトスがあがり、いよいよ、開幕。

「っ」

「やっ！」

　まずはオーソドックスにロングサーブから入る羽麗うらら。それを山やま内うちさんがレシーブ。羽麗うららがドライブ。応おう酬しゆうが繰くり返かえされる度たびに球速が増していく、息をもつかせぬラリーが始まった。

　それが、俺おれにとっては大きな驚おどろきと焦しよう燥そうとなった。

　白熱したラリー？　羽麗うららが、開幕から？　想定外にも程ほどがあった。こんな拮きつ抗こうした状態がいきなり訪おとずれるだなんて。

　一度、相手の山やま内うちさんの方だけに意識を集中する。

　読よみ違ちがえた、か……？

　言っては悪いが、鈴すず木きさんはこの奈な落らく内で上位に位置するトレーダーだとはとても思えなかった。だからこそ、あえて交流を広げるような状じよう況きように持もち込こんだ。安全に、安定的に狩かるために。

　だから鈴すず木きさんのパートナーである、山やま内うちさんも並以上の選手ではない。そう見立てていたのだが、まさか、思惑が外れた？

「……………………どういうことだ」

　確信した。読よみ違ちがえてなんていない。山やま内うちさんは一定以上の技術を持っているのは間ま違ちがいないものの、特出してスピードがあるわけでも、プレースタイルがトリッキーなわけでもない。ごくごく一いつ般ぱん的に『上う手まい』レベルで、例えば横よこ川がわさんにはまったく及およばないだろう。

　なのに、羽麗うららが攻せめきれていない。それが意味するのは。

「やっ！」

　山やま内うちさんのスマッシュ。それが、あっさり決まってしまう。先取点を奪うばわれた。

　すると天てん井じようかどこかから新品のボールが落ちてきて、床ゆかに転がった方は見えない糸で導かれるように側そつ溝こうの中に吸すい込こまれて消えていった。

　どういう仕組みなのか気になるのが普ふ通つうであるのに、この時俺おれは一連の処理にまったく関心を抱いだくことができずにいた。

　もう既すでに確信していた。なぜかはわからないが、普ふ段だんの羽麗うららじゃない。完全に精せい彩さいを欠いている。

　思えばゲーム前から妙みような雲行きではあったのだが……さりとて、あの段階で試合の延期を申しん請せいできるほどの危機察知能力は備わっていない。気づくのが遅おくれたと、後こう悔かいするのはある意味自うぬ惚ぼれだろう。

「…………」

　羽麗うららが再びサーブの態勢に入り、今度はバックハンドでボールを鋭するどく払はらう。下回転か、あるいは上回転か、横回転か。瞬しゆん時じに見分けるのが非常に難しいとされる打ち方だ。

　しかし、この時はインパクトのだいぶ前に確信めいた予感があった。上回転だ、と。

「んっ！」

「………………あ」

　山やま内うちさんも、俺おれと同じ予感を抱だいたのか否いなか。確かめようもないが、レシーブに選んだのはコンパクトで鋭するどいスマッシュ。それが、あっさりと羽麗うららの脇わきを射い貫ぬく。
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　まさかの、連続失点。二点を奪うばわれた状態でサーブ権、そしてベット金額の決定権が相手に移ってしまった。

　嫌いやな予感がした。いったい何点で来る。ここで勢いを感じ取られ、大勝負に出られると本当にマズいかもしれない。

『ベット、１０００ＥＣです』

　アナウンスが流れ、俺おれは思わず大きくため息を漏もらす。助かった……。相手もまだ様子見を続けてくれるようだ。もしかしたら、本当に鈴すず木きさんは今回の勝負を半ば練習として受けてくれたのかもしれない。それならばこのまま全得点を失ったとしても９０００ＥＣは残る。厳しい状じよう況きようになるが、仕切り直して体勢を立て直せる。

　……って、何を考えているんだ俺おれは。そんな弱気にもほどがある発想じゃこのまま良いいように翻ほん弄ろうされるのが目に見えている。

　違ちがう。今やるべきことは、問題点の把は握あくと改善。それ以外にない。

「羽麗うらら、調子悪いか？」

『べつに、そんなことない』

　単刀直入に尋たずねてみるが、気のない返事。もう少しいろいろ話を聞かせて欲ほしかったのだけど……。わかってるのだろうか、下へ手たをすると本当の意味で人生が終わる瀬せ戸と際ぎわにいるという事実を。

　危あやうく文句を浮うかべそうになってから、自じ戒かいを込こめて首を振ふる。アホか俺おれは。羽麗うららを責めてどうする。それじゃ、俺おれがここにいる意味がなくなる。

　今すべきことはシンプルだ。羽麗うららには卓たつ球きゆうに集中してもらいつつ、俺おれはデータの海に飛とび込こんで不調の原因を探さぐる。それ以外の選せん択たく肢しは考える必要すらない。

「うわ、なんだこれ」

　歴然だった。明らかに血圧が試合前より暴ぼう騰とうしてるし、呼吸もかなり浅い。おそらく、開始前から既すでに兆候はあったのだろう。だから一いち瞥べつしただけで妙みような感じを覚えてしまったのだ。

　しかし、なぜだ。まさか風か邪ぜか何かの不調をおして勝負に挑いどんでくれたのか。だとしたら、事前に気付けなかったのは痛つう恨こんの極きわみだが……。

「ん……」

　しばらく画面を弄いじっているうちに、気になる項こう目もくに当たった。これはおそらく、脳波の測定結果。見方がわかりづらいが、ひとつだけすぐに読み取れるのは、今羽麗うららの脳内はベータ波が完全に優勢となっているらしいということだった。

　確か、ベータ波って緊きん張ちようとか不安、苛いら立だちを感じると出てくるんじゃなかったか。命の懸かかった勝負の最中だ。普ふ通つうの人間なら当たり前の反応と言えるかもしれない。

　けれども、羽麗うららという存在を尺度にするとこれはどう考えてもおかしい。こんな場面ですら平然と、淡たん々たんと卓たつ球きゆうと向き合う姿こそ、羽麗うらら本来のものであるはずだ。

　さらにもう少しデータを見比べる。サーブの速度や重心バランスなどには特に気になる部分はない。崩くずれているのは、精神面。メンタルに関係しそうな項こう目もくばかりだった。

「……っ」

　データに釘くぎ付づけとなっているうちに、羽麗うららは三点目を失っていた。さすがにその面おも持もちにも焦あせりというか、苛いら立だちのような色がほのかに混ざり始めている。

「羽麗うらら、やっぱりちょっといつもと違ちがう感じだろ。何か気になることがあったら遠えん慮りよなく……」

『修おさむはだまってて。しばらく話しかけないで』

「………………え」

　いま、なんと。

　羽麗うららに、拒きよ絶ぜつされた？

　正直、激しく動転してしまった。記き憶おくが確かなら、今まで十年以上いっしょに過ごしてきてここまでハッキリとＮＯを突つきつけられたのは初めての経験であった。

　そんな、じゃあ、どうすれば。しばらく話しかけることを禁じられたトレーダーが、この勝負において何ができるのか。

　何もできなかった。ただ、固かた唾ずを吞のんで見守ること以外、もはや俺おれにできることなどない。正確に言えば一方的にこちらの指示を伝えるとか、もっと根掘ほり葉掘ほりしつこく質問を重ねるとか、選せん択たく肢し自体はあるかもしれない。ただ、どちらにせよ絶対に事態は好転しない。それに比べればでくの坊ぼうでいることを甘あまんじて受け入れる方がマシに思えた。

「んっ！」

「えいっ！」

　無音の空間にピンポン球の音が響ひびき続ける。明らかに様子がおかしいとはいえ、羽麗うららは羽麗うらら。１点も取り返せないまま沈しずんでいくという事にはならず、時折鋭するどいスマッシュや技わざありのフリックを繰くり出だし点数を積むことには成功する。
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　しかし、山やま内うちさんの優勢は最さい終しゆう盤ばんまで変わらなかった。気がつけばマッチポイント。あと１点奪うばわれれば、俺おれたちの敗北が確定してしまう。

「唯ゆい一いつの救いは、最後までミニマムベットだったことか」

　次を決められ試合終しゆう了りようになったとしたら、損失は６０００ＥＣ。とんでもない痛手だ。

　けど、立て直せないほどじゃない。不調の原因を取り除いてから、また地道に金を稼かせいでこの舞ぶ台たいに戻もどってくることはできる。

　鈴すず木きさんに対する疑念を持ちこんでしまったことをお詫わびしなければならない。結局ここまで一度もベットが引き上げられることはなかった。本当に俺おれたちのならし運転に付き合ってくれていたのだ。大金を失いかけていることも忘れるほど、俺おれの中では感謝とお詫わびの気持ちが錯さく綜そうし始めていた。

　数秒ののち、それがあまりにも軽はずみな希望的観測であったことを知る。

「…………え」

　何やら固まる山やま内うちさん。どうした？　インカムを気にしているようだが……。

「まさか」

　ぎくり、とした。山やま内うちさんが一いつ瞬しゆん羽麗うららに向けた、いけにえの羊を見るような憐れん憫びんの視線を感じ取って。

　上げてくる気だ。一点の価値を。それはもう確信した。山やま内うちさんではなく、鈴すず木きさんの判断により最後の一球で『利食い』に出るつもりなのだ。

　怒いかりや恨うらみは抱いだかなかった。ドライな感情で戦うべき、というのは俺おれだってもとより思っていたこと。もっと奪うばえると思ったのならリスクを取ってでも奪うばいにいかなければ、この奈な落らくで安定した暮らしを送ることすらままならない。

　だからここで攻こう勢せいを強められるのは甘あまんじて受け入れる。問題は『どこまで』踏ふみ込こんで来るつもりか。現在俺おれたちの手持ちは１５０００ＥＣ。その全てを奪うばわれたならば、即そく座ざにゲームオーバー。

「………………」

『ベット数を入力して下さい』

　長い沈ちん黙もくが続いた。意見が割れているのか？　こちら側のようにプレーヤーの自動承しよう認にんを認めていないとすれば、最終決定権はプレーヤーの山やま内うちさんに委ねられる。ということは、山やま内うちさんが鈴すず木きさんの提案に抵てい抗こうしている？

　それが意味するところを正確に知る術すべはない。だからただ、俺おれは脂あぶら汗あせを顔中に浮うかべながら待つしかなかった。１５０００以上なら、死。

「……………………１４０００で、お願いします」

　山やま内うちさんが絞しぼり出だすように告げた。奪うばわれても、ギリギリ生存する金額。

　あとから思えば、こんな心理状じよう況きようで挑いどむのは愚ぐの骨頂だったと反省するばかりだ。もしこの単発勝負を制することができれば、損失のほとんどを取り返すことができた。なのに有り得ないほどの弱気。トレーダーとして、いや生死を賭かけたゲームへの参加者として、完全に失格だった。

　もっとも、そもそもこの時の俺おれはゲームに参加する術すら見失っていたのだけど。
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　当たり前のように、得点は山やま内うちさんたちの側へ。試合に負け、資金のほぼ全てを失い、ただ、ここにギリギリ留まる権利だけを残して、俺おれと羽麗うららの初戦は幕を閉じた。
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「……えっと。お疲つかれ、羽麗うらら」

　トレーダー席を離はなれ、卓たつ球きゆう台の前から動こうとしない羽麗うららに近付いて声をかける。なるべく自然体を装よそおったが、どう声をかければ良いかわからなくてやはり固い声こわ色いろになってしまったのは自覚していた。

「…………ごめんなさい」

　絞しぼり出だすように言って、俯うつむく羽麗うらら。違ちがうのだ、怒おこってなんかいない。いや、正確に表現すれば、怒いかりなら自分に対してしか抱いだいていなかった。トレーダーとして舞ぶ台たいに上がりながらまったく何もできなかった。事前に不調を察知できず、ノーケアで舞ぶ台たいに立たせてしまった。その事実に忸じく怩じたる思いはあれど、羽麗うららに対するマイナスの感情は少しもない。

「あの……すみません」

　横からおっかなびっくり話しかけてきたのは山やま内うちさん。掛かけ金きんのほとんどを奪うばう結果になったことを心苦しく思ってくれているようだ。もちろん、不ふ遜そんな態度をとって報復で名声に悪評を付けられることを恐おそれた面もなくはないかもしれない。けど直感的に思った。この人は、根っこの部分で善人なのだろうなと。

「いえ、そんな。勝負ですし──」

　だから、その思いやりはありがたく受け取ろうとゆっくりかぶりを振ふった、その直後。部屋の隅すみから、荒あら々あらしい靴くつ音おとがこちらに近付いてきた。

「この、大おお馬ば鹿かッ！」

「きゃっ……!?」

　やって来たのは、鈴すず木きさん。そしてあろうことか、早足で距きよ離りを詰つめる勢いそのままに、山やま内うちさんのみぞおちに回まわし蹴げりを叩たたき込こんだ。身体からだをくの字に曲げ、膝ひざを折る山やま内うちさん。

「な、なんてことを！」

「うるさい黙だまってろ！」

　俺おれの抗こう議ぎを怒ど声せいで制し、鈴すず木きさんは倒たおれ込こんだ山やま内うちさんの胸むなぐらを摑つかんでまくし立てた。

「なぜ生かした!?　１５０００ＥＣ全部奪うばえって言っただろう！　なぜ、命令に背そむいた!?」

「す、すみません……！　でも、もしそれが全財産だったら……」

「もし、じゃない！　確実に全財産だ！　俺おれの値ね踏ぶみに間ま違ちがいはない！　出せてギリギリ２００００。そんなのはちょっと生活レベルを調べりゃすぐ察しが付くんだよ！」

　鈴すず木きさんのその発言は、あらゆる方向から俺おれにショックを与あたえた。

　相手もまた俺おれを『狩かる』対象として値ね踏ぶみしていた事実。あれだけ温おん厚こうそうな雰ふん囲い気きから豹ひよう変へんした暴力性。そして、狙ねらって俺おれたちをパンクさせようと考えていたのであろう魂こん胆たん。

　覚かく悟ごはしていたつもりだ。ここには狼おおかみしかいないと。

　それでも心のどこかで、俺おれは鈴すず木きさんに善なるものを感じてしまっていたみたいだ。

　抜ぬけきれない甘あまさが、ほとほと嫌いやになる。

「だったら、なおさら……」

「だったら、なおさら、トバせる時にトバしておかなきゃいけないんだ！　いい加減気付け！　遺い恨こんを残しておけば、いつ復ふく讐しゆうされるかわからない！　そうやって今まで何度奪うばわれ、殺されかけてきた!?　殺やらなきゃ殺やられるんだ。殺やれるときは確実に殺やれっ！」

　鈴すず木きさんの言っていることは正しい。事実俺おれたちは九死に一生を得て、資金次し第だいで再戦を挑いどむチャンスを得た。もちろん、それが実現したら今度は絶対に勝ちに行く。手心を加えることなんて有り得ない。

「……それくらいにして下さい」

　それでも今は、山やま内うちさんの味方をしなければ人としての存在価値を完全に失う。そんな衝しよう動どうに身を任せ、俺おれは殴なぐられるのを厭いとわず二人の間に飛とび込こんだ。

「……っ。どいてくれ。これはチームの存続に関わる問題だ」

「わかります。わかりますけど、救ってもらった命です。借りを返さずにはいられません」

　唇くちびるを嚙かんで、至近から鈴すず木きさんの目を睨にらみ付つける。

「バカばかり、甘あまちゃんばかりだ。だからいつまでも搾さく取しゆされる側から抜ぬけられない。もうずっと、このまま燻くすぶって、なだらかに死んでいくだけだ」

　鈴すず木きさんは、振ふり上あげた拳こぶしを降ろしてくれた。言い分を聞き入れてくれたという感じではない。どちらかというと、絶望がぶり返して無力感に苛さいなまれた。そんな印象を抱いだかせる冷めた目つきをしていた。

「もう嫌いや……こんなところもう嫌いやだよぉ……」

　山やま内うちさんは、いつの間にか頭を抱かかえ泣きじゃくっていた。

　命を救ってくれた人が、今この瞬しゆん間かんに、もしかしたら命を燃やし尽つくしてしまったのかもしれない。

　そう思った瞬しゆん間かん、俺おれの頰ほおにも一粒つぶの雫しずくが伝う。

　この涙なみだの正体がなんなのか、今は適切な言葉を見つけることができなかった。
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「あ」

　失意のままに対戦ルームを出ると、扉とびらのすぐ傍そばで横よこ川がわさんが腕うで組ぐみして待っていた。喜き怒ど哀あい楽らくに乏とぼしい顔つき。内心は読みづらいが、少なくとも結果はもう知っているのだなということだけは悟さとった。

「すみません……。せっかく時間かけてここまで準備に付き合ってもらったのに……」

「勘かん違ちがいしないで」

　頭を下げながら謝罪すると、淡たん々たんとした口調で先を制された。

「慈じ善ぜん事業じゃないんだから。お膳ぜん立だてしたのはあたしの利になるから。それ以外の理由なんてない。だからこれはあたし自身の失敗。……こっちこそごめん、方針を見誤った」

「いえ、そんな……」

　まさか逆に詫わびを告げられるとは思っておらず。戸と惑まどう。方針を見誤ったとは、俺おれたちを仲間に引き入れる計画自体が間ま違ちがいだったという判断か、それとも。

「羽麗うららちゃん。まずは着き替かえておいで。汗あせかいただろうし、センサーも時間までに返へん却きやくしておかないとペナルティになる」

「……はい」

　俺おれから目を逸そらし、更こう衣い室に移動を促うながす横よこ川がわさん。頷うなずいて、羽麗うららは俺おれにちらりと寂さびしげな視線を送ったのち歩き出した。……なんとなく放っておけない。更こう衣い室の中には当然入れないけど、せめて近くまでいっしょに……。

「あんたは待機。改めて作戦会議」

　と、思ったのだが、横よこ川がわさんから手首を摑つかまれてしまった。

「……わかりました」

　今は異を唱えられる状じよう況きようになかったので素す直なおに頷うなずく。

　それに自分としても、しっかり考えておかなければいけないことがあった。羽麗うららと二人合わせて、所持金１０００ＥＣという現状。それをどう乗のり越こえていくかという、難問中の難問に、目を逸そらしていられる猶ゆう予よはない。

「…………しかたない、プランＢだ。できればまだ避さけたかったけど、一か八かでっかくリスク取りに行くしかなさそうだね」

　ぼそりと呟つぶやいた横よこ川がわさん。その言葉の真意が何か、かなり気になった。

「リスク、ですか」

「そう。ここの……奈な落らくの、本当の姿を見せる。ちょっと顔貸して」

　本当の姿？　どういう意味だろう。

　推測もできなかったが、いつにもまして真顔の横よこ川がわさんを見て、心して向き合わねばならぬ現実が目の前に迫せまっている予感を強く感じずにはいられなかった。

　ここにはまだ、俺おれの知らない何かがあるのだ。
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　階段を降り、ぐいぐい進んでいく横よこ川がわさん。いったいどこに向かおうというのだろう。

　この奈な落らくの、本当の姿とはいったい。それなりの時間をもう既すでに過ごしたので、未み踏とうの場所はないはずなのだが。

「……あ」

　いや、あった。潜せん伏ぷくを始める前、今は近付くなと厳命されたところが、一箇か所しよだけ。

　間ま違ちがいない。横よこ川がわさんが向かおうとしているのはあそこだ。

　いったいあそこに何が。どうあれもちろん、止める理由はないのだけど。

「あの、羽麗うららは……」

　ただ、更こう衣い室に向かったままの羽麗うららとまず合流するべきでは……とだけ、疑問に思った。きっと責任を感じているだろうしあまり孤こ独どく感を味わわせたくない。

「メッセージ送っておいて。あとで迎むかえに行くからって。その方が羽麗うららちゃんにとっても良いと思う。追い打ちじみたことになったらますます辛つらいだろうし」

「…………わかりました」

　もう少し食い下がるべきか迷いどころだったが、長考の末に頷うなずいた。これから何が起こるのか俺おれはまったく知らない。それならば、巻まき込こむべきか否いなかの判断は横よこ川がわさんに任せた方がよさそうだ。

「さ、行くよ」

　横よこ川がわさんが立ち止まったのは予想通りの場所だった。普ふ段だん使っているカフェテラスの隣となりにある、高級そうな食堂。足を踏ふみ入いれるなと告げられていた場所に、このタイミングで進入する意味とは。

「何が待っているんですか？」

「その目で確かめて。あと、何が起きてもじっとしてて。大だい丈じよう夫ぶ、あたしはだいたいの展開が読めてるから、こっちに任せて」

「……了りよう解かいです」

　そう言われたら頷うなずくしかない。なにしろ、明日にはもう路頭に迷いそうな身。そんな俺おれをここに連れてきてくれたということは、状じよう況きよう打破に繫つながる何かがあるのだ。その有あり難がたみを独断専行で踏ふみにじってはもはや羽麗うららに顔向けができなくなる。

　俺おれが頷うなずくのを確かく認にんしてから、横よこ川がわさんはドアの前に近付く。他とは違ちがってここだけ入り口が自動ドアになっていた。明らかに待たい遇ぐうが別格だ。

「…………」

　さらに、室内は匂においも全然違ちがった。外と同じく花のような香かおりなのだけど、なんというか洗練度が段だん違ちがいなのだ。誤ご魔ま化かすためではなく、着き飾かざるためのフレグランスの残ざん滓しだけが幽かすかに漂ただよっていると言うべきか。

　ふと以前言われたことを思い出した。強つわ者ものは、匂においが違ちがうと。

　一段も二段も高級そうな雰ふん囲い気きからも明らかだと言ってしまえばそれまでなのだが、なるほど。ここに居るのは、みんな『勝ち組』というわけか。

「…………」

　横よこ川がわさんは、堂々とした態度で奥おくの方へずいずいと進んでいく。自信に満ちあふれて見えるせいか、周りと比べても悪目立ちするところはない。

　その割に、なんとなくチラチラ視線を集めている気がするのは俺おれの思おもい込こみだろうか。しかも、悪意というか敵意の色が濃こく滲にじんでいるような。

「座すわって」

　横よこ川がわさんが空席を指さしたので、言われたとおりにした。……ちょっと意外だ。てっきりここには、誰だれか人に会いに来たのかと思ったのだが。

「何食べる？　隣となりに比べたらだいぶ味は良いいから好物を食い納めておいた方が良いいかもね」

　端たん末まつを取り出し、素っ気なく俺おれに訊きく横よこ川がわさん。どうやらタブレットで注文が可能であるようなのだが。

「え、でも」

「心配しないで。お金ないのなんて当然わかってる。ご馳ち走そうするわよ」

「良いいんですか」

「最後の晩ばん餐さんかもしれないしね」

　……不ふ穏おんだ。

　しかし、正直空腹には耐たえがたく、俺おれはお言葉に甘あまえてハンバーグカレーを注文させてもらうことにした。あと、持ち帰りでカツサンド。

「あんた意外と遠えん慮りよしないタイプだね。ま、良いいケドさ」

「ち、違ちがうんです。カツサンドは羽麗うららに……」

　自分だけご馳ち走そうになるのは良心の呵か責しやくに耐たえられなかったので、ずいぶん厚かましいオーダーをしてしまった。

　端たん末まつから注文を終え、しばし無言で待つ。ちょといたたまれない空気。何か、話題を見つけなければ。

「羽麗うらら、どうしちゃったんでしょう……」

　しみじみ呟つぶやくと、横よこ川がわさんは今日いちばん仰ぎよう天てんした様子で目を剝むいた。

「は？　気づいてないの？」

「えっ？　横よこ川がわさんはわかったんですか、羽麗うららの不調の原因」

「…………正直、謝あやまろうと思っていた。さっきの初戦は完全にあたしのプランミスだったからね。でも今の発言でちょっとその気も失うせた」

　意外な言葉が重なる。横よこ川がわさんが責任を感じていたというのも、それが今このタイミングで覆くつがえりそうだというのも、まったく理由に見当が付かない。

「横よこ川がわさん、教えてください。このままじゃ、どうしても羽麗うららに顔向けできません」

　真しん摯しに頼たのみ込こむと。横よこ川がわさんは一度ぐっと目を瞑つぶったのち、長いため息を漏もらした。

「羽麗うららちゃんが調子崩くずした理由。そんなのあんたと距きよ離りを置かせたからに決まってるでしょ。今、羽麗うららちゃんをここに呼ばなくて本当に良かった。いる前でそんなニブチン発言してたらもう取り返しが付かなかったよ」

「え。俺おれが関係あった……!?」

「むしろ他にどんな理由があるんだってーの。なんか無む性しように殴なぐりたくなってきた」

　いや、そもそも自分という存在が理由のうちに入っている可能性それ自体をまったく考こう慮りよしていなかったというか。

　……そうだったのか。そもそもの問題として、羽麗うららとこんなに長い間距きよ離りを置いた経験自体が今までなかった。だから『距きよ離りを置くと不調になる』という図式に気がつけなかったわけだけど、もし本当にそれが真相なのだとしたら、正直そんな風に大切に思ってもらえて嬉うれしいし、寂さびしい思いをさせて申し訳なかった。できるだけ早く、不調の原因を取り除いてあげたいところだけど。

「これから沢たく山さん顔を合わせれば、羽麗うららは元気になってくれるでしょうか？」

「それだけじゃ難しいかもね。もう既すでにこじらせちゃってるから、意固地になってる気もする。女心ってフクザツだからねー」

　横よこ川がわさんの見立てに落らく胆たんを覚える。確かに、生まれて初めてあんな拒きよ絶ぜつのされ方しちゃったしな……。

　う。思い出したらまた心臓が痛くなってきた。

「……ま、こういう状じよう況きようを招いたのはあたしの立てた作戦の副作用だし。なんとか修復できるよう協力は惜おしまないよ。だから元気だしな」

「横よこ川がわさん、本当に感謝です……」

　百人力としか言いようがない申し出に、危あやうく涙なみだを流しそうになった。

「ちょっと大げさだっての、調子狂くるうからやめて」

　横よこ川がわさんは心底迷めい惑わくそうな顔をしているけど。

　でも内心では本当に心配してくれてそうなのが面おも持もちに滲にじみ出でている。さっきの試合であんな目に遭あった直後で甘あますぎるのは承知だが、俺おれにはもはやこの人が悪者にはぜんぜん思えなくなっていた。

「お待たせ致いたしました」

　少し気が楽になったところに、黒いエプロンを纏まとった給きゆう仕じ係の人から声が。香こうばしい香かおりに鼻び腔こうを刺し激げきされ、さらにテンションが高まる。もうずっとお目にかかってすらいない洋食メニューが目の前に置かれるや、口の中が一いつ瞬しゆんで唾だ液えきまみれになった。

「さ、とりあえず食べよ」

　横よこ川がわさんにありがたく頷うなずき、スプーンを手に取る。つやつやの白米。濃こい色のルーのど真ん中でこんもり盛り上がる、肉にく汁じゆうの爆ばく弾だん。視覚だけで今の俺おれにとってはノックアウト寸前の暴力だった。たまらずがっつき、半分くらいまで一気に食べ進める。

　美お味いしすぎる。快楽に包まれ、喜びと不安が交こう互ごに渦うずを巻く。明日から生きていけるのだろうか。金もなく、いつハンバーグカレーを口にできるかもわからない夢なき世界を。

　いや、違ちがう。もう一度夢を見るために頑がん張ばらなくては。もう一度這はい上あがって、このハンバーグカレーにたどり着かなくては。

　もしかすると、横よこ川がわさんはファイティングスピリットを取とり戻もどさせるため、あえて俺おれにこんな豪ごう華かなコラボレーションメニューを与あたえてくれたのかもしれない。

「横よこ川がわさん。俺おれ、もう一度ハンバーグカレーという名の頂きに上のぼり詰つめます」

「は？　なにいってんの？」

　違ちがったらしい。というかこれ、そもそも俺おれが自分で選んだメニューだった。







「そういえば、さっき料理を持ってきてくれた人って常じよう駐ちゆうのスタッフさんか何かですか？」

「違ちがうよ。有志のバイト」

「バイト。そういうシステムもあるんですか」

「実入りはいいよ。カリキュラムこつこつこなしてくよりもずっと。ただしバイト申しん請せいしたら丸一日拘こう束そくされるからあたしはあんまり推すい奨しようしないけど。肝かん心じんの勝負の方の腕うでが鈍にぶる」

　なるほど、数時間だけバイトに充あてるという使い方ができないなら、脱だつ出しゆつという本来の目的を考えるとあまり手を出さない方が良いいかもしれない。バイトに明け暮れた挙げ句成績がどんどん下がっていく、というのは実世界でもよくある話だし。でも、今の困こん窮きゆうした状態ならば少しはバイト生活も考こう慮りよに入れた方がいいか。卓たつ球きゆうの練習に多くのリソースを割さくべき羽麗うららはともかく、せめて俺おれの方だけでも。

　それにしても、面おも白しろい。相そう互ご評価システムと誰だれも知らない脱だつ出しゆつ条件という二軸じくだけで、ここに居る人間たちはみな破は壊かいや暴力に頼たよらない社会活動と経済活動に重きを置いている。集団の統制というのは、あれこれ規律を定めるよりも本来はこれくらいシンプルなルールに落おとし込こんだ方が、かえって上う手まくいくのかも。なにやら盛せい大だいな社会実験に参加させられているかのような気がして、今までとはまた違ちがった意味で考えさせられた。

「こーゆーのに入ってるエビ、苦手なんだよね。手が汚よごれるし、頑がん張ばってほじくったところであんま身が入ってないし」

　そう言って、自分の皿のトマトパスタに鎮ちん座ざしていた有頭の殻から付きエビを無断で俺おれのカレーに投入する横よこ川がわさん。気持ちはなんとなくわかる。もちろんありがたく頂くけど。

　と、その一連で今さら気づいた。今日は横よこ川がわさん、ちゃんと調理されたメニューを選んだんだな。たまのごちそう……というわけでもなさそうだし、何か理由があるのだろうか。

　ちょっと質問してみようかな、と思って俺おれは息を吸いこむ。




「あらぁアズサ、久しぶり」

「ずいぶんとごぶさたじゃない。寂さびしかったんだから」




　事件が起こったのは、その直後だった。

「……っ」

　吸すい込こんだ空気の吐はきどころを見失い、俺おれはびくりと身体からだを伸のばす。

　幻げん覚かくを見ているのではないかと思った。それほど今、視界に映る光景には現実感がない。

「それは、どーも」

　振ふり返かえらず、そっけなく返事する横よこ川がわさん。その肩かたに肘ひじを乗せ、まったく同じポーズで顔を覗のぞき込こんでいる女性が二人。

　いや、同じなのはポーズだけではない。背せ丈たけも、髪かみ型がたも、そして顔の造りも。何から何まで生き写しのようにそっくりな二人組だった。

　一いち卵らん性せい双そう生せい児じ。ようやくその可能性に気づく。思い至ってしまえば単純な種明かしだが、ついさっきまでは本気で自分の目がおかしくなったのかとさえ思った。
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　なにしろ横よこ川がわさんの背後に立つ二人、あまりに現実感がない。薄うすく青みを帯びた銀ぎん髪ぱつ。ビスクドールに生命を与あたえたかのような白い肌はだ。彫ちよう刻こく家の理想を具現化したかのような、八頭身を優に超こえるシルエット。明らかに俺おれたち日本人とは別の人種だった。しかも、双ふた子ご。現実だと受け入れようとしても、脳が勝手にフィクションだと判断し混乱してしまっている感覚だ。

「ねえアルマ、アズサは何を食べているのかしら？」

「わからないわ、エルマ。具も入っていない、かわいそうな餌えさ」

　アルマ、エルマと呼び合う二人。それが名前のようだ。やはり日本人ではない？　ただ、言葉はとても流りゆう暢ちような日本語を使っている。国こく籍せきという観点だと、どちらとも言えなそうだ。

　それはさておき。この二人、横よこ川がわさんに対しずいぶんと明確な敵意を示している。一いち瞥べつすると粘ねばっこい笑え顔がおなのだが、目は全然笑ってない。むしろ射殺してやろうとでも思っていそうな鋭するどさに満ちあふれていた。

　そんな予感があったからだろうか。次の瞬しゆん間かんの出来事に対し、俺おれは幸か不幸か反応するのにかなりのタイムラグを要してしまった。

「アズサ、元気を出して。そんなモノしか食べられなくても、悲しむことはないわ」

「そうよ。だってアルマとエルマが、貴方あなたの餌えさに魔ま法ほうをかけてあげるのだから」

　突とつ然ぜん、双ふた子ごはそれぞれ右手と左手を天高くかかげる。そして、持っていた容器からバリスタがカフェオレを注ぐように、横よこ川がわさんが食べているパスタの皿に、どろどろの液体を注ぎ始めた。その粘ねん度どと色からして、おそらく蜂はち蜜みつか。

「………………なにしてくれてんの？」

　あくまで冷静を保ち、低い声で呟つぶやく横よこ川がわさん。皿の上は、もはや蜂はち蜜みつとパスタどちらが主役かわからないような状態まで汚けがされていた。

「あら、怖こわい顔。どうして？」

「これが本当の、上流階級のお食事なのよ。アズサは知らないかもしれないけど。ほら、食くわず嫌ぎらいはやめて味わってみなさいな」

「っ。やめて。止めろってば！」

　二人は揃そろって横よこ川がわさんの後頭部を押おし付つけ、皿にうずめさせようとする。さすがの横よこ川がわさんも声を荒あらげて抵てい抗こう。そこでようやく俺おれもハッとなって、力ちから尽ずくでも止めるべく立ち上がる。

「やめなさい、二人とも」

　しかし俺おれの出番はなかった。二人の横から穏おだやかな呼びかけが聞こえるや、横暴な暴力は一いつ瞬しゆんにして引ひっ込こめられた。

　それどころか、この食堂全体の音という音が静止した。誰だれかのほんの小さな声を合図に、まるで時間そのものが止まってしまったかのような沈ちん黙もくが当たりを支配する。

　呆ぼう然ぜんと、俺おれは声の聞こえた方へ顔を向ける。

　二つに結ゆわれたブロンドと、蒼あおい瞳ひとみ。再び日本人離ばなれした顔立ちの、日本語が堪たん能のうな少女だ。

　その周りには、まるで傅かしずくように身を縮めた男女が十人ほど、声の主をガードするように楕だ円えん形の布ふ陣じんを敷しいていた。

「直接クイーンのお出ましとは、ありがたい。日ひ頃ごろの行いがよかったからかな」

「ふふっ、どうかしら。その割に名声ポイントは沈しずんだままみたいだけど？」

　双ふた子ごの攻こう撃げきから解放された横よこ川がわさんは、立ち上がってあとからやって来た金きん髪ぱつに睨にらみを利きかせる。クイーン？　まさか名前ではあるまい。周りの反応からして、その地位を示したものであると考えるのが妥だ当とうに思えた。

「ちょっと双ふた子ごから『お小こ遣づかい』せびったらこのザマだよ。弱いものイジメにはしっぺ返しがあるもんだね。勉強した」

「ちょっとアズサ、何か勘かん違ちがいしてない？」

「不意打ちでエルマたちを落おとし込こめておいて、まるで自分の実力が上みたいな言い分じゃない？　こんな注目を集めてるところでデタラメはやめて。殺すわよ？」

　横よこ川がわさんの挑ちよう発はつに、双ふた子ごは態度を如によ実じつに変化させた。現れた当初の作り笑いが消え、真の怒いかりを露あらわにしている。

「落ち着きなさい、ツインズ。どうあれ貴方あなたたちは貴重な財を失った。私たちの共通財産を毀き損そんさせたのは事実だわ」

「……ぐ」

　クイーンと呼ばれた少女の一声で、双ふた子ごは反論を諦あきらめた様子だった。

　不思議な威い厳げんだ。双ふた子ご共々、年ねん齢れいは十代の半ばくらいにしか見えないのだけど、完全に場の空気を支配してしまっている。

「でもね、あの程度の過あやまちならまだ咎とがめはしない。私たちは仲間なのだから。そして、仲間が受けた傷は、塞ふさいであげる。もう二度と私たちのカルテルに刃は向むかう気をなくすように、数による追放で教えて差し上げるの。ここでの暮らしにいちばん必要なモノは、忠誠だと、ね」

　カルテル？　じゃあこの金きん髪ぱつ少女はそのカルテルとやらのトップ？　……なるほど。だいたいの人物相関が見えてきた。横よこ川がわさんは、この双ふた子ごから過去に金銭をせしめた。双ふた子ごは怒いかり、所属する組織のトップに助けを求めた。その結果、横よこ川がわさんの名声ポイントは機能不全に陥おちいるほど毀き損そんされてしまったのだ。

　狙ねらいは、統とう率そつと場の支配か。クイーンとやらが仕切るメンバーには手を出してはいけない。そう認にん知ちさせることで、この奈な落らくでの生活を安定させようとしている。だいたいそんなところだろう。

「忠誠、ね。確かに言う通りかもしれないな。ここで暮らすんならね」

「その通り。ようやく理解できたみたいね。横よこ川がわ梓あずさ。貴方あなたのステータスならいつでも我わがカルテルは歓かん迎げいよ。きっと勇ゆう敢かんな戦士となってくれることでしょう」

　横よこ川がわさんの肯こう定ていが意外だったのか、金きん髪ぱつのクイーンは両手を大きく広げ歓かん迎げいの意を表明している。

「早とちりしないで。あたしはいつまでもここで暮らす気なんてない。だからどの派は閥ばつにも属したりしない。その答えは変わらないよ」

　そして、間を置いて拒きよ絶ぜつの意を受けると今度はろこつに肩かたをすくめがっかりして見せた。

「まだ懲こりてないの？　どのみち、もう貴方あなたに選せん択たくの余地はないはずだけど。その名声を私たちが回復してあげない限り、誰だれも協力なんてしてくれないでしょ」

　そう言いつつ、ちらりと俺おれを見るクイーン。自分の発言に矛む盾じゆんを生むような存在だから、多かれ少なかれ無視できなかったのだろう。

「……それじゃあね。次、顔を合わせるときはまともな状じよう況きよう判断ができるようになっていることを祈いのるわ。その時まで生きていればの話だけど」

　しかし、話しかけて確かめるほどの興味は引けなかったようで、クイーンはそのまま立ち去っていった。少しほっとした。

「よく言うよメスダヌキ。生きてないとしたら、またお前らのカルテルに寝ね首くびをかかれたときだってーの」

　その背中に隠かくさぬ嫌けん悪お感をぶつける横よこ川がわさん。現状の不ふ遇ぐうは、あのクイーンの命によって生み出されている。だとしたら恨うらみも相当なものだろう。よく、あれほど冷静に対処できるものだ。俺おれは改めて横よこ川がわさんの肝きもの据すわり方に驚おどろいた。

　反面、怒いかりを隠かくしきれない様子なのは双ふた子ごだった。プライドが高そうだから、公衆の面前で過去の敗北を話題にされたことを許しがたく感じているのかもしれない。

「ねえ、アルマ。アズサを味方にですって？　どう思う？」

「ちょっと、ねえ。豚ぶたの餌えさを貪むさぼってるような女がいたら家か畜ちく臭くさいチームになっちゃいそう」

　ひどい挑ちよう発はつだ。直接何か言われたわけではない俺おれまで嫌いやな気分にさせられた。

「文句があるなら、力で示しなさいよ。いつでもリベンジマッチ、受けてあげるわよ。あたしの方はね。そっちにその勇気があるなら」

　そんな煽あおりすら受け流し、横よこ川がわさんは余よ裕ゆうたっぷりで双ふた子ごに『おいでおいで』の仕草。

　……これが、もしかしてここに来た最大の目的か。見るからに顕けん示じ欲が強そうな双ふた子ごに勝負をしかけ、大きく勝つ。それで当座のまとまった金を得るという戦略。

　今までそれができなかったのは、横よこ川がわさんのパートナーを務めてくれるトレーダーがいなくなってしまったからだろう。カルテルとやらの圧力によって孤こ立りつさせられたせいで。

「…………残念だわ。エルマたちは受けてあげたいのだけど。あれが実力だって勘かん違ちがいされたら死ぬほどシャクだし」

「でもね、クイーンからの命令なの。アズサは干ひ上あがらせておけって。背そむいたら今度こそ怒おこられちゃう」

　これはもう対決が決まったものだろうと思い、肩かたに力を入れた瞬しゆん間かんだったから、気合いが空回りしてしまった。受けてくれないのか……？　まともに勝負の場にすら持もち込こめない。思った以上に横よこ川がわさんの境きよう遇ぐうは厳しそうだ。

「これを見ても気が変わらない？」

「え!?」

　そこで横よこ川がわさんはまさかの行動に出た。タブレットのロックを解除し、双ふた子ごの目の前でウォレット──所持金の総量が明らかとなるページを開いて見せたのだった。

「１０３４５１０ＥＣ。これを全部賭かけると約束する。奪うばえたら、あんたたち……ううん、カルテルにとっても悪くない収入でしょ。あんたらの出世にもきっと役立つ」

　驚おどろいた。横よこ川がわさんが１００００００ＥＣ以上の資産を持っていたことにもだけど、それ以上に、財さい布ふをあけすけに開示してしまったことに、だ。奈な落らくで流通しているのはこの一種類の暗号通貨だけだから、隠かくし資産など作りようもない。だからこそ、端たん末まつのウォレット情報だけは誰だれにも見せてはいけないはずなのだ。持ち金がバレたら確実に狙ねらわれる。きっちり奪うばいきることでここから追放する、その算段が可能になるからだ。

「あなた、バカなの？」

「そして、本気なの？　本気じゃなくてももう取り返しがつかないけれどね」

　双ふた子ごの口元がシンクロして歪ゆがんだ。まるで罠わなにかかったウサギを見るような目で、二人は横よこ川がわさんに粘ねばっこい微ほほ笑えみを向ける。

「受けるってことね」

「待って。もう一つ条件がある。そいつがトレーダー？　なら、そいつのウォレットの中身も見せること。そしてトレーダーも持ち金全額をかけること。でなければこの話はナシ」

「なんでアズサの味方なんてしているのか意味不明だけど、そこはあえて無視してあげるわ。条件を吞のむなら」

　双ふた子ごは俺おれを一いち瞥べつして横よこ川がわさんを試ためす。なるほど、抜ぬけ目めない。横よこ川がわさん単独で隠かくし資産を作るのは無理でも、俺おれに預けておくというやり方で金を避ひ難なんさせる方法はあるからな。

「修おさむくん、見せて」

　しれっと言われた。そういう駆かけ引ひきがあるなら事前に教えて欲ほしい。俺おれだって心の準備が必要だ。

　けど、もう引き返せる状じよう況きようじゃない。場の雰ふん囲い気きという意味でもそうだし、何より死にかけの俺おれにとっても、ここが分ぶん水すい嶺れいだ。

「……わかりました」

　頷うなずきだけを返し、俺おれは端たん末まつのロックを解除した。ウォレットの数値を見て、双ふた子ごは目を白黒させていた。もちろん悪い意味で。

「自や棄けっぱちの死にかけを捕つかまえて、トレーダーさせるなんてね。無理心中願望でもあったの？」

「まさしく豚ぶたね。餌えさならなんでもいいって感じ」

　散々な言われようだったけど、双ふた子ごの顔はもはや完全なる捕ほ食しよく者のそれになっていた。

　……食らいついた。言げん質ちをとらなくても、顔に書いてある。もはや双ふた子ごは、横よこ川がわさんのことを直接葬ほうむるイメージで頭がいっぱいになっている感じだ。

　大敗北で始まった一日に、また大きな転てん換かん点が生まれようとしていた。
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　食堂を出た瞬しゆん間かんに、俺おれは盛せい大だいにため息を漏もらす。

「少しは事前に打ち合わせしてくださいよ……。まさかいきなりあんな修しゆ羅ら場ばになるなんて、心臓が飛び出るかと思いました」

「だからよかったの。演技っぽさがでると警けい戒かいされちゃうでしょ。何かだまし討うちを考えてるんじゃないかって。そしたら勝負に乗ってもらえないかもしれない。そういう意味では修おさむくん良いい感じだったよ。良いい感じに小者っぽかった」

　ひどい。でも実際オロオロしてしまっていたので返す言葉もない。

「あの人たち、なんなんですか。雰ふん囲い気きでなんとなく伝わったところもありますけど……」

「伝わった雰ふん囲い気きそのままだよ。貴族カルテルっていう呼ばれ方そのまま。金銭的に優位な連中が徒党を組んで、自分たちにいつも金が回ってくるようなシステムを作った。メンバーの安全を保証することによってね。あたしがここに来たとき、もうシステムは完成されていた。つまり取り返しが付かないくらい腐くさりきっていたってこと」

「具体的には、どんなシステムを？」

「かいつまんで中ちゆう核かくだけを話すと、入会するには認にん定てい試合でカルテルのメンバーと認にん定てい試合をして、弟で子しとして認められなければならない。ま、九割方むしられるだけで終わるんだけど、掛かけ金きんのマックスが予あらかじめ決められてるから、破産はしない。その額だけ持もち込こめばいいからね。んで、負けて、お金貯ためて、また負けてってサイクル。これでまず第一のキャッシュフローが生まれる」

「それだけでもう安あん泰たいっぽいですね……」

「でもまあここはちゃんと能力ありきの勝負だからまだフェアな方。さらに、いい勝負をしたヤツに『優待枠わく』を与あたえて、カルテルメンバー直々に金きん融ゆう卓たつ球きゆうのレベルアップ講座を開く。高額でね。夢を押おし売うりして、自分たちの所でコテンパンにやっつけて、諦あきらめなければ夢は叶かなうって焚たき付つけて……はい無限ループの完成です。これは生徒の大半がなれもしない職業の専門学校のビジネスモデルに近いね。俳優、漫まん画が家、小説家、音楽家……ドリームビジネスってやつ？　これが第二のキャッシュフロー」

　えぐい。何よりもえぐいのは、それが現実社会でも当たり前に行われている内容であることかもしれないが。奈な落らくと呼ばれる最下層の廊ろう下かを歩きながら、むしろ元いた世界の方に怖おそれを抱だくというのも不思議な感覚だ。

「第三に」

「まだあるんですか」

「これがいちばん胸むな糞くそ。晴れてメンバーになると、カルテル内への貢こう献けんが求められる。なんのことはない、ＥＣの上納なんだけど。貢こう献けんするとカルテル内で地位が上がって、上納金を受け取る側に回れる。裾すそ野のから金をかき集めて、上へ上へと吸い上げてくシステムだね」

「それは俗ぞくに言うマルチってやつでは」

「そう。ま、違い法ほう性なんてここでは関係ないんだけど。……と、まあこうやって吸い上げられていったお金が、最終的には一人に行き着く。雪だるま式に尾おひれはひれがくっついて」

「それが、クイーン……」

「そう。貴族カルテルの頂点。アレをどうにかしないことには、この奈な落らくで裸はだか一いつ貫かん成り上がりなんてできないんだ。歯向かって目立つと数の暴力で潰つぶされるから」

　それが、少し前横よこ川がわさんが味わった挫ざ折せつ、ということか。

「あの双ふた子ご……アルマ、エルマでしたっけ。あの人たちはどういうポジションに？」

「高級幹部だね。クイーンの二段下くらいかな。ただ、忠誠心は低い。いつかクイーンを出だし抜ぬいてやろうって、個人資産作りに余念がない。だからこそ焚たき付つけがいがあるんだけど」

「よく調べましたね……」

「カルテルの存在に気づく前に一暴れして、追おい込こまれた後に、だけどね」

　両手を掲かかげ、苦く笑しようする横よこ川がわさん。理り不ふ尽じんに打たれた『出る杭くい』となったからこそ、情報収集に邁まい進しんしていたということか。未来の復ふく讐しゆうを誓ちかって。

　と、ここまで話を聞いてふと気になった。あの双ふた子ごと対戦して、勝ったとして。横よこ川がわさんは大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。

「今回の勝負も、終わった後また報復されるのでは？」

「絶対ではないけど、そこはあんまり心配してない。あたしたちが勝ったなら、こんどは双ふた子ごの方にペナルティが向くはず。禁じられていた勝負を独断でやって、カルテルに納めるべき金を流出させることになるから。あたしの場合、これ以上名声落ちてもたいして変わらないというのもあるし」

「そうか。じゃあ、わりと分が良いい勝負なんですね」

　思わずほっとしてしまう俺おれ。すると横よこ川がわさんはものすごく呆あきれ顔がおになった。

「は？　なんで？」

「え。だって、横よこ川がわさんはあの双ふた子ごに一度勝ってるんですよね。だから報復されたわけで……」

「あー。そういう意味。じゃあ、悪いニュースです。あたしは『双ふた子ご』には勝ってない」

「勝ってない……んですか？」

　どういうことだ。頭が混乱してきた。

「その辺は作戦会議で話す。とりあえずは覚かく悟ごしておいて。楽な戦いになんて絶対にならないから」

　そうなのか。双ふた子ごの戦力に関しては後でちゃんと話を聞いておかなければ。

「本当は、まだ挑いどみたくなかった。さすがに全財産オールインしての一発勝負なんてリスキーすぎる。でも、やっと捕つかまえたトレーダーがブッ飛び寸前だから仕方ない。修おさむくんを逃のがしたらもうカルテルの連中との試合自体、成立させるチャンスがなくなりそうだし、ジリ貧ひんでゲームオーバーになるくらいなら勝負に打って出るしかない」

　うう、ますます責任を感じてしまう。本丸に切きり込こむ前に、まさかの敗戦を喫きつしてしまうなんて。

「ごめんなさい、期待に添そえず……」

「次で挽ばん回かいしてくれればいい。大だい丈じよう夫ぶ、策なら考えてあるから」

　不敵に笑う横よこ川がわさんが心強かった。

　負ければ、三人揃そろって破産、ゲームオーバー。想像すればするほど、胃いの腑ふが痛む。

　いや、希望を捨てるな。勝てば救われる。そして、横よこ川がわさんがまったく勝機を見いだせずに自じ暴ぼう自じ棄きで戦いを挑いどむなんてことは考えられない。

　本人が言うとおり、勝算あっての戦いなのだ。もはや俺おれはそれを信じて全ぜん身しん全ぜん霊れいを注ぐより他にできることなんてなかった。
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「羽麗うらら、すまない待たせた」

「…………修おさむ」

　着き替がえが終わったら待っていてくれとメッセージで伝えておいたので三階に戻もどると、羽麗うららは廊ろう下かの隅すみでしゃがみ込こんでいた。やはり、少なからずショックを受けている様子。あれほど卓たつ球きゆうでままならない思いをしたのは初めての経験であるはずだ。横よこ川がわさんとの対決でも不自由は味わったろうが、今回のは根本的に違ちがう種類の不調だろう。

「…………えっと、これ、食べな。カツサンド」

　とりあえず、食堂で買ってきたおみやげを渡わたす。モノで機き嫌げんを戻もどしてもらおうとは思ってないが、ここに来て久しぶりのごちそうだ。少しは気が晴れるのではないだろうか。

「…………いらない。私、負け組なので」

　しゃがんだまま塞ふさぎ込こむ羽麗うらら。しまった、メニューの選せん択たくを誤ったか。別に『カツ』を意識して選んだわけじゃなく、テイクアウトに適していそうだと思っただけなんだが。

「……あんま気にするなって。誰だれだって不調の時くらいあるだろ」

「でも、もうお金ない。試合できなくなっちゃったし、ここにもいられなくなるかも」

　その心配はもちろん俺おれも肌はだで感じている。だが、希望を捨てるには早いのだ。俺おれはつとめて明るく振ふる舞まい、さっき決まった勝負について羽麗うららに報告することにした。

「心配するな。横よこ川がわさんが大勝負を挑いどんでくれることになった。俺おれもトレーダーとして参加するから、それに勝てばこれからの暮らしも絶対楽になる」

　希望を言葉の節々に乗せて告げる。その方が羽麗うららのネガティブな気持ちを拭ぬぐい去さってやれるはず。

「…………え。横よこ川がわさんと、修おさむが、いっしょに組むの？」

　しかし、返ってきた反応は期待とまるっきり逆だった。羽麗うららはますます瞳ひとみを震ふるわせ、ますます絶望のどん底に沈しずんでしまったような表情に。

「い、いやほら。横よこ川がわさんもトレーダーが見つからなくて困っていたみたいだし、それにまずは今の貧びん乏ぼう状態から抜ぬけ出だすことが大事だし、ええと……」

　まずい、『他の人と組む』という部分で疎そ外がい感を与あたえてしまった。それが理解できたから必死に言葉を探して弁解する。

「…………もういいよ。もう、修おさむにとって私は役立たずなんだね。なら、もういい」

「な、違ちがうって！　待ってくれ羽麗うらら！」

　しかし、真意は届かず。羽麗うららは立ち上がり、唇くちびるを嚙かみながらどこかへ立ち去ろうとする。

「修おさむくん、今はそっとしておこう」

　慌あわてて追いかけようとした俺おれを、横よこ川がわさんが止める。

「そっとしておく場面じゃないでしょう！　羽麗うららのこと、すごく傷つけちゃって……！」

「解決に時間が必要な時もあるって。羽麗うららちゃんも今は混乱してる。心の整理をつけさせてあげないと、ね」

　淡たん々たんと俺おれの眼めを見て告げる横よこ川がわさん。そうなのだろうか……。正直俺おれはどちらが正解なのかわからない。気持ちの上では羽麗うららを放っておきたくない。けど、それが逆効果になるとしたら……。

　迷いに迷っているうち、羽麗うららの姿は雑ざつ踏とうの奥おくに消えてしまった。

「さ、まずはその解決のための時間を作り出さないと。双ふた子ごとの勝負に負けたらみんな仲良く人生ゲームオーバーだ。今度こそね。だから是ぜが非でも勝たないと。作戦会議、始めるよ」

「………………」

　迷った末、頷うなずく。確かに、がけっぷちに追おい込こまれた俺おれたちは踏ふみ留まるための力を得る必要がある。金という身も蓋ふたもない力を。

　不安でいっぱいだが、やるしかない。勝たなければ、羽麗うららとの関係修復はおろか何もかもが終わってしまうのだ。
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「……双ふた子ごとは、別々に戦った？」

　カフェテラスに向かい（もちろん貴族カルテルの根城になってないカジュアルな方だ）、改めて横よこ川がわさんからレクチャーを受ける。まず初めに『双ふた子ごには勝ってない』という発言の真意を尋たずねてみたのだけど、切り出されたのはかなり予想外な方向からだった。

「そ。うまいこと挑ちよう発はつして、お互たがい野の良らのトレーダーを雇やとって、ね。でも今回その手は通用しない。間ま違ちがいなく双ふた子ごは揃そろって勝負を挑いどんでくるだろうから」

「ちょっと待って下さい。ということは、今回ダブルスになるんですか？」

　だとしたら、なるほど双ふた子ごのコンビネーションは脅きよう威いだろう。しかし、そもそもの問題としてダブルスだとこちら側は対たい抗こうする術すべがない。可能性があるとすれば羽麗うららと横よこ川がわさんが組むことだが、付つけ焼やき刃ばでコンビが成立するほど甘あまいものじゃないことは横よこ川がわさんならはっきりとわかっているはずだ。

「違ちがうよ。卓たつ球きゆうはあくまでシングルス。でなきゃそもそもケンカも売れない」

「……？　では、『双ふた子ご揃そろって』というのは？」

「あの二人って、お互たがいがプレーヤーであり、トレーダーなの。姉し妹まいとも両方の役ができて、何度も交代しながら相手を翻ほん弄ろうするのが十お八は番この戦法」

「交代!?　ゲーム毎ごとじゃなくて、好きなタイミングで交代できるってことですか？」

　またしても新情報だ。ここに来てからしばらく地道な金稼かせぎに専念してたとはいえ、まだまだ知らないことがこんなにもあったとは。

「そう。奈な落らくのルールって、お仕着せで決まってるのはほんの少しだけで、あとは基本的に自治放任だから。いつでも交代可のルールは、ここの住人たちが必要に駆かられて作った。で、特にシステムからのお咎とがめもなかったから定着したみたい」

「なぜ必要だったんでしょうか？」

「あたしの推測だけど、実質的にレバレッジをかけられるようにしたかったんじゃないの？　やってみてわかったと思うけど、新規参入者がここで金を積むのってめっちゃ時間かかるでしょ。まだるっこしく思った人たちが、多対多の持ち寄りで戦って大きくお金を動かそうと思った。おおかたそんなところじゃない？」

　そうか。確かに、一対一のチームで争うと非常に小さな金の動きに終止せざるを得ない。俺おれたちと鈴すず木きさんたちとの勝負が典型だ。けれども複数人の持ち寄りで戦うならば、敗者の数も増える替かわり、一度に動く金の量も比例して大きくなる。

　そしてこの取り決めは、徒党を生む。貴族カルテルとやらが結成されたルーツにも、この交代可のルールは深く関わっていそうだ。

「ま、歴史の話は置いとこう。今当面の問題は、あの双ふた子ごがお互たがいトレーダー兼けんプレーヤーで、今回は確実にツーマンセルで挑いどんでくるってこと」

「強いんですか、やっぱり」

「データで見る限り滅め茶ちや苦く茶ちや強いね。だから『独りじゃ大したことないんでしょ』って煽あおってばらけさせた。それでもまあ、結構苦戦したからね……」

　横よこ川がわさんが苦戦するレベルが、それ以上になるってことか。

　……え。だとすると、勝てないんじゃないのか？　同じ横よこ川がわさんが戦うんだし。

「勝算、あるんですよね……？」

「安心したまえ。今回は強力なトレーダーがいる」

「…………冗じよう談だんですよね？」

　まさか俺おれが切り札？　いや、もちろん精せい一いつ杯ぱいがんばるけどそれは作戦に含ふくめるには要件を満たしていない。確実に。

「冗じよう談だんでもないけど？　君の分ぶん析せき力はなかなかのものだと思ってる」

　妖よう艶えんな微ほほ笑えみで顔を近づけてくる横よこ川がわさん。図はからずも少しドキッとした。そんな場合じゃないのに。

「ま、大だい丈じよう夫ぶ。他にもあるよ、作戦は。どのみちこれ以上対策も立てられないし、慌あわてても仕方ない」

「過去の双ふた子ごの戦いの映像とか……ないですよね？」

「あるわけないでしょ。カルテルの連中ならまだしもあたしが見られるようなのはない。君がリアルタイムで分ぶん析せきするしかない」

　完全に出たとこ勝負じゃないか。胃に穴が空いたのではというくらい急激に腹痛を覚えた。

　しかし、じゃあなんで横よこ川がわさんはこんなに余よ裕ゆう綽しやく々しやくなんだ。全財産オールインを宣言して、負ければ自分も人生終しゆう了りようなのに。

　逆に考えれば、この横よこ川がわさんの態度くらいにしか、もはや俺おれにすがるべき希望は見いだせないのだが。

　……きっと大だい丈じよう夫ぶだ。そう言いきかせる。無む為い無策で散ることを良しとするような人じゃないことは、極限の勝負を争った間あいだ柄がらだからこそ、誰だれよりも知っているつもり。

　どのみちこうなった以上、一いち蓮れん托たく生しよう。腹をくくって横よこ川がわさんに人生の残りを預けるしかない。
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「エルマ、やっとだね。やっとあの時の恨うらみを直接はらせる」

「アルマ、豚ぶたには豚ぶたらしく、ブヒブヒ鳴いてもらわないとね」

　翌日。俺おれたちは再び対戦ルームで対たい峙じした。やって来たのは双ふた子ご二人のみ。片やこちらは横よこ川がわさんと俺おれ、そして羽麗うらら。羽麗うららは渋しぶって入室したがらなかったが、横よこ川がわさんが半ば無理矢理引ひっ張ぱり込こんだ。

「わかってると思うけど、前のようにはいかないよ、アズサ」

「エルマとアルマは二人でひとつ。その意味を思い知らせてあげる」

　同じ仕草で代わる代わる挑ちよう発はつを続ける双ふた子ご。その姿はまるで写し絵のように幻げん想そう的だったが、優美な見た目に反し唯ゆい一いつ目だけが嗜し虐ぎやく生を帯びて歪ゆがんでいた。

「二人ともあたしに負けてるんだから、組んだところで大して意味はないと思うけどね」

　腕うで組ぐみで挑ちよう発はつする横よこ川がわさん。居い丈たけ高だかな態度が今は頼たのもしい。

　……その実、必勝の策があるわけでもないことはもう知ってしまっているのだけど。

「本当に哀あわれ。売られた後のことも知らない癖くせに」

「あんたらだって知らないんじゃないの？」

「……黙だまれよ日本人。あんたらが知らないありとあらゆる悲ひ惨さんのすべてを、その身体からだに刻みつけて死ね」

　ぞくり、とした。なんだ、今の怨おん念ねんが具現化したような重圧は。

　どう見ても日本人ではないこの双ふた子ごは、もう既すでに知っているのかもしれない。本当に誰だれも知らない世界の果ての果てで、全てを失ったものの末路を。直感的にそんな気がした。

「ごたくはいいよ。始めよう」

「待って」

　そんな威い圧あつ感すら流して平然と振ふる舞まう横よこ川がわさんに、双ふた子ごのうち……たしか、姉のアルマさんの方が異を唱えた。

「なに？」

「そっち、三人いるじゃない」

　どうやら羽麗うららの存在が気になっているようだ。

「あー、あれは見学者。べつに良いいでしょ？」

「見学なら外に出て。でなければそいつの持ち金も全部賭かけて。そいつに金預けててあとから補ほ充じゆうみたいな小細工されたら嫌いやだし」

　……その疑いはまあ、正当なものだろう。確かに工作しようと思えば羽麗うららに『裏金』を預けておくという手段は可能だ。参加者として登録している以上、途と中ちゆう参加は可能になるのだから（そしてここのルール上、持ち金を途と中ちゆうから供きよう託たくすることも可能なようだ）。

　もっとも、俺おれはそんな細工が物理的に不可能であることを知っているのだが。

「心配性しようだねー。べつにいいけどさ。羽麗うららちゃん、選手登録して資金全部集めて」

　横よこ川がわさんが促うながす……が、いいのかそれは。羽麗うららの金を残しておけば、この勝負に負けても羽麗うららだけは生き延びられるのだけど。

　……いや、でも。数百ＥＣだけを残して羽麗うららひとりで残ったところで、ゲームオーバーは目に見えているか。

「………………」

　本人もそんな自覚があったのか否いなかは定さだかではないが、羽麗うららは言われるまま端たん末まつを操作して、持ち金を今回の勝負の供きよう託たく金として預けた。

「なんだ。こっちも破産寸前か」

「どーしよーもない寄せ集めだね。ま、そうとわかればいいんだけど。始めよっかアズサ。アルマとエルマの怖こわさ、今こそ教えてあげる」

　隠かくし資産がないことを確かく認にんして、今一度嗜し虐ぎやく的に笑う双ふた子ご。いよいよ、俺おれたち三人の進退を賭かけた勝負が始まる。

「…………」

　ぞくり、と背中が震ふるえた。負ければ次はないから？　もちろんそれも理由の一つだろうが、この悪お寒かんは別のところからもたらされているような気がする。

　見つめても闇やみしかない、マジックミラー越ごしの観客席が気になった。おそらく、かなりの人が入ってる。双ふた子ごの独断を禁止していたクイーンも、そこにいるような気がした。まったく根こん拠きよはない。でも、気配がそう伝えていた。

「ミニマムいくらにするの？　まさか負けて生存なんて夢みてないわよね？」

「豚ぶたは殺す。エルマたちの靴くつを汚よごした罰ばつだわ」

「……そっちで決めれば良い。あんま高くしすぎて自分らが破産しないようにね」

　毅き然ぜんと答える横よこ川がわさん。怖おそれは全て捨てて挑いどむ覚かく悟ごなのだろう。恐きよう怖ふに足を取られていたら、絶対に渡わたりきれない橋だ。

「馬ば鹿かなことを。しゃらくさいのは嫌きらい。１点２０００００ＥＣの１ゲームマッチでどう？」

「……！」

　二十万。開始から連続５失点でほぼ破産が確定するハイレートだ。たった１ゲームで文字通りのライフラインであるＥＣを全て失いかねない戦いか。どうかしている。

　いや、もう既すでにこの場に立っている時点でどうかしているのだ。腹をくくるしかない。

「わかった。それでいいわ」

　横よこ川がわさんと頷うなずき合い、敵の提案を受じゆ諾だく。俺おれと羽麗うららの分も合わせて、双ふた子ご立ち会いのもと手持ち資金を残らず場に委ねる。
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「ちょっとアズサ。昨日より減ってるんだけど」

「端は数すう合わせておいてあげたのよ。この方がわかりやすいでしょ。ちゃんと全財産賭かけてることはさっき自分たちで確かく認にんしたはず」

「最後の晩ばん餐さんにでも使ったの？　本当に卑いやしい豚ぶた」

　最後の晩ばん餐さん、というのは半分当たってる。実際昨晩、めちゃめちゃ高級なごはんを食べてきた。それにお風ふ呂ろも堪たん能のうした。

　当たってない半分。それが『最後』の部分であることを祈いのるばかりだ。

　ところで双ふた子ごの持ち寄りは２００００００ＥＣか。ミニマム２０００００だと、彼かの女じよらも安あん泰たいに生存できる額ではないが、それだけ自信があるということだろう。

「修おさむくん。序じよ盤ばんは分ぶん析せきに徹てつして。あたしはあたしで勝手に打つ。何かわかったら声かけて」

「……はい、わかりました」

　横よこ川がわさんに頷うなずきを返す。さあ、本当の意味でのはじまりだ。

　奈な落らくから這はい上あがるため、俺おれたちは地じ獄ごくの門番にあえて楯たて突つく。

「狩りの時間ね。最初はまあ、ミニマムで勘かん弁べんしてあげる。一息に殺しても面おも白しろくないもの」

　コンピュータにサーブ権を割り当てられた双ふた子ご──画面によるとエルマの方が、低い体勢でラケットを構える。そのフォームを見た瞬しゆん間かん、もうどちらがどちらだかわからなくなる、という心配はなくなったなとしみじみ思う。

　なぜなら妹のエルマの方だけ、左ひだり利きき。サウスポーのプレーヤーなのだ。アルマが右でエルマが左。その情報は横よこ川がわさんから前もって聞いていた。

「シュッ！」

「っ！」

　ゲームが始まった。しばしラリーが続く。押おしているように見えるのは、エルマの方。

　なにしろサウスポーは厄やつ介かいなのだ。圧あつ倒とう的てきに右利きき同士での対戦が多いから、全ての返球がクセ球に感じる。左対策がまったくできてないと、それなりの選手でもろくに返球できず惨ざん敗ぱい、なんてことも、普ふ通つうの学生レベルなら起こりうる。

　ただし横よこ川がわさんはそんな低い次元で戦っていない。事実、過去にエルマを個別撃げき破はした実績もあるのだ。

「らっ！」

「よし、ナイスコース！」

　絶ぜつ妙みようなドライブが決まり、思わず俺おれの口からも声が出た。よし、まずは先制。良いい出だしになったぞ。

「どうせ死ぬのに暴れちゃってみっともない」

　しかし、エルマに堪こたえた様子はない。まあ一点くらいで動じていたらそれこそ話にならないのだが。

「そろそろ見せてあげる、本領を！」

　サーブレシーブの後、エルマの打球が大きく右に曲がる。……来た、チキータ！　この鋭するどい横回転による攻こう撃げきが双ふた子ご最大の武器。

「……く」

　なんとか食らいついた横よこ川がわさんだったが、タイミングが合わず浮うき球になってしまった。そこを見み逃のがすはずもなくエルマがスマッシュでたたき込こみ、得点。これで点数はイーブンに、金銭も開幕時と同額に戻もどってしまった。

　話には聞いていたが、強きよう烈れつだな。スピード、回転、コース、どれを取っても最高レベルの精度だ。これをいつでも狙ねらって繰くり出だせるのだとしたら、かなり厄やつ介かいな相手だ。

「どうアズサ？　早くも楯たて突ついて後こう悔かいしてるんじゃない？」

「寝ね言ごとは寝ねて言いなさい。この程度のチキータなんて珍めずらしくもない」

　だが、総合力なら横よこ川がわさんはひけを取らない。俺おれも余計に心配を重ねたりせず、序じよ盤ばんの展開をじっと見守る。

「あら、まだ気づいてないの。察しが悪いわね」

「は？　なんの話？」

「前の勝負と今回とじゃ、全然意味が違ちがうって話。勘かんが良いい人ならもう既すでに恐きよう怖ふに震ふるえていそうなのだけど、まだボケッとしてるあたりやっぱり豚ぶたね」

「……ごちゃごちゃ煩うるさいな。始めるよ？」

　サーブ権が移り、トスの体勢に入る横よこ川がわさん。

「待って、交代」

　それを制し、エルマは敵てき陣じんのトレーダーブースに引き上げていった。

　交代？　いくらなんでも早すぎないか。

「エルマがさっさと絶望させてこいですって。せっかちな妹ね」

　出てきたのはアルマ。ラケットを右に構えているから間ま違ちがいないだろう。エルマの偽ぎ装そうという可能性は……そんなことをするメリットがないか。

「妹はもうバテたの？　それとも仮け病びようで早引け？」

「せいぜい吠ほえていればいいわ。その顔が絶望に変わるのが楽しみ」

　妹同様、姉も自信満々だ。しかし、今はチャンスだろう。対戦前から思っていたが、どう考えても右利ききのアルマの方が対処しやすい。１ゲームという短期決戦なら、むしろエルマに出ずっぱりで戦われた方が厄やつ介かいだったはずだ。ぜひ、アルマがプレーヤーでいるうちに大きく差を付けておきたいところ。

　そんな希望的観測が瓦が解かいするまで、必要な時間はほんの一いつ瞬しゆんだった。

「いくわよ。鏡の世界にようこそ！」

　横よこ川がわさんのサーブを、アルマが返球。またしてもチキータ。姉し妹まい揃そろっての得意技わざ。

「…………あ！」

　しかし、今度は回転がまったく逆だ。ラケットを構える手が違ちがうのだから当然なのだが、まるで反転カメラで写したように打球は左の方へとねじ曲がっていく。

「そういう、ことか」

　横よこ川がわさんは返球すらままならず、ボールを後ろに反らすと、しばし身動きが取れない様子で俯うつむいたまま固まってしまった。

　これは、非常に手て強ごわい。頭ではいくら理解していても、視界の違い和わ感かんが拭ぬぐえない。エルマのチキータの残像が残った状態でアルマにもチキータを放たれると、前のイメージを引きずって身体からだの反応が遅おくれてしまうのだ。

　普ふ通つうの卓たつ球きゆうならば成立しない技わざだ。いつでも交代可、という奈な落らくの特とく殊しゆルールだからこそ実現可能な、人の認にん知ち能力を逆手に取った攻せめ口ぐち。

「…………マズい」

　自分の言葉にハッとした。そうだ。交代は『いつでも』可能。ということは、この幻げん惑わくはたった一重で収まるはずがない。

「アルマ、交代」

「しょうがないわね。もう少し遊んであげたかったんだけど」

　再びの交代。今度は左ひだり利ききのエルマ。無む慈じ悲ひ極きわまりなく、横よこ川がわさんの認にん知ちを弄もてあそぶ。

「さーて、次はいつかしら。そして、どっちかしら？」

　駆かけ引ひきも憎にくたらしいほどに上う手まい。今度は決め技わざのチキータをしばし温存し、溜ために溜ためてから満を持して曲げてくる。これで常に横よこ川がわさんはチキータか否いなかの判断とどちらの双ふた子ごかのダブルバインドに悩なやまされ続けてしまうのだ。

「…………く」

　エルマのチキータ。再び返球できず、横よこ川がわさんは連続失点を喫きつしてしまった。
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　その後も防戦一方の展開に。エルマの球筋に慣れた頃ころにアルマが、アルマに慣れた頃ころにエルマがラケットを握にぎり、直前の残像を隠かくれ蓑みのにして逆方向の攻せめを繰くり返かえしてくる。入いれ替かわるタイミングが絶ぜつ妙みようで、横よこ川がわさんはすっかり精神的に追おい詰つめられてしまっていた。

「……ん？　そう？　じゃあ変わりましょう、エルマ」

　どうやら交代のタイミングは、バイタルデータを参照して行っているらしかった。例えば返球スピードとか、横よこ川がわさんが対応に追いついて来た際のシグナルをデータから受け取ることは可能だろう。それが確かく認にんできたところで逆手にとって、交代。せっかく積み上げた慣れという財産を、双ふた子ご側の武器としてかすめ取られてしまうのだ。

　なんていうことだ。アルマとエルマ。まるでこの特とく殊しゆルールを攻こう略りやくするために生まれてきたような存在じゃないか。

「…………っ。絶望してる場合じゃない」

　俺おれは自分の頰ほおを張って気合いを入れ直す。そうだ、まだできることは必ずある。俺おれもまたバイタルデータを参照できるのだ。きっと何か横よこ川がわさんに力ちから添ぞえする手立てはある。

　しかし、こう頻ひん繁ぱんに入いれ替かえがあると個別データの分ぶん析せきという形では特とく徴ちようを摑つかむのが不可能に近い。エルマの弱点や攻せめ口ぐちが見つかったとしても、アルマに同じ傾けい向こうがなければ場面によっては使い物にならないのだ。
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　そして早くも事態は切せつ迫ぱくしつつある。勝敗が決する11点まではまだ先はあるものの、資金が底をつきかけている。あと二点差が付くと残りはたった２００００ＥＣ。まさしく風ふう前ぜんの灯ともしび火だった。

　今はあまり難しいことを考えている余よ裕ゆうはない。横よこ川がわさんのサポートになることなら、なんでもいい。少しでも情報を拾い上げるべく、俺おれはデータを漁あさり続ける。

「………………ん？」

　ひとつ、気になる要素が見つかった。アルマもエルマも、チキータを打つ前にふっと握あく力りよくを抜ぬくクセがあるようだ。しかし普ふ通つうの打球を選せん択たくする場合はこのクセが見受けられない。バックログをたどった結果、初回から一いつ貫かんしてこの『チキータ前の脱だつ力りよく』が行われている。

　また、データを使った引っかけだろうか。その可能性もある露ろ骨こつな傾けい向こうだが……。

　いや、違ちがう。これは素の状態で出ているクセだと直感的に思った。

　なぜなら双ふた子ごはトレーダーである俺おれのことなんて眼中にも入れていないからだ。あくまで横よこ川がわさんを痛めつけることに執しゆう心しんしていて、細かい駆かけ引ひきなんて考こう慮りよしてない。

　そんな驕おごりが満面に溢あふれている。ならば、一いつ矢し報むくいる隙すきとなるか……？

「横よこ川がわさん、チキータが来る前に呼びかけます。それでなんとか対処できませんか？」

『わかるってこと？』

「はい、おそらく」

　プレー中の横よこ川がわさんとインカム越ごしに会話。双ふた子ごの幻げん像ぞうに惑まどわされようとも、チキータに対処すべき瞬しゆん間かんさえわかっていればまともにやりあえるのではないか。そう信じたい。

「おそらくじゃ困るんだけど……わかった、伝えて」

　許可が下りた。俺おれは全ぜん身しん全ぜん霊れいを集中させてまずは画面を凝ぎよう視し。現在のプレーヤーであるアルマの右手の握あく力りよくが抜ぬける瞬しゆん間かんを静かに待つ。

「来ます！」

　そして反応と同時に叫さけぶ。横よこ川がわさんはぐっと唇くちびるを嚙かみ、俺おれの声に一いち蓮れん托たく生しようの体勢。

「フッ！」

　チキータだ！　やはりこのクセは罠わなじゃない。慢まん心しんが故ゆえ残されていた、唯ゆい一いつの綻ほころび。

「っ！」

　横よこ川がわさんが返球に成功……が、相手にとって絶好のコース。レシーブすることはできたがボールのコントロール権までは取とり戻もどせなかった。

「死、ねっ！」

　アルマのドライブが、横よこ川がわさんの脇わきを抜ぬける。……ダメだった。わかっていても、止められないほどなのか、双ふた子ごの伝家の宝刀は。

「……タイムアウト申しん請せい」

『受理します』

　万ばん事じ休す、というところで横よこ川がわさんが天てん井じように向けて呟つぶやく。ここで一息入れるのは正解だろう。……というか、このまま続行してもゲームオーバーは目前だった。
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「ダメだ。あたしには対処できない」

　戻もどってきた横よこ川がわさんは顔面蒼そう白はく。今の状じよう況きようが信じられないといった感じで虚うつろな瞳ひとみを震ふるわせている。

「チキータが来るってわかっても無理ですか……？」

「直前過ぎて間に合わないよ。声かけられてから構えても準備が整いきらない。何もないよりはずっとマシだけど……でも……」

　そうか……。言われてみればそれも当然だが。俺おれだって……否、俺おれなら絶対に指示を受けたところで何もできない。

　くそ、もう手立てはないのか。このまま三人とも、奈な落らくからも追放されて奴ど隷れいとして人生を終える。それが約束された未来なのか。

「…………っ」

　今まで見て見ぬ振ふりをしていた悪お寒かんが全身を侵しん食しよくし始めた。どうなるんだ、これから。いったいどこに売られ、どんなことをさせられるんだ。

「…………う、うううっ」

「横よこ川がわ、さん……」

　突とつ然ぜん、横よこ川がわさんが目の前で顔を覆おおい、ふるふると肩かたを振ふるわせ始めた。無力感からか、恐きよう怖ふからか。あるいはその両方か。今までつよがりで堪たえてきた感情が堰せきを切ったように溢あふれ、制せい御ぎよできなくなってしまった様子だった。

　ひどく小こ柄がらで、小さな少女が目の前に居た。

　そうだ。頼たよりにしきりだったけど、横よこ川がわさんもまた十代の少女に過ぎない。それなのに気き丈じように振ふる舞まって、俺おれたちを導き、先頭に立ち続けてくれていた。なぜ今まで、彼かの女じよが受ける重圧を分かち合おうとしなかったのか。

「………………っ」

　俺おれは覚かく悟ごを決めた。どんな結果になろうとも、横よこ川がわさんを最後まで支え続けよう。もともと、奈な落らくでこの人に出会わなければ終わっていた命だ。死に往く運命ならば、せめて最後くらいは俺おれが横よこ川がわさんを支える側に回ってあげないと。男らしく、背中で支えよう。

「横よこ川がわさん……大だい丈じよう夫ぶです。横よこ川がわさんなら、まだ」

　希望を取とり戻もどして欲ほしい。その一心で、俺おれは横よこ川がわさんに身を寄せた。貴方あなたは一人じゃない。そう伝えたくて、俺おれは横よこ川がわさんの肩かたにそっと手を──。




「うわき、だめ、ぜったい」




「…………え」

　回しかけたところで、俺おれと横よこ川がわさんの間に飛とび込こんでくる影かげが。歌か舞ぶ伎きの大立ち回りのように両手を広げ、顔を憤ふん怒ぬの色で染め上げた、羽麗うららだった。

「い、いやお前。この期に及およんで何を」

「修おさむこそこの期に及およんで、うわき、だめ、ぜったい。修おさむのパートナーは私。ずっといっしょだって約束した」

　目がマジだった。羽麗うららがこんなに凄すごみを利きかせられるなんて知らなかった。

　いや、確かに言いたいことは理解する。羽麗うららが怒おこる理由もわからないではなかったが。

「今の状じよう況きよう、わかってるか……？」

「わかってる。負けそうなんでしょ。じゃあ勝つ。私が勝ってくる。それでいいでしょ」

　あっさりとそう言い放ち、答えを待たずに卓たつ球きゆう台へと向かっていく羽麗うらら。その手にはいつの間にやらラケットが握にぎられていた。

「……ふー。あっぶな。ギリギリ間に合った」

「え!?」

　声に振ふり返かえった瞬しゆん間かん、俺おれはあごが外れるような思いを味わった。

　横よこ川がわさん……ぜんぜん、少しも、まったく、これっぽっちも、涙なみだを流した形けい跡せきがない！

「ま、まさか……今の演技だったんですか？」

「遅おそいよ、抱だきしめるのが。もっと早くタイムアウト取ってハグしてくれるくらいじゃないとモテないよ」

　俺おれの頭をラケットの角でコツンと一発。それなりに痛いはずなのだが、呆あつ気けにとられていたせいか痛覚が麻ま痺ひしていた。

「な、なんだってこんな危ない橋を……」

　羽麗うららが復活してくれたからよかったものの、そうでなければこのまま三人とも人生終しゆう了りようだったのに。

「痛感したの。この奈な落らくで生き残るにはチームが必要だって。それは修おさむくんももう気づいているはず」

「そ、それは確かにですけど……」

「だから、羽麗うららちゃんの不調ってのはあたしにとっても大問題だった。早めに解決しておかないとここでの生存計画に支障が出る。だからちょっと荒あら療りよう治じに打って出たわけ。要は修おさむくんに構って貰もらえなくてフラストレーションを溜ため込こんでて、それを上う手まく表現できなかったんでしょ、あの子。なら中ちゆう途と半はん端ぱに構って宥なだめすかすより、煽あおりに煽あおって爆ばく発はつさせちゃった方が手っ取り早いなと思ったわけ。羽麗うららちゃん、意外とヤキモチ焼きっぽいところは何度も見てたからね」
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　……恐おそろしや、横よこ川がわ梓あずさ。まさか全てを掌てのひらの上で転がしていたとは。

「怖こわくなかったんですか。羽麗うららが復活しなかった場合、どうなるかって」

「修おさむくん。まだ一つ勘かん違ちがいしてるね。……このあたしが、あの双ふた子ごのチキータ風ふ情ぜいにあれほど苦戦すると思う？」

「………………え。えええええええ!?」

　まさか、まさか。手を抜ぬいていたのか!?　この全財産を投じた一世一代の大勝負で!?

　だとすれば、狂きよう気きだ。狂きよう気きすぎて、崇すう拝はいしたくなるほどに。

「ま、それくらい羽麗うららちゃんの復活を急いでいたってわけ。本当に争わなきゃいけない相手は、こんなレベルじゃないからね」

「…………」

　それは、クイーンのことだろうか。ハッキリしないけれども、今はまずこの局面を乗り切らなくては。

「さ、しっかりトレーダーとして仕事してきな。大だい丈じよう夫ぶ、羽麗うららちゃんが事前にチキータかどうかわかってたら、タダもらいだよ」

　ぽんと背中を押おされ、俺おれはたたらを踏ふむようにトレーダーブースに戻もどった。

　……まったく、羽麗うららにも横よこ川がわさんにも、つくづく器うつわの違ちがいを見せつけられてしまう。
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「ねえアズサ。なに勝手に交代してるの？　こんなことが許されるとでも？」

　眉み間けんに皺しわを寄せたアルマ。横よこ川がわさんを仕留めるつもりだったのだろうから、いかにも興が削そがれたといった面おも持もちだ。

「むしろ許されないとでも？　そもそも羽麗うららちゃんも登録するよう言い寄ってきたのそっちでしょ。あたしたちは言われたとおりにしただけ」

　そういえばそうだった。羽麗うららの資金も場に提供するように求められたから、こうして事前にプレーヤーとして参加登録をしておけたのだ。でなければ途と中ちゆう交代は認められなかった。

　じゃあ、あの時から既すでに横よこ川がわさんの誘ゆう導どうが始まっていたということか。……つくづく恐おそろしい人だ。

「猫ねこに小判、豚ぶたに屁へ理り屈くつ。いいわ、もう。お望みとあらばこいつごと壊こわしてあげる。貴方あなたの人生を」

　正規のルールに則のつとっているので誰だれにも交代を止めさせる権限はない。それを悟さとってか、つまらなそうにため息を漏もらしてからラケットを構えるアルマ。

　眼めが覚めるまで、ほとんど時間は必要あるまい。俺おれは他ひ人と事ごとのようにそう思った。

「さっさと消えろっ」

　アルマのサーブ。対する羽麗うららのレシーブは。

「ふっ！」

「…………え」

　狙ねらい澄すました、ストレートへのチキータだった。まさかの意い趣しゆ返しに、アルマは反応できずボールは明後日あさつての方へ。そう、その実チキータは羽麗うららも得意とする打ち方だ。

　いや、正確に言えば得意としない打ち方がおおよそ存在しないのであるが。

　とにかくこれで一点を返し、金銭的にも余よ裕ゆうを取とり戻もどした。

「……ふうん。なかなかやるじゃん。でも、打てるかどうかと返せるかどうかは別だけどね！」

　再びアルマのサーブ。羽麗うららの鋭するどいレシーブドライブに対し、ここぞと右手の握あく力りよくが一いつ瞬しゆん弱まった。

「羽麗うらら、来る！」

「にゃっ！」

　鋭するどく横回転するボールに食らいつき、バックハンドからねじり込むような軌き道どうで手首を振ふるう羽麗うらら。

　チキータを、チキータでお返し！　しかも鋭するどさがアルマの球筋よりも増している。

　選手としてどちらの格が上かは、今の一いち撃げきで如によ実じつに明らかとなった。

「アルマ、交代！」

「く……噓うそだ……」

　慌あわてふためいてエルマが飛び出してくるが、少しも恐きよう怖ふ感を感じることなんてなかった。

「チキータ、右！」

「っ！」

　なぜならさっきの反応を見て確信してしまった。羽麗うららであれば、事前にチキータが来ることを知れたらもはや対処に困ることなど絶対にないと。

「……あたしもできたんだよ。本当は」

　何も聞いてないのになぜか横よこ川がわさんが脇わきから注ちゆう釈しやくを入れてきた。実際どうなのかは、うん、これから改めて確かめていこう。

　奈な落らくでの生活は、どうやらまだまだ続いてくことになりそうだから。

「さて、修おさむくん。楽勝っぽいし双ふた子ごの持ち金引っぺがしちゃおう。大だい丈じよう夫ぶ。どうせ全財産ぶち込こんだりしてないから死にはしないって」

　さすが横よこ川がわさん。容よう赦しやない。

　でも、ここで生きていくためにはもうそれくらいのことで躊ちゆう躇ちよしてられないよな。

「羽麗うらら、次から５０００００で行く」

　倍以上に仕し掛かけても、もはや大して感情が動くことすらなかった。

　ただ、今晩は何を食べよう。それだけが頭をよぎった。
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「そんな……」

「噓うそだ……」

　崩くずれ落おちる双ふた子ごに目もくれず、有り金すべてを奪うばい取とった羽麗うららがすんと鼻を鳴らしながら凱がい旋せんする。トレーダーブースから立ち上がり、俺おれは全ぜん身しん全ぜん霊れいの称しよう賛さんを顔に浮うかべ待ち構えた。

「やっぱりさすがだな羽麗うらら……っ!?」

　近付いてきた羽麗うららはゼロ距きよ離りでも足を止めず、そのまま俺おれの胸に飛とび込こんで背中にぎゅっと腕うでを回す。

「修おさむのパートナーは私です。いつでもずっと私です」

「あ、あはは……」

　なんと答えて良いかわからず、しばらく苦く笑しようとも困り笑いともつかないものを垂れ流してしまう。

　でも、よかった。羽麗うららが本来の卓たつ球きゆうを打てるようになって。わだかまりも解決して、本当に良かった。

「そう言ってくれてありがとう」

　感動に身を任せ、俺おれもまた羽麗うららの肩かたにそっと手を回す。

「修おさむくん。一応忠告しておくけど、その娘こめっちゃ重いタイプだよ。密ひそかに」

　横よこ川がわさんのどことなくシラけたような指し摘てきは、多少気にならなくもなかったけど。




　──ぴこん。




　と、その時端たん末まつから聞き慣れない電子音が響ひびいた。どうやら俺おれたち三人全員になにか通知が届いた様子だった。

「なにこれ」

　真っ先にメッセージを確かめた横よこ川がわさんが、不思議そうな声を出す。気になったので俺おれもさっそく確かめてみることに。

　すると画面に現れたのは。




【ブルーコインを獲かく得とくしました】

　達成条件・一試合に１００００００ＥＣ以上獲かく得とくを満たした場合、ブルーコインが付ふ与よされます。以後、ブルーコインのベネフィットとして一日の支給ベースポイントが５０００００ＥＣに増加します。

　残りの未獲かく得とくコインは４枚です。




「これって……毎日５００００ＥＣ貰もらえるようになったってことですか、もしかして!?　何もしなくても!?」

　だとすれば生活レベルは一気に改善する。どうやらキツい条件での勝利を達成することによりボーナスが受け取れる『裏システム』が存在しているようだ。

「みたいだね。それよりなにより、ついに見えてきたんじゃない、脱だつ出しゆつの糸口が」

　ニヤリと笑う横よこ川がわさん。そうか、あと４つ、この手の『実績報ほう酬しゆう』があるのなら、それを発見すれば……！

　希望が見えてきた。まだ先は長そうだけど、ついによじ登るベきとっかかりを発見できたのだ。

　きっと、なんとかなる。羽麗うららと横よこ川がわさんと、三人で力を合わせれば、もう一度地上に戻もどれる。ようやくそんな実感が湧わいて、身体からだ中に希望が満たされていくのを感じた。
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　その翌日、希望一いつ辺ぺん倒とうだった俺おれたちの前に、予想外の形で暗雲が立ちこめた。

「…………アルマ、さん」

　メイン棟とうの中央にある掲けい示じ板ばんの前で、手足を拘こう束そくされたアルマさんが磔はりつけのさらし者にされていたのだ。

　耽たん美びなゴスロリ服はあちこちが破れ、大きく肌はだが露あらわになっている。その至るところに真っ赤な生傷。とてもじゃないが、目を向けていられる状じよう況きようではなかった。

「アルマ……アルマっ……！」

　その足元で跪ひざまずき、怒いかりと恐きよう怖ふの涙なみだで震ふるえるエルマ。彼かの女じよは無傷だ。それがかえって、悪あく趣しゆ味みに思える。無む作さく為いにどちらかだけを痛めつける形での懲ちよう罰ばつ。あまりにも理り不ふ尽じんで、理り不ふ尽じんが故ゆえに恐おそろしい。

　懲ちよう罰ばつ。そう断定したが、確証はない。確証はないが。疑いようもなかった。

「ひどい有あり様さまみたいね」

　野次馬の外で呆ぼう然ぜんと立たち尽つくしていた俺おれと羽麗うららと横よこ川がわさんの前に、冷れい笑しようを浮うかべた金きん髪ぱつの少女が現れた。クイーンだ。

「どの口が言うんですか」

「あら。まるで私が犯人みたい」

「違ちがうとでも？」

「証しよう拠こはないし、その代わりアリバイがあるのだけど？　私は昨晩、ずっといっしょだった人がいるから」

「…………」

　恐おそらく事実なのだろう。当たり前だ。本人が直接手を下すわけなんてないのだから。

　これが、貴族カルテルに逆らい独断で損害を与あたえた者の末路。そう印象づけるためならば、むしろ他の仲間に命じた方がさらに恐きよう怖ふによる支配は進むことだろう。

　まあ確かに、証しよう拠こなんて何もない憶おく測そくだが。

「失礼します」

　ここに居ても不快になるだけだと気づき、俺おれたちは場所を移動することにする。

「待って。……斎さい木き羽麗うららさん」

「？」

　思わず足を止めた。羽麗うららが名指し、というのは予想外だ。そもそもなぜ羽麗うららの存在を知っているのか。双ふた子ごとの対戦を見ていた、というのが大方のところだろうが。

「なに？」

　朴ぼく訥とつに羽麗うららが尋たずね返す。あまり関わらない方がいい気もしたが、仕方ない。

「斎さい木き和かず羅らの娘むすめさんね？」

「!?」

　心底驚おどろいた。なぜ、クイーンからその名が。しかも、親子関係まで把は握あくしているとは。

「お父さんを知ってるの？」

　当然羽麗うららも食いつく。するとクイーンは、冷れい笑しようの奥おくに鋭するどい八や重え歯ばをちらりと覗のぞかせて、静かに呟つぶやいた。

「ええ、もちろん。和かず羅らは私の元トレーダー。そして、私を裏切って逃にげた張本人だもの」
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　今日も客の入りが悪いメイド喫きつ茶さで、沢さわ田だ夕ゆうはぼんやり窓の外を見つめていた。

「暇ひまだなぁ……」

　最近こうして気だるげに過ごすことが多い。日々の生活に刺し激げきが足りなくなって久しいからだった。

　それもこれも坂さか井い修おさむと斎さい木き羽麗うららのせいだと信じて疑っていない。なぜあの二人が強化選手なんぞに選ばれたのか、未いまだに少し納なつ得とくがいかない夕ゆうだった。

「メッセージ一つよこさんし、あいつら。友達だと思ってたのに裏切られた気分だよ」

　思わず口に出して呟つぶやいてしまうと、相あい原はら先せん輩ぱいがまあまあと宥なだめるように苦く笑しようを浮うかべた。

「きっとハードにしごかれてるんだって。でも、一向に既き読どくすら付かないのはたしかに心配だけどね」

　そうなのだ。連れん絡らくがないだけならまだしも、メッセージがスマホに届いている形けい跡せきすらない。もしかして外国にでも行っているのか。考えれば考えるほど、夕ゆうは心の中がざわついてくる。

　カラン、と来客を告げるベルがなった。

「お帰りなさいませ、ご主人さま！」

　いけない、仕事に集中せねばと思い直し、夕ゆうは駆かけ足あしで入り口の方へ向かう。

「あれ？」

　思わず素の声が出た。

　来客の見た目が、予想していたのとまるっきり異なっていたからだった。

「えっと……小学生？」

　幼い少女だった。見た目から判断すると小学五年生かそこらだろうか。

　夕ゆうは内心で悩なやむ。この店の入店規則に年ねん齢れい制限はあっただろうかと。日中だし、恐おそらくお迎むかえしても問題ないはずだが。

「はい。おじゃまします」

　ぺこりと深くお辞じ儀ぎをする少女。素す直なおにかわいいと思った。

「えっと、メイド喫きつ茶さに興味あるのかな？　若じやつ干かんメニューがぼったくりだけど、それでもよければゆっくりしていって」

　つい裏事情を話してしまったが、少女は意に介かいさずにっこり笑って夕ゆうに上うわ目め遣づかいを向ける。

「このお店、卓たつ球きゆうで勝てばなんでもしてくれるって聞いたんですけど、本当ですか？」

「えっ？」

　無む邪じや気きにそんなことを言われてまずは驚おどろき、次に呆あきれ笑いが出た。いったいどこの誰だれがそんなことを言いふらしたのだ。

　でも、少し面おも白しろいな。そう思って、夕ゆうは勿もつ体たい付けるような口調で少女に返事した。

「ふっふっふ。そうだよ。挑ちよう戦せんしていくかい？　ただし手加減はしないけどね！」

　すると少女は笑え顔がおを固定させたまま、自らのバッグをおもむろに開く。

「ぜひ、お願いします！」

「…………あれ？」

　ふと、視界に飛とび込こんできたラケットケースに書かれていた名前に、夕ゆうは強く反応を示してしまった。

「坂さか井い、莉り子こちゃん。坂さか井い？」

　聞き覚えがあるどころではない苗みよう字じ。しかし、特段珍めずらしいものではない。

　偶ぐう然ぜんか、否か。夕ゆうには判断できない。

「どうしました？」

「……ま、いいや。入って入って」

　どのみち悩なやんでても答えは出ない。ますます興味を引かれ。夕ゆうはその幼い少女を店内へと招き入れた。
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　あとがき




　蒼あお山やまサグです。どうもご無ぶ沙さ汰た……してない!?

　いえ、三ヶ月ぶりですからそれなりに期間は空いているのですが、僕ぼくとしては比ひ較かく的てき早めの続刊リリースとさせて頂きました。

　これでなんとか年間三冊というマイルール最低ノルマをこなすことができた……はず。無事に出ていれば、ですが。

　いやはや、実は結構危ない橋を渡わたってしまいました。いつもだろ、という各位様からの投石が避さけられない発言ですが、今回のピンチはちょっと趣おもむきを異にしたものでして。

　実は作業の佳か境きようも佳か境きようで風か邪ぜにやられて物理的にダウンしてしまったのです。

　いやはや人間って気絶するときは本当に気絶するのですね……。

　この度たびも本当にご迷めい惑わくをおかけいたしました。そればかりで情けなくなる限りですが。

　わかっているつもりでしたがもう若くないですね。だからといって流れに任せて年老いたくはないのでそろそろ真しん剣けんにアンチエイジングと向き合わねばと思います。

　さすがに健康の大事さと、有事の際に備えた時間的マージンの必要性を痛感いたしまして、もっと日々の作業能力を増やすための基き礎そ体力や心身の頑がん健けんさを今さらながらに高めていかなくてはならぬな、と。

　さし当たっては食事の見直しと日々の運動。メンタルの安定を手にするためマインドフルネスにも精を出し……。

　ああ、もっとも生活がすさんでいた二十代前半の僕ぼくの目の前にタイムスリップしても同じ人間の思想だと信じて貰もらえる気がいたしません。

　でも苦しみながら生きながらえるよりも何気ない日々に小さな喜びを見つけられる生活の方がずっと良いいに決まってますからね。始めるのに遅おそすぎることなんてない、がモットーです。

　変わった方が良さそうだと思ったら躊ちゆう躇ちよなく変えていく。ある意味の節操のなさに今までも救われてきたのですから、逆説的にそこは『変えない』でこれからも参ります。

　そう、思えばライトノベルの投とう稿こうを始めたことも実に節操のない選せん択たくでした。

　あれから十年生きながらえました。奇き跡せきみたいなことだと思います。たくさんのありがたき出会いに支えられてここまで来ました。

　デビュー十周年となる２０１９年。ちょうど良いい区切りでしょう。引退します。噓うそです。

　もうちょっとだけ頑がん張ばります。

　来年もまた楽しいことができますように。

　今年も大変お世話になりました。今後ともよろしくお願い申し上げます。


二〇一八年十二月吉きち日じつ　蒼あお山やまサグ
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